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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章






　シルディーン王宮の最上階、高貴な軟なん禁きん室しつと化した貴き賓ひん室しつの扉とびらが開き、黒くろ髪かみの青年が顔を覗のぞかせた。額ひたいから頰ほおにかけ、右眼の上を縦断した醜みにくい傷きず痕あとを歪ゆがませて楽しそうに微笑ほほえむ。

「こんにちは、おじさま。ご無ぶ沙さ汰たしておりました。お忙いそがしいところ、お時間を作っていただいて申し訳ありません」

「いや、私こそ待たせてすまない。それよりどうした？　ゼオ」

　書き物の手を止めて振り向いた初老の紳しん士しは、グラネウス・フィラル・ド・ガーゼット。ただし世間では、「悪あく食じき大たい公こう」なる二つ名のほうが知られている。

　前王と王位を争ったことさえある名門貴族の当主だが、現王ゼオルディス・フィラル・ド・シルディーンへの謀む反ほんの嫌けん疑ぎをかけられ、ここに幽ゆう閉へいされて久しい。とはいえ、多少頰がこけた程度で、優ゆう雅がで落ち着いた物腰になんら変化はない。

「相変わらずですね、おじさま。あらゆる意味でお変わりなくて、嬉うれしいですよ」

　おどおどしながらついて来ていた従じゆう僕ぼくを犬にするように手を振って追い払うと、ゼオルディスはグラネウスの服装を確かめて含ふくみ笑いを浮かべた。

　白髪しらが交まじりのくすんだ金の髪をきつく巻いた、一見理想的な老紳士であるが、本日はその体中を分厚い包帯のようなものが取り巻いている。食い道楽と着道楽が過ぎて、悪趣味の域に達しているがゆえの「悪食大公」だ。

　自分の生せい殺さつ与よ奪だつの権限を握にぎった相手を平然と待たせ、着替えた格好がこれだ。あまりの優雅さと度胸に、ゼオルディスは感心した顔をしている。

「実は今日は、そろそろ本当におじさまを処しよ刑けいしなければならなくなりそうなので、ご機き嫌げんうかがいに来たんです。ですが衣装にもお変わりありませんし、執しつ筆ぴつも順調のようですし、さすがの精神力だなあ。ジス義に兄い様さま……ああ、もう義兄様じゃないのか、まあ義兄様にも見習ってほしいぐらいです」

　危険な話題を次々と並べてみせるゼオルディスに、グラネウスはかすかに眉まゆをひそめた。しかしゼオルディスの興味は、すでに別のものに移っている。

「ところで、なんであいつはあそこまではりきっているんです？」

　部屋の奥にある白壁に向かい、一心不乱に絵筆を滑すべらせている明るい茶色の髪の若者をグラネウスも見つめた。

　国王の登場に挨あい拶さつもせず、というより全く気づいていない様子で絵を描き続ける彼はリュク。グラネウスと同じく、国王への反逆の嫌疑をかけられている絵師だ。

　一応元聖職者の端はしくれではあるものの、貴族でもなんでもないリュクは、グラネウスと同室など本来あり得ない。だがシルディーン王宮の人手不足が深刻化していること、元々顔見知りであることなどが手伝って、共に軟禁されているのである。

　鬼き気き迫せまる形ぎよう相そうのリュクの絵筆から生み出されたのは、まず中央に明るい微笑みを浮かべた眼鏡めがねの貧ひん乳にゆう少女。そして彼女の肩かたを抱だき、優しく笑う背の高い黒ずくめの青年。

　その二人を中心として、大勢の人々が集つどっている。弾はじけるような笑顔の銀ぎん髪ぱつの少年、地味な金髪の青年、赤毛の美人メイド、おぼっちゃん風の茶髪の若者、眼鏡をかけた黒髪執しつ事じ。

　ほとんどがゼオルディスもグラネウスも知っている顔である。それだけに、リュクの技量が分かる。

　まるで鏡に映うつしたようにそっくりであるが、ほとんどの人間はこの場所にはいないのだ。記憶だけを頼りにしているにもかかわらず、描き出された人々は本物以上に本物らしい。

　特に、かたわらの少女を見つめて笑う黒髪の青年の笑顔は素晴らしい。

「アズベルグの暴君」と呼ばれる青年本人を知る者が思い描く彼の笑みは、嘲ちよう笑しようか冷笑だろう。しかし絵師の眼がとらえ、手が切り出したのは、どこにでもいるただの夫馬ば鹿かの暖かな笑顔だ。

「ふ、ふふ、カシュヴァーン様……、あなたが水みな底そこの国にいようが、至いと高たかき国にいようが、絶対見せてやりますからね……!!　俺の魂たましいをこめた、最さい期ごの作品……!!」

　国王ゼオルディスへの反逆の罪により、追放された「アズベルグの暴君」カシュヴァーン・ライセン。彼のお抱かかえ絵師を気取るリュクは、呪じゆ詛そのような言葉を漏もらしながら手を動かし続けている。

「俺もアリシアと結婚したかった!!　レネといちゃいちゃしたかった!!　ノーラの胸に顔を埋うずめたかった!!　エルティーナ様の愛人になりたかった!!　どうせならクロエ様と閉じ込められたかった!!　セイラさんと……」

　知り合いの女性たちの名前を次々と挙あげたリュクは、ライセン家に仕つかえる忠実なメイドの名を呼んだ途と端たん、頭をかきむしり始める。

「うわあああああんセイラさああああん!!　息むす子このように可愛かわいいなんて、罪な笑顔で言わないでえええええ!!　ああああああ描いて描いて描いて描きまくってやるうううううう!!」

　火花を散らす勢いで、縦じゆう横おう無む尽じんに絵筆を走らせるリュクをしばし眺ながめていたグラネウスは、おもむろにゼオルディスに頼んだ。

「ゼオ、私はもう十分長く生きたと思っている。だから国王であるお前が私を処刑すると言うのなら、甘んじて受け入れよう」

　気負っている風でもなく、グラネウスは自分のことについてはさらりと話す。だがリュクについて語り出した瞬しゆん間かん、その口調は懇こん願がんに変わった。

「しかしリュクは……前途ある若者は、見み逃のがしてやってくれないか。ひとりの芸術家として、この絵を完成させてほしいし……こう言ってはなんだが、絵を描く以外に才能のないこの子を、わざわざ殺す必要はあるまい？」

　普段のリュクには本当に創作以外の才能はなく、締め切りを守ることすらできない。そのためしょっちゅうカシュヴァーンに怒られていたのだが、人生の締め切りが迫ってきたという思いが、創作魂に火を点つけたようだ。

「……いや、おっしゃるとおり俺は別に、あいつまで処刑する気はないんですけどね。経費の無む駄だですし」

　若じやつ干かん鼻はな白じろんだ様子でひとりごちたゼオルディスだったが、すぐににやりと笑って付け足した。

「ま、お望みとあらば、死刑囚しゆうと同室の縁えんもありますしご一緒に」

「ゼオ……！」

　なおも言い募つのろうとするグラネウスを無視して、ゼオルディスは描き上がっていく絵を見ながら笑う。明るく、快かい活かつに。

「しかしこれ、『家族の肖しよう像ぞう』ですよね？　当然、俺を加える気はないか。ははは、すごいな、リュクは本当に素晴らしい才能の持ち主だ。惜おしい絵師を亡なくすものです」

　次の言葉を失ったグラネウスを見やり、ゼオルディスは平然と話題を変えた。

「ところでおじさまは、何を書いていらっしゃるんです？」

　これ以上言っても無駄と悟さとったのだろう。小さなため息をついたグラネウスは、びっしりと細かな文字が書き連つらねられた原げん稿こうに眼を落とした。

「王子様とお姫様が結ばれて、ハッピーエンドを迎むかえる話だ。題名はまだ考えている最中でね」

「へえ、おじさまが書くなら王子様は怪かい物ぶつで、最後にお姫様を食べてしまうのかな？　腹の中で一緒になれて、めでたしめでたしっていう」

　実は作家であるグラネウスだが、その著ちよ作さくは大半が恐きよう怖ふ小説である。それを思えば妥だ当とうな想像だが、グラネウスは首を振った。

「いや、違う。自分を怪物だと思い込んでいた王子様が、お姫様の大きな愛情に包まれて、本当の自分に気づく話さ」

　およそ「悪食大公」の口から出たとは思えない台詞せりふに、ゼオルディスは驚いたようだ。軽く眼を見張ると、

「──王道中の王道、陳ちん腐ぷ中の陳腐ですね!!　どうしたんです、おじさまらしくない。最期の作品が、そんなつまらない話でいいんですか？」

　わざとらしい煽あおりにも、グラネウスは落ち着いた態度を崩くずさない。

「私の可愛い『娘むすめ』たちに、捧ささげたいと思ってね」

「ノーラはとにかく、アリシアがその話を喜びますかね？」

　グラネウスが『娘』と呼ぶ人物は二人。養女に迎えた元メイドのノーラと、「死神姫」の異い名みようを持ち、ゼオルディスの妃きさき候補でもあるアリシアだ。

「エルは喜んでくれるのではないかな。……かわいそうに、あの子はやはり女王の道を選んだのか。持って生まれた資質と本人の希望が合がつ致ちしないのは、やるせないものだ」

　ゼオルディスの姉であるエルティーナは、オーデル家に降こう嫁かして王女の座を捨てていた。しかし先頃、結婚を解消して王位継けい承しよう権けんを取り戻し、女王となることを宣せん言げんして公然と反旗を翻ひるがえしたばかりだ。

　退たい廃はい的てきな貴婦人姿の裏に君主の才能を隠かくし持っていた彼女であるが、『夢の王子様』という乙女おとめ向け小説の熱心な愛読者でもある。グラネウスの著作としてはかなり異色のそれは、少女のあこがれを叶かなえるためだけに創作された、男が読んでも面おも白しろくもなんともない夢物語だ。

　グラネウス自身、出版している人間に泣きつかれて仕方なく書いた話である。だが時を経へたことにより、「お話」自体に対する認識も変わりつつあるようだった。

「それに、陳腐な設定を面白く書くのが作家というものだよ。長いこと『普通』はつまらないと避さけてきたが、そのせいか『普通』のありがたみも分かるようになってきた」

「悪趣味を極きわめれば、平へい凡ぼんに意味を見み出いだすってことですか。ある意味この上ない贅ぜい沢たくかもしれませんが、俺には想像しづらい感覚ですね」

　一度気のない相あい槌づちを打ったゼオルディスの眼が、きらきらと輝かがやきだす。

「でも、おじさまのお姫様はあんな死に方をしたのに、よくそんな話を書く気になれますね。そうか、それを思えば、こいつは実に面白い趣しゆ向こうだ」

　グラネウスの「悪食大公」なる二つ名には、道楽以外にもうひとつ意味がある。娘ほども年の離れた妻の浮気に怒った彼が、彼女を殺して食べてしまったという噂うわさ話ばなしを暗示しているのだ。

　刹せつ那な、グラネウスの眼に苦い光が走った。しかし易やす々やすと挑ちよう発はつに乗るには、経験と分別と同情がありすぎた。

　だから彼は深く息を吸い、真心をこめてつぶやく。

「──お前もかわいそうに、ゼオ。哀あわれな王子様」

　全身を覆おおう包帯をさすりながらのひと言を、ゼオルディスはあっさり一いつ蹴しゆうした。

「はは、やめて下さいよ、今さら」

　一歩グラネウスに近づいたゼオルディスは、あごを引き、わざとらしい上うわ目め遣づかいで彼を見上げてみせる。

「俺のことをかわいそうだと思うなら、どうしてカーシュについたんです？　父様とイーダルにいじめられた者同士、王族の中でおじさまだけは、いつも俺に優しかった。あなただけは表立って敵に回るようなことはないだろうと、信じていたのに」

「……私も、お前の敵に回りたかった訳ではない。だがお前は、私の手も、誰だれの手も取らず」

「本当に俺はかわいそうですよ。いつもいつも、信じた相手に裏切られる」

　台詞をさえぎられたグラネウスであるが、怒り出す様子もなく、その眼にあるのは深い憐あわれみだけだ。それを見取って、ゼオルディスはくっくっと喉のどを鳴らした。

「ま、そもそも信じていなければ、裏切られるようなこともないですがねえ？」

　いつかカシュヴァーンも漏らした言葉をささやくと、ゼオルディスは突然にっこり笑ってグラネウスから離れた。明るく、快活に、その声は生き生きと弾はずむ。

「でも、喜んで下さい、おじさま。俺は父様やイーダルの望みどおりに強くなったから、今度こそ愛するお姫様を逃にがしません」

　蕩とろけるような甘い笑みに唇くちびるが緩ゆるんでいる。泣いて泣いて、いつしか泣かなくなった少年の印象をいまだ引きずっているグラネウスが初めて見る表情だった。

「今日はここに来るためにちょっとだけ眼を離しましたが、最近は朝から晩まで、ずっとずっと、ずーっと一緒なんです。おかげで俺は今、とっても幸せです」

　幸福そうなその表情を静かに観察しながら、グラネウスは淡たん々たんと指摘した。

「アリシアはカシュヴァーンを愛している。彼女がお前を振り向くことは、生しよう涯がいないだろう」

「分かっています。でも、たとえ俺のお姫様が俺を愛していなくても、俺は彼女を愛している。俺にとってはそれが一番大事なことであり、すべてです」

　顔全体をさらに歪ませるような、すさまじい笑みを浮かべてゼオルディスは言いきった。グラネウスは黙だまり込み、しばし室内には、リュクの「幼よう女じよでも人妻でもメイドでも熟女でも聖女でも女王でも女神でもなんでもいいよおおおお」という絶ぜつ叫きようだけが響ひびき渡る。

「妻に愛されずにいたおじさまなら、分かるでしょう？　では、俺はこれにて失礼いたします。少なくともあと一回は会えると思いますので、できればその時までにすてきな『お話』を完成させておいて下さいね」

　最後に改めてグラネウスの全身を見回し、含み笑いを浮かべた。

「そのお衣い装しようも、俺への精せい一いつ杯ぱいの訴うつたえだと言いたいんでしょう？　残念ですよ、けなげなおじさま。いっそあなたが、俺のお姫様ならよかったのに」

　気取った一礼を残し、ゼオルディスは去っていく。「この際女装したルアークでもいいよおおおおおお」というリュクの絶叫が響き渡る中、グラネウスは眼を閉じて祈いのった。

「神よ、聖女よ、死神姫よ……願わくば、彼らを救いたまえ」

　覚かく悟ごを決めたその唇は、「我らを」とは祈らなかった。




















第一章　通じない






　シルディーン王国中央部、始し祖そ王おうエルナンドの名を授さずかったエルナンド地方。

　王女エルティーナの名の由ゆ来らいでもあるこの土地は、国教〈翼つばさの祈いのり〉の教えにより忌いまれる海と全く接していない。代わりに始祖王と同じく聖女アーシェルに陰かげながら賛同していたという、名門地ち方ほう伯はくたちの領地に四方を取り囲まれている。

　国王のいますシルディーン王宮ともなれば、なおさらだ。なだらかな丘を左右に従えた白はく亜あの城は、広々とした草原のまっただ中。水源地である川や泉などは点在しているが、人の眼に見える範はん囲いに海はない。

　ここは、神と聖女に寿ことほがれた聖地なのだ。

「とはいえ、最高位の地方伯である、スタンバール家のイーダルは裏切ったけどなあ、あははははは!!」

　賛同しづらい軽口を叩たたきながら、さかんに葡ぶ萄どう酒しゆの杯さかずきを重ねているのは国王ゼオルディス・フィラル・ド・シルディーンである。黒くろ髪かみに黒い瞳ひとみの、よく見れば整った顔をした青年なのだが、右眼の上を縦断した傷の印象が強すぎる。

　今やエルナンド地方でも高まりつつある反王家の気運などどこへやら、明るい笑顔には悲ひ愴そう感かんなど全くない。今夜も王宮二階の「光の翼の間」で、夜会とも言えない下品などんちゃん騒さわぎを繰くり広げていた。

「ああ、これで今日も、一千万ゼダルは軽く消費されているわね……」

　長なが椅い子すにだらしなく寝そべったゼオルディスの横に座り、もったいない、とつぶやくのは、愛らしい薄うす桃もも色いろのドレスに身を包んだ亜あ麻ま色いろの髪の少女だ。先の夫を殺したとの逸いつ話わから、「死神姫」なる不吉なあだ名で有名なアリシア・フェイトリンである。

　だが散々噂うわさされているような恐おそろしい怪物でもなければ、月より妖あやしい美少女という訳でもない。少ない特とく徴ちようのひとつだった眼鏡めがねさえ奪うばわれた現在、その存在は限りなく地味に見える。

　しかし彼女の細い首には、血のように紅あかい革かわ製せいの首輪がはめられている。そこから伸びた黄金の鎖くさりは、右手で酒しゆ杯はいをもてあそぶゼオルディスの左手にしっかりと握にぎられていた。

　少なくともシルディーン王宮の中では、アリシアは「死神姫」どころか、〈翼の祈り〉の始祖でもある聖女アーシェル。

　その上懐かい妊にんしたまま「不ふ慮りよの事故」で亡なくなった前王おう妃ひミューゼに代わって、国王の愛を一心に受ける寵ちよう姫きとして認識されていた。

　いずれアリシアが正せい妃ひとなることは、誰だれの眼にも明らか。没ぼつ落らくした地方伯の子女の身でありながら、女性としての最上の幸福を摑つかもうとしている彼女を羨うらやむ乙女おとめも多いだろう。『夢の王子様』にさえ、こんなべたべたな展開は出てこない。

　だがアリシア自身の認識は違う。ゼオルディスの寵姫となることなど望んでいなかったし、何より自分はまだアリシア・ライセン〈強きよう〉公こう爵しやく夫人だと思っている。

「どうした、アリシア？　浮かない顔だな」

　酒気にとろりと潤うるんだ眼をしたゼオルディスが、不意に声をかけてきた。答えが遅おくれるといきなり強く鎖を引かれ、首を絞しめられることがあるので、アリシアは急いで応じた。

「いえ、なんでもありませんの、ええと……、ゼオ様」

　愛称で呼びかけるように注意しながら、アリシアは気き遣づかわしげな声を出した。

「少しお酒を飲みすぎではないですか？　それにその葡萄酒は、レイデン地方産の最上級のものでしょう？　少し割って飲んだほうが、お体にもお財さい布ふにも優しいですわ」

「アリシア、そっちには緞どん帳ちようしかないぞ。それで酒の産地は当てるのだから、大したものだがなあ。さすが俺のお姫様」

　眼鏡をかけてなお怪あやしい視力しかないアリシアから、眼鏡を奪ったのはゼオルディスだ。アリシアの今さらの発言を怒ることもなく、金が絡からむと発はつ揮きされる勘かんの良さを褒ほめ、ついでにこんなことまで言い出した。

「俺の体と財布の心配をしてくれるとは、お前は本当に優しくてまあまあ可愛かわいいな。よしよし、結婚してやろう」

「嫌いやですし無理です。だって私は、カシュヴァーン様の妻ですから」

　再三繰り返された求婚を、今夜もアリシアはきっぱりと撥はねつける。

　反逆の罪を着せられ、すべてを奪われて追放された「アズベルグの暴君」カシュヴァーン・ライセン強公爵。彼だけが、アリシアの夫だ。

「ははは、またふられたー!!」

　なぜか嬉うれしそうに笑ったゼオルディスが空からの酒杯を突き出せば、自称錬れん金きん術じゆつ師しがなみなみと高級な酒を注そそぐ。

「これはいい酒を浴あびるように飲まないと、やってられんな！　ははははは!!」

　前王暗殺の罪により処分された前ぜん宰さい相しようイーダルは、礼れい儀ぎ作法にやかましい老人だった。彼が生きていれば、いきなり酒杯を取り上げるか、そもそもこのような宴うたげ自体が開かれなかったに違ちがいない。

　だが今のゼオルディスの周りには、彼を制止する者などいない。自称占い師だの通称魔法使いだのといった面々は、「誠に誠に」「そうですね！」などと実のない相あい槌づちを打ちながら、国王と一緒に美酒で喉のどを潤うるおすのに忙いそがしい。

　これはもう、止めても無む駄だだ。私も酔よいそうだわ、と酒の匂においにくらくらしながら顔を背そむけたアリシアは、ふとかたわらの少女が厳しい表情をしていることに気づいた。

「レネ、どうしたの？」

「……いえ」

　白い短髪、光を受けると赤く光る眼、筋肉と化した真っ平らな胸。一見紺こんのお仕着せに身を包んだ従じゆう僕ぼくの少年にしか見えないが、実は傭よう兵へいの少女であるレネは、にぎやかな輪を外はずれた位置にいるひとりの男を見ている。

「あそこの使用人が、酒杯を懐ふところに入れたのです」

「……また？」

　アリシアはかすかに眉まゆ根ねを寄せた。

「まあ、ひとつ二万ゼダルは下らないものね。私だって、いただける物ならいただきたいけど……」

　実はアリシア自身も、数度そういった光景を目もく撃げきしたことがある。最初は見間違いかと思ったが、元暗殺者集団〈玩具おもちやの兵隊〉の一員であり、常人ならざる察知能力を持つレネが現場を押さえたこともあった。

　しかし、いざ盗人ぬすつとをゼオルディスに突き出しても、その対応は呆あきれるほどにいいかげんだ。あっさり無罪放免にするかと思えば、逆にその場で鞭むち打うちなどのひどい刑けい罰ばつを与えたりする。

　被害額には無関係の、非常に場当たり的な対応が繰り返されるため、アリシアもレネも次し第だいに口をつぐむようになったのだ。

「でも、物を盗とるような真ま似ねをしても、王宮にとどまっているだけましなのかしら？　人も、どんどん減っているわね」

　イーダルが、そして彼に暗殺されたという前国王ランドレイが望んでいたとおり、ゼオルディスは王家と地方伯至上主義を貫つらぬいている。しかしその地方伯たちですら、続々と王城から逃にげ出していることは周知の事実だ。

　残っているのはゼオルディスの浪ろう費ひに便乗したい者か、盗人まがいの連中がほとんど。何代にもわたって王家に仕つかえているような使用人は多少残っているが、彼らがここを去るのも……見捨てるのも、時間の問題だろう。

「ええ、ですからアリシア様、どうぞ私の側そばを離れないで下さい。兵士の数も減っておりますし、兵士から盗人や、もっとひどい犯罪者に鞍くら替がえした者も多いようです」

　かすかに眉をひそめたレネと話し合っていたアリシアの手に、不意に誰かが触ふれた。

「大丈夫だよ、アリシア」

　驚いて振り向けば、酒臭くさい息を吐はいているゼオルディスだった。かなり酔いが回っているらしく、大たい儀ぎそうに上体を起こすと、アリシアの小さな白い手の甲にそっと口づけを落とす。

「心配するな、俺のお姫様。俺がずっと側にいて、大切に大切に、守ってやるから」

　誰に対してもどこか人を食った、意地の悪い対応をするゼオルディスだ。出会った時からアリシアに興味を示していたものの、突き放したりからかったりと、くるくる態度を変えるのは他の人間相手にするのと同じだった。

　しかし先日、アリシアが王宮からの逃とう亡ぼうを試こころみて失敗し、追いかけてきたゼオルディスの手を逃のがれるために命を賭とした……あれ以来、彼の態度は様変わりしていた。

　甘い言葉、優しいささやき。片時もアリシアを離そうとせず、「俺のお姫様」「好きだ」「結婚してくれ」と真ま面じ目めな口調で繰り返す。

　そのくせ眼鏡を奪い、首輪をつけて、ちょっと油断しているといきなり首輪に繫つながった鎖を引く。順じゆん応のう性せいだけは高いアリシアも、徐々に瘦やせ始めてしまっているほどだ。

「……いいえ、お気き遣づかいなく。私のことは、レネが守ってくれますから」

　戦せん闘とう能力のなさを自覚しているアリシアは、堂々とレネを当てにした。ゼオルディスは楽しそうに笑いながら立ち上がる。

「はは、そのレネの雇やとい主ぬしは俺なんだけどなあ」

　自分の上司であり想い人であるバルロイ・レクサンドールを助けてくれるかもしれない、などという非常に曖あい昧まいな理由でシルディーン王城に来たレネである。もっともカシュヴァーン同様バルロイの行方ゆくえも杳ようとして知れない今、レネがアリシアの側に残っているのは彼女の友人だからだ。

「だが、確かに今はレネが必要なようだ。ちょっと飲みすぎたので、悪いが用を足してくる。レネ、それにジス義に兄い様さま、申し訳ないですが少しだけアリシアを頼みます」

　にっこり笑ってゼオルディスが呼ぶ「ジス義兄様」、長椅子の脇わきに立って遠くを見ていたジスカルド・オーデルがはっと我われに返った。豪ごう奢しやな金きん髪ぱつに縁ふち取どられた華はなやかな美び貌ぼうの青年は、最近このようにぼんやりしていることが多い。

「……は、はい、陛へい下か」

　宰相でもあるジスカルドの返事にひとつうなずき、ゼオルディスが室外に向かって歩き出す。と、彼の軽い目め配くばせに合わせ、肌はだも露あらわな自称占い師の女性がすっと寄り添そってきた。

「あら？」

　不思議に思い、アリシアは癖くせで眼鏡の縁を直そうとして空から振ぶりした。

「その方もお手洗いに？　そもそも、お手洗いはそちらだったかしら……？」

　眼鏡がないと本当に何も見えないわ、とつぶやくアリシアに、ゼオルディスが振り返ってにやっと笑う。

「ちゃんと『好きだ』と言ってもらえる前に手を出すと、レネに怒られるものな？　だからちょっと彼女に付き合ってもらって、用を足してくるのさ」

「？　ええ、どうぞ」

　いぶかりながらもうなずくと、ゼオルディスは「初夜はもうすませたはずだよな？　カーシュの苦労が眼に浮かぶようだ」とにやにやしながら去っていった。







　休きゆう憩けい用ようの小部屋のほうに消えていった二人を見送りながら、アリシアは不安を口に出した。

「もしかしてゼオ様、今後はお手洗いにまで付き合え、とおっしゃるんじゃ……」

「ご心配なく、その前に出るものも出ない体にして差し上げます」

　ナイフと殺気をちらつかせながらレネが応じると、ジスカルドがためらいがちに声をかけてきた。

「アリシア様、失礼いたします」

　ゼオルディスが残していった金の鎖が、かすかな金属音を立てる。遠えん慮りよがちなしぐさで鎖の端はしを握ったジスカルドを、アリシアはもっと不安そうに見上げた。

「大丈夫ですか？　お顔の色が、あまり」

　今のアリシアの眼にも分かるほど、ジスカルドの顔色は青い。重なる疲ひ労ろうと心労、それに睡すい眠みん不足のためだろう。

「……まあ、なんとか」

　いつでもアリシアといたい、ということを理由に、今やゼオルディスは完全に政務を放り出している。

　己おのれが王位に就つくことさえ視野に入れていた、野心家のジスカルドだ。実権を握る好機ではないか、と思われるが、国内ががたがたの状況ではそうも言っていられないのだろう。

　──ジスは本当に国を愛しているのよ。

　いつかこの王宮で、元オーデル侯こう爵しやく夫人が漏もらした切なげなつぶやきが、脳のう裏りをかすめた。

「それより、少しお時間をいただけないですか、アリシア様。あなたにお聞きしたいことがあります」

　不意に身を屈かがめたジスカルドにそんなことを言われ、アリシアは小首を傾かしげる。

「え？　はい、よろしいですけど」

　いちいち断っていただかなくても大丈夫だけど、と思いながらうなずけば、ジスカルドは憂ゆう鬱うつそうな眼で周囲を一いち瞥べつした。

「ここは騒がしい。おまけに酒臭すぎる。あちらの露ろ台だいで、いかがです」

　広間の外に張り出した露台のひとつをジスカルドが指し示した。秋も深まってきたせいか、厚い緞帳で閉め切られたそこは、密談にはうってつけだろう。

「ええ……、あら、レネ？」

　言われたとおりに立ち上がろうとしたアリシアだが、次の瞬しゆん間かん、銀の光が視界を過よぎる。

　音もなくナイフを取り出したレネが、ジスカルドにその切っ先を向けたのだ。

「ここではできない話ですか。いつ陛下がお戻りになるか分からないのに、アリシア様を連れて二人きりになるおつもりで？」

「レネ。この私が、アリシア様に手を出すほど女性に不自由しているように見えるか？」

　ナイフよりも鋭するどい瞳にひたと見み据すえられても、ジスカルドは動じなかった。腐くさっても、カシュヴァーンやバルロイが危険視してきた男である。

「いえ、まだそこまででは」

　だが、アリシアと同じぐらい正直者のレネの答えには、苦いため息をついた。

「……不自由しているようには、見えているのだな」

　同性の嫉しつ妬とを買うほどに整った、非の打ち所がない「王子様」然とした美貌を誇ほこるジスカルドだが、今の彼はいささか面おもやつれしている。普段のような魅み力りよくが感じられないのは事実だった。

「不自由というより、お疲れのようには見えますわ。個人的には、凄すご味みがあってよろしいと思いますけど……ちゃんと、休んでいらっしゃいます？」

　安く手に入るから、という理由で恐きよう怖ふ小説を読み続けるうちに、すっかりその手の話が大好きになったアリシアである。普段の貴公子然としたジスカルドよりも今のほうが好ましくはあるが、体調を崩くずしてほしい訳ではない。

「生あい憎にくと、陛下があの調子なので、仕事が増える一方でしてね。ですが、少し話す時間ぐらいならあるでしょう。いいから、来て下さい」

　表面上は紳しん士し的てきな振る舞いを忘れないジスカルドにしては、余裕のない物言いである。彼にまで首輪を引っ張られてはたまらないので、アリシアはレネを伴ともなって歩き出した。







　ジスカルドに促うながされるまま露台に出た途と端たん、アリシアは既き視し感かんを覚えた。冷たい秋風に乱された髪を押さえつつ考えて、すぐに思い出す。

「あら、ここは確か……以前、マーベル卿きようと」

　フロリアン・マーベル。ゼオルディスの数少ない「友達」であり、近きん侍じであり、彼のもうひとりの義あ兄にだった美青年。

　以前この「光の翼の間」で怪かい奇き仮か装そう舞ぶ踏とう会かいが催もよおされた際、おとぎ話に出てくるような「妖よう精せいの王子」の格かつ好こうをしたフロリアンとここで会ったのだ。

「オーデル侯爵様なら、あのお衣い装しようも似合いそうよね……」

　南国風の蝶ちようの羽を背負い、真っ青な上着にふくらんだ真っ赤なズボンに真っ白いタイツを無理やり着せられたフロリアンは、人目を避さけてここに隠かくれていた。だがジスカルドなら、堂々と着こなせるのではないだろうか。

「……くしゅっ」

　脳内で勝手に着せ替えを楽しんでいたアリシアがはっと我に返ったのは、寒くなってきたからだ。いずこからかレネが持ってきてくれた肩かた掛かけを羽は織おっている間も、ジスカルドは何も言わない。

　正確には、何度か言いかけては言葉を飲み込んでいる様子だった。

　用足し程度なら、ゼオルディスはすぐに戻ってくるだろう。強制的に引っ張ってきておいて、いざとなったらだんまりというのも、ジスカルドらしくない。

「あの、ところで、私にお聞きになりたいこととはなんですか？」

　珍めずらしいアリシアからの催さい促そくに、ついに心を決めたようだ。若じやつ干かん視線を逸そらしながらも、ジスカルドがやっと口火を切った。

「──ふ、夫婦の愛とは、なんでしょうか」

「え？」

　想定外の質問に、アリシアはきょとんとしてしまう。するとジスカルドは、以前のフロリアンのように目元を薄赤く染そめた。

「あ……いえ、その」

　束つかの間まの逡しゆん巡じゆんを見せたものの、今さら恥はじ入っても仕方がないと思ったのだろう。居直ったように話し始めた。

「……アリシア様は、ライセンの生存をいまだに信じていらっしゃるとか」

「──もちろんです。エリクス様も、たぶんそうだとおっしゃいましたし」

　エリクス・バスツール。ジスカルドの手て駒ごまを務つとめたこともあった彼の名を呼ぶと、少し口の中が苦くなった。

　けれどゼオルディスもいない今、鎖を引かれる恐怖を覚えずに最愛の夫の名を呼べば、体が芯しんから熱を持ってくる。諦あきらめない、そう思える。

「カシュヴァーン様は、ちょっと追放されたぐらいで……その、水みな底そこの国に向かわれるような、やわな方ではありませんもの。レクサンドール子し爵しやく様と一緒に、必ず私たちを助けに来て下さいます」

「……ええ、そうです」

　それまで傍ぼう観かん者しやに徹てつしていたレネも、わずかに恋する乙女の表情を覗のぞかせてうなずいた。愛する男への信頼を貫かんとする少女たちから、ジスカルドはまぶしいものを避けるしぐさで眼を逸らす。

「ライセンのことを、信じて……愛して、いらっしゃるのですね。これだけ長い間離れていても、顔さえ見えなくても……」

「だって私、お側にいらしても、よくお顔が見えませんでしたし」

「……それもそうでしたね……」

　いささか鼻はな白じろんだ様子でジスカルドがうなずくが、うっとりとのろけだしたアリシアは全く気にしない。

「そ、それに、カシュヴァーン様ったら、最近とってもかっこよくおなりになって……、きらきらしてまぶしくて、眼を開けられないぐらいかっこいいんですもの……」

　レネまで「バルロイ様の渋しぶさは他の追つい随ずいを許しません」と言いだしたが、ジスカルドは「まあ、人の好みはそれぞれですから」と適当にまとめて話を変えた。

「それに引き替え、エルティーナ様はすぐ側にいた私に何も言わず、あのような行動をお取りになった……」

　深いため息に乗せてうめいたジスカルドの眼が、やっとまともにアリシアに向けられた。ようやく本題に入る準備が整ったようだ。

「いろいろと考えてみましたが、どうしても分からない。正直、あなたに教えを請こうなど、馬ば鹿かげ……いやその、申し訳ないのですが、意見をお聞かせ願えませんか。エルティーナ様はどうして、あんなことをされたのだとお思いですか？」

「あんなこと？　ああ」

　どうやらジスカルドは、ひどく真面目な相談をしているようなのだ。前提条件がずれては、答えが変わってしまう。ちゃんと確認しなければ。

「エルティーナ様が、王女の夫としては不足だったということを理由にあなたとの結婚を無効にして、女王になると宣言されたことですか？」

　エルティーナは望んでジスカルドに降こう嫁かし、王女の座を捨てていた。だが弟ゼオルディスの振る舞い、ならびに彼を掣せい肘ちゆうできないでいる夫にも耐たえかねて、結婚無効を宣言。女王となる旨むねを堂々と告げて、去っていった。

「──!!　……そ、そうです」

　見えない矢でも受けたかのように、若干動どう揺ようしながらジスカルドがうなずいた。確認が取れたアリシアは、「い、言いにくいことをはっきりと……ライセンはなぜこんな女がいいのか……」とのぼやきを無視して考えを巡めぐらせる。

　確かにオーデル侯爵夫妻は、ゼオルディスの要よう請せいでずっとシルディーン王宮にいた。

　だが体が同じ場所にあるからといって、魂たましいまでも同じ場所に在あるとは限らない。追放された夫を想い続けるアリシアや、兄への禁じられた恋を胸に秘めていたミューゼが、ゼオルディスを拒こばんできたように。

「オーデル侯爵様は、本当にエルティーナ様の側にいらっしゃいました？」

「は？」

　謎なぞかけめいた言葉に、今度はジスカルドが驚く番だった。だが明らかに説明を欲している彼の表情など、眼鏡さえないアリシアに読めるはずがない。

「朝起きて、ご挨あい拶さつをして、一緒にお食事をとっていらっしゃいましたか？」

「は、まあ、たまには」

「お茶は？　夕食は」

「それも、たまには」

　自分から持ちかけた相談であるがゆえか、矢や継つぎ早ばやに繰り出される質問に、ジスカルドはいちいち真面目に答えてくれる。

「……夜は？」

　より際きわどい質問にも、言葉を濁にごしながらも答えてくれた。

「いえ、私もあの方も、互いに忙しい身ですし……それぞれに、付き合いもありますし」

　ジスカルドもエルティーナも、華やかな美貌と高貴な生まれに恵まれた美男美女だ。彼らとの縁を求める人間は星の数ほどおり、二人ともに愛人作りで忙しいとの噂は絶たえなかった。

「他の女性と、夜を過ごしていらしたの？」

「……お変わりなくて何よりですが……まあ、平たく言えば、そうですね」

　少しは言葉を濁せ、と匂わせながらも、ジスカルドがうなずいた。しかし、そろそろ質問責めに我が慢まんできなくなってきたようである。

「それがなんだというのです？　ライセンが夫馬鹿、いえ愛妻家であることは承しよう知ちしておりますが、置かれている立場が違う。辺境の領主と違って、中央の貴族は社交が非常に重要な仕事なのです」

　責められている雰ふん囲い気きを感じ取ったのだろう。だが咎とがめられるいわれはないと、ジスカルドが思っていることは明らかだった。

「エルティーナ様だって、実にお上手に多くの男と付き合っていらっしゃった。あなたの夫に、ちょっかいをかけたことさえあったじゃないですか」

　昔話を持ち出して、露ろ骨こつな嫌いや味みまで口にした。だがアリシアは動じずに、飾かざり気けのない言葉をまっすぐに返す。

「でもエルティーナ様は、オーデル侯爵様のことを一番愛していらっしゃいました」

　瞬間、ジスカルドが黙だまった。

　しかし彼は、アリシアに嫌味で反はん撃げきされたと勘かん違ちがいした様子だ。義務的に握った鎖を不ふ愉ゆ快かいそうに見み下おろして、

「──それほどまでに愛されているとは、気づきませんでした。愛いとしい者の自尊心をずたずたに切り裂さいて楽しむとは、なんとも凄せい絶ぜつな遊ゆう技ぎ。首輪ごときで尻しり込ごみする私などには、とてもついていけません」

　多くの女性と浮き名を流すジスカルドであるが、性せい癖へきは至って普通。お前たちと一緒にするな、と言いたげだ。

「私だって、ゼオ様に首輪をつけられても、ちっとも嬉しくありませんわ。首輪自体にはもう慣れましたけど」

　ジスカルドはいまだ嫌そうな顔をするが、限りなく順応性の高いアリシアである。首輪をつけられ引き回されることにも慣れたが、それ自体が楽しいとは思わない。

　けれど、相手が違えば別だ。

「でも、カシュヴァーン様に首輪をつけられて、いつでも一緒にいるように言われたら……きっと、嬉しかったと思います。実際何度か、そのようなことを言われたこともありますし」

　新しん婚こん当時、ノーラの手引きで勝手な行動をしたアリシアに対し、カシュヴァーンが「首輪をつけるか、足を斬きらねばならない」と脅おどしたことも今では笑い話である。しかし今ならば、さすがに足を斬られるのは困るとしても、首輪ぐらいなら余裕で許容できる。

「……な、なんの告白を始めたのですか、あなたは」

　結婚首輪を贈おくられる場面を想像し、ぽっと頰ほおを染めたアリシアから、ジスカルドが怖おぞ気けを震ふるうように身を引いた。握った鎖を取り落としかけた彼に、アリシアはさらに過激な告白を続ける。

「もしくは、カシュヴァーン様ご自身が首輪をつけられて、そこから伸びた鎖の一端を常に握っているように言われても……嬉しいです」

「私も、バルロイ様にそう言われたらと思うと……昂たかぶります」

「おいレネ、お前まで何を言い出すんだ!?」

　取り乱すジスカルドに、アリシアはおもむろに尋たずねた。

「本当に愛し合っているのなら、首輪をつけて連れ回されても嬉しいのではないかと思います。オーデル侯爵様は、エルティーナ様に首輪をつけて、いつも一緒にいたいと思ったことはありませんか？」

「お、思うはずがないでしょうが、あなた方のような変態夫婦と一緒にしないで下さい!!」

　ひっくり返った声で反論するジスカルドをちらと見て、レネが進言した。

「アリシア様、恐れながら……この手の男性は、案外首輪をつけられることを望んでいるのだと、以前バルロイ様が」

「ああああああの下げ種すめ、なんて話をしているんだッ!?」

　元からバルロイ、および彼らラグラドール人全体を嫌きらうジスカルドだ。屈くつ辱じよくに顔を真っ赤にしているのを見て、アリシアも話が逸れたと反省した。

「ええと、楽しい話題でちょっぴり脱だつ線せんしてしまいましたので、お話を戻しますわね。エルティーナ様は、望んであなたの自尊心を傷つけた訳ではないと思いますの」

〈汚お泥でいの民〉め、とラグラドール人を指す醜しゆう悪あくな差別用語さえ口にして怒っていたジスカルドの表情がぴくりと動いた。

「オーデル侯爵様は、とってもおもてになるようですけど、本当は女性自身にはあまり興味がないのでしょう？　ジスは国を愛してるって、以前エルティーナ様がおっしゃっていました」

「……国は愛しておりますよ、もちろん。でなければ、あんな国王……いや」

　危険な発言をしかけ、慌あわてて口をつぐんだジスカルドに、アリシアは沈しずんだ声で告げた。

「でも、エルティーナ様も、国を愛しておられて……だから、国王陛下のなさりようを、放っておけなかったのだと思います。たぶん、オーデル侯爵様、あなたのことも」

「ますます分かりませんね。妻の愚おろかな行為のために、夫が責任を取らされる可能性には思い至らなかったと？　あの方は、そこまで愚かではありますまい」

　鼻を鳴らすジスカルドに、アリシアは考え考え言った。

「だから……離り縁えん、されたのかもしれません。あなたを、ご自分の決断に巻き込まないように……」

「……あの国王陛下が、私だけ見逃してくれるはずがないでしょう、馬鹿馬鹿しい」

　そっぽを向いて、ジスカルドが吐き捨てる。

『俺はいつまで、あなたを義兄様と呼ぶべきですかね？』

　折りに触ふれゼオルディスがそう繰り返すために、ジスカルドは必死になって働かざるを得ないのだ。──反逆者の元夫として、いつ処断されてもおかしくない身の上なのである。

　もどかしいわ、とアリシアはやきもきしてしまう。すでにジスカルドの質問には答えたつもりなのに、彼は一向に理解した様子がない。

　きっとこういう態度を前に、エルティーナも諦めてしまったのだろう。王様指向の王子様の考え方は非常に画かく一いつ的てきで、自分の想像の範囲内の答えでないとちゃんと受け取ってくれないのだ。首輪をはめ合うような形の夫婦愛を、一刀両断したように。

　──でも、「夫婦の愛」について、このジスカルドが自みずから質問してきてくれたのだ。ここでアリシアまで諦めてしまっては、エルティーナの一いち途ずな想いは永遠に届かない。

「このままでは、シルディーンはだめになります」

　考えた末、いきなりそう言い出したアリシアにジスカルドが気け色しきばんだ。

「馬鹿なことをおっしゃるな、誰が聞いているか分からないのですよ!?」

「では、オーデル侯爵様。このままでは、あなたがだめになります。……あまり寝ていらっしゃらないのでしょう？　最近いつも、私以上にぼんやりなさっているわ」

　虚きよを衝つかれ、ジスカルドはふてくされたように顔を背ける。顔の角度が変わったことにより、男らしさと美しさが同居した理想的な首筋がよく分かった。

「……アリシア様にも、ぼんやりしている自覚はあったのですね。私が思っているよりは、あなたは賢かしこい方のようだ」

　この方の首輪だったら、瞳に合わせた青か、エルティーナ様の眼の色と同じ紫むらさきかしら……と一瞬妄もう想そうしたアリシアだが、今度は脱線しない。

「私には、ぼんやりしてしまうほど荒すさんだあなたのほうが好ましいですけど……エルティーナ様は、違うと思います。これ以上今の状況が続けば、共倒れになるだけ。ならばいっそ、思い切った手を打つべきだと考えられたのではないでしょうか。たとえ、愛する夫に恨うらまれたとしても」

「……馬鹿な。何を証しよう拠こに」

　またほんの少しだけ、ジスカルドの表情が動く。いつもの貴公子然とした余裕が失われていくにつれ、じりじりと彼の理解が進み始めていることをアリシアは感じ取った。

「私には、政治のことはよく分かりませんの。女王としての正規の教育を受けたエルティーナ様のご決断については、これ以上申し上げられることはありません」

　そう前置きしてから、きっぱりと断言した。

「ですけど、同じ読書好きの文通相手として、人妻の後こう輩はいとしてなら言えます。あの方は、いつもオーデル侯爵様に恋していらっしゃいましたわ」

「……あなたへの手紙にはいつも、つまらない愚ぐ痴ちか、本のことか、あなた方夫婦へのふざけた恋愛指南ばかりでしたが？　それと、私はこっちです」

　妻たちの手紙を検けん閲えつしていたジスカルドは、そこまで言ってからしまった、という顔をした。紳士を気取る身としては、貴婦人たちの交友に不作法にも首を突っ込んでいると公言するのはまずい。

　もちろんアリシアは、今さらそんなことは気にしない。露台の向こうに生はえている木に向かって、真面目な顔で訴うつたえる。

「でも、お会いするといつもあなたのことばかり。私たち夫婦のことが羨ましいって、オーデル侯爵様が『夢の王子様』のジラルディン王子のような方ではなくても……あなたのお顔が、好きだって」

「顔!?」

　すっとんきょうな声を上げたジスカルドに、アリシアは急いで付け加えた。

「あ、しょうもない性格もお好きだそうです。あとお酒が飲めないところも可愛いって」

「ほぼ悪口を言われている気しかしませんが!?」

「あら、オーデル侯爵様は、お顔だけなら抜ばつ群ぐんにお美しいではないですか。まあ、カ、カーシュ様のほうがかっこいいですけど……」

「いえ、バルロイ様のほうがかっこいいです」

「レネ、お前はちょっと黙っていろ！　話がややこしくなる!!」

　怒ど鳴なりつけるジスカルドの青白かった頰が、怒気のために薄赤く染まっている。すっかり元気になった彼の声を聞き分けて、アリシアはようやくまともにジスカルドを見た。

「エルティーナ様は、オーデル侯爵様が国を愛している、その百分の一でいいから私のことも愛してほしいとも……おっしゃっていました」

　──ジスは本当に国を愛しているのよ。その百分の一でいいから、私のことも愛してくれればいいのにね。

　鈍にぶさに定評があるアリシアの胸さえも、ぎゅっと締めつけられるような切ない声だった。

「あの方は本当に、あなたのことが好きなんです。愛しているんです。カシュヴァーン様に、その、ちょっかいをかけたのだって……オーデル侯爵様が無視できないような男性とお付き合いすれば、あなたが嫉妬して下さるのではと期待されたからです」

　途端に、ジスカルドが動きを止めた。言いつけどおりレネも黙ったので、かすかな秋風の音だけがあたりに響ひびく。

「……馬鹿な。あの方がそんな、小こ娘むすめのような底の浅い駆かけ引きをするはずが……それでは、すっかり夫馬鹿に成り下がったあのライセンのようではないですか」

　よほど動揺しているのか、思いきり失礼な言葉にもアリシアは微笑ほほえみながら首を振る。

「恋をすると、みんな眼とか頭とか、いろいろなものが悪くなるんですって。わ、私も、カシュヴァーン様のことを『特別』に好きになってから、あの方を直視できないほどさらに眼が悪くなりましたし……エルティーナ様だって、あなたのことを話す時は、ええと、おっしゃるとおりとっても小娘のようで、頭が悪そうでした」

　自分のことを顧かえりみないと分かっている、性しよう悪わる王子様。ジスカルドの一挙一動に振り回され、そのたびにはしゃいだり落ち込んだりするエルティーナは愚かで哀あわれな、可愛いお姫様だった。

「愛、している？」

　初めて聞く言葉のように、ジスカルドが辿たど々たどしく復唱する。

「エルティーナ様が、私を、愛している……？」

　疲労、嫌味、怒いかりとめまぐるしく表情を変えていたジスカルドの表情は、いつしか困こん惑わくへと変わっていた。
















「そうです」

　アリシアも、しっかりとうなずいてみせる。

「エルティーナ様は、あなたのこともシルディーンのことも好きなんです。愛しているんです。これだけは、私にも胸を張って断言できます」

　レネよりまし、程度の胸を張ってアリシアが言いきる。と、おとなしくしていたレネが鋭い声を発した。

「！　いけない」

　顔を合わせればバルロイに求婚し、「参考になります」と言いながらライセン夫妻のいちゃいちゃぶりを熱心に観察していたレネだ。新たな参考資料に注意を傾かたむけすぎていたせいか、反応が遅れた。

「おいおい、やめてくれよアリシア！　まさかお前まで、ここから飛び降りる気じゃないだろうな？」

　緞帳を派手にまくり上げ、ゼオルディスが露台にやって来たのだ。







　派手に酒杯を重ねていたゼオルディスである。レネまで眉をひそめるほど酒臭かったが、その眼は非常に冷静で、冷れい徹てつだった。

「おや、義兄様。おかしいですね、ジス義兄様には、アリシアを見張っていて下さるようにお願いしましたのに」

「へ、陛下……」

　ぎくりと身を硬かたくしたジスカルドを、ゼオルディスが、そして彼の背後に付き従っている金髪の青年がじっと見ている。

　マーベリック・クリストン。ゼオルディスの「友達」であり、彼の数少ない側そつ近きんである青年だ。

　名門貴族の子し息そくであり、容姿も能力も平均以上のものを持っているはずのマーベリックである。だが個性豊かな面々、特にゼオルディスと比べると、その真面目さが悪いほうに作用する。地味で小粒な印象が拭ぬぐえないのだ。

　ただしジスカルド同様、人の数が減るにつれ残った者に重くのしかかる仕事量のせいか、彼の眼はひどく暗かった。それが皮肉にも、今のマーベリックを印象的にしていた。

「私は……、その」

　追い詰つめられた表情になったジスカルドが、緊きん張ちようのためか反射的に手の中の鎖を引く。

「……オーデル侯爵様がお酒で体調を崩されたので、風に当たりに来たんです！」

　危あやうく首を絞められそうになりながら、アリシアは適当な噓うそをついた。真実を明かせば、ゼオルディスがジスカルドに首輪をつけかねない。

「はは、アリシアにしてはまともな噓だな。まあいいだろう。失礼、義兄様？」

　顔面蒼そう白はくのジスカルドから鎖を取り返したゼオルディスは、しげしげとアリシアを見つめてから安心したように微笑む。

「まずないとは思っていたが、義兄様に何かされたようでもないし、安心した」

「わ、私に手を出すほど、女性に不自由はしていらっしゃらないそうですから……」

　一応ジスカルドを庇かばうつもりだったのだが、逆効果だったようである。

「へえ？　さすが義兄様、妻には不自由していらっしゃるようなのになあ」

　当てこすりに顔を歪めるジスカルドを見て、ゼオルディスは笑った。明るく、快活に。

「さあ、宴えん席せきもそろそろお開きだ。これ以上体を冷やす前に、部屋に戻ろう。行くぞ、アリシア、レネ」

　ジスカルドを置き去りに、ゼオルディスが歩き出す。鎖に繫がれたアリシアは従わない訳にはいかず、アリシアが動けばレネも動く。

　だが、同じく歩き出そうとしたマーベリックを、ゼオルディスが軽く手で払うようなしぐさをした。

「お前は呼んでいないだろう？　マーベリック。ジス義兄様と一緒に、お客様方の相手をしていろ」

「!?　わ、私が、こちらに、案内……ッ」

　功を主張するマーベリックをゼオルディスは無視し、二人の様子をジスカルドが無言で観察していた。







　主しゆ賓ひんが退出したにもかかわらず、「光の翼の間」ではいまだ景気のいい酒宴が繰り広げられている。

　次第に遠くなっていく声を聞きながら、アリシアはゼオルディスについておそるおそる薄暗い王宮の通路を歩く。今や蠟ろう燭そくさえ足りないのか、安い獣じゆう油ゆが燃える独特の臭いがやけに鼻についた。

「クリストン卿、おかわいそうに……このままではいずれ、あの方も……」

　王宮を去っていったフロリアンのことを思い出しながら口の中でつぶやいて、重い息を吐く。ゼオルディスの寵を得ようと必死なマーベリックのことを気の毒に思うが、とても彼のことを取りなせるような雰囲気ではない。

　ジスカルドと何を話していたのか、ゼオルディスは深く追及してこない。それがかえって不ぶ気き味みだった。

「ジス義兄様と、何を話していたんだ？」

「！」

　前を向いたまま、計はかったような間合いで尋ねられ、息を飲む。

「く、首輪をつけたいほどの、夫婦の愛について……」

　間違ってはいない説明を聞いて、ゼオルディスが振り向いた。やにわに肩を抱だかれ、耳元に甘い声をささやかれる。

「嬉しいことを言ってくれる。つまりようやく、俺の愛に気づいて、結婚してくれるという訳だな？」

　レネが眉み間けんに皺しわを寄せているが、この程度の接近で止めに入ればまたゼオルディスは言うだろう。団長のことが好きなら邪じや魔まするな、と。

　少し前ならいざ知らず、対ゼオルディスについてはレネの助けは当てにできない。アリシアが自力で、なんとかするしかない。

「いえ、違います！　カシュヴァーン様になら首輪をつけられてもつけてもいいですけど、あなたは嫌です!!」

　さり気なく腕うでを引いてくれたレネのおかげもあり、肩に回った手を急いで振り払ったアリシアを、ゼオルディスがじっと見つめている。

「嫌？」

　傷に引き上げられた口角が作る笑みさえ霞かすむような、冷たい無表情。恐怖小説が大好きなアリシアさえ怯ひるませる、得体の知れない怪かい物ぶつがそこにいた。

　しかし怪物は、いきなり傷ついた王子様の顔になって小さくつぶやく。

「知ってるさ、そんなこと。でも俺は、お前を愛してるんだ」

　急な変化に眼を丸くするアリシアの手を、ゼオルディスが握ってくる。指を絡め、並んで歩き出した彼は、小さな声でつぶやいた。

「もう、露台になんか近づくな。お前まで、飛び降りる気かと思ったじゃないか」

　フロリアンの妹、ミューゼ・マーベルがゼオルディスの子を身ごもったまま身投げしたことを思い出すと、アリシアの背筋も冷たくなる。

「……いいえ、私はそんなことはしません。だってカシュヴァーン様が、絶対に助けに来て下さいますもの」

　愛する人の名を呼んだ瞬間、ジスカルドに投げかけた質問が耳の奥で響く。朝起きて、挨拶をして、一緒に食事をしたいか。茶を飲んで、夕食も共にして──夜も、一緒に過ごしたいか。

　もちろんだ。会いたい、今すぐにでも。

　体は首輪でゼオルディスに繫がれていても、心は指輪でカシュヴァーンに繫がっている。薬指で輝く愛の証あかしを確かめるように、指先でそっと撫なでてみた。

「あの方だけが、私の愛する王子様ですから。お待ちしていますわ、ずっと、ずっと」

　だからそれまで、怪物王子の手を逃れつつ生き延のびることが、囚とらわれのお姫様の役目なのだ。

「知ってるさ、そんなこと。でも俺は、お前を愛してるんだ」

　同じ台詞を繰り返したゼオルディスは、今度はひどく浮かれた声を出した。

「さあ今日こそ、『昇しよう天てんするほど愛して　無ぶ精しよう髭ひげの王子様は金持ち筋肉持ち霊感持ちもちろん美形でもちょっぴり寂さびしがり屋』を完成させるか!!」

　それは軟なん禁きん生活に退たい屈くつしたアリシアとレネが生み出した、乙女の好む要素を投入しすぎた小説のなれの果てである。最近ゼオルディスは、怪しい人々を招まねいての酒宴か、この話の改かい稿こうに夢中になっていることが多い。

「ええ、そうですわね……」

　故こランドレイ王が、合キ成メ獣ラの扮ふん装そうをしていたことをなんとなく思い出しながら、アリシアはおとなしくうなずいた。

「はは、しかし、首輪をつけたいほどの夫婦愛ねえ。ジス義兄様も、エル姉様に首輪をつけておけば逃げられずにすんだのに！　いや、やはり、首輪が似合うのは義兄様のほうかな？」

　今ごろ酔っぱらってきたのか、ぶんぶん腕を振って彼が歩くたびに、微び妙みように首輪が擦こすれて痛い。だが逆らうこともできず、そのまま王の私室に戻ってきたアリシアは、ゼオルディスが早さつ速そく帳面を開いたことにほっとする。そこに『昇天するほど愛して』の本文が書き連つらねられているのだ。

「うーん、元の色が赤いから、血がついているかどうか分からないわね……」

　ひとまず姿見を覗き、ぴったり皮ひ膚ふに貼りついた首輪の調子を見ているアリシアに、大きな寝しん台だいの上でごろごろしながらゼオルディスが話しかけてくる。

「ここまで乙女の好きな要素を詰め込んだんだ、『夢の王子様』より売れること間違いなしだよな!!　あと足りない要素はなんだと思う？　アリシア」

　手当たり次第に少女の好きなものをぶち込んだお話は、最も早はや合キ成メ獣ラとしか言いようがない。だがゼオルディスはまだ満足していないようだ。

「俺としては、あとはむしろ愛の障しよう害がいの要素を入れればいいんじゃないかと思うんだよなあ。いっそこの王子は既き婚こん者しやで、だが愛のない結婚に苦しんでいる、とかはどうだ？」

「そうですね、私の好みですと、生命の障害の要素のほうが……」

　乗りかけて、アリシアは首を振った。壁の本ほん棚だなから別の帳面を引き出して、

「ごめんなさい、ゼオ様。『昇天するほど愛して』については、レネと相談して下さいますか？　私は、別の『お話』を考えないと」

「別のお話？」

　不思議そうなゼオルディスの問いに、手にした帳面に視線を落としながら答える。

「以前ゼオ様がお話し下さった、『お話』の続きです。かわいそうな王子様が、幸せになれるように」

「ああ、あれか」

　にやっと笑ったゼオルディスは、寝台の上に起き上がって足を組んだ。

「そいつは楽しみだ、早く読みたいな。では、しばらく邪魔をするのはやめておこう」

　にっこり笑ったゼオルディスに呼ばれたレネが、『昇天するほど愛して』について話し合いを始める。「嫌です、無精髭だけは譲ゆずれません！」「諦めろレネ、乙女に髭好きは少ないと占い師の女が言っていたぞ！　筋肉を二倍にしてやるから!!」と熱心な二人のやり取りは気になるが、こっちのほうが大切だ。

　──国王陛下は、本当に『強い王』になりたいのですか？

　──私は本当に、あなたの真のお姫様ですか？

　軟禁生活を送るうち、少しずつ少しずつ、心に降り積もっていた疑問。その答えを知るためには、ゼオルディスが読みたがっている「お話」を、彼の望む形で完成させなければならないのだ。

　とはいえ、これが非常に難しい。

「私、ハッピーエンドのお話って、あまり読んだことがないのよね……」

　恋愛小説を読みつけないことが、思わぬ弊へい害がいとなっていた。やむなくアリシアは、以前エルティーナが置いていった大量の乙女向け小説のうちの一冊を手に取った。







　題名を読めば大体筋が分かってしまう本は、頁ページを繰る手もなかなか進まない。「長くは読めるけど……」とつぶやきながらアリシアが気乗りしない読書をしている間も時は流れ、浪費は続けられ、人の数は減り続けていく。

　アリシアには常にレネが寄り添っているので大事ないが、破は壊かい音おんや悲鳴を城内で聞くことが増えてきた。そのたびにマーベリックが、事態の収拾にばたばたと走り回っている。

　同じく雑務に追われているジスカルドとは、監かん視しの眼が厳しくて話ができない。あの夜以降、心境に変化があったのか聞きたいが、レネに頼めば彼女に迷めい惑わくがかかることが分かっているから、アリシアはただ機会を待つしかない。

　その機会は、マーベリックに泣きつかれたゼオルディスが「ちょっとだけだぞ」と言いながら間かん諜ちようの報告を聞きに行った時に訪れた。マーベリックがすでにゼオルディスを連れて行ったとは知らなかったらしく、ジスカルドがアリシアたちだけが残った王の私室を訪れたのだ。

「これは、失礼。入れ違いになったようですね」

　すぐに事態を察し、驚いたように出て行きかけたジスカルドを、アリシアは急いで引き留めた。

「お待ちになって、オーデル侯爵様!!　あの……、この間の、その……首輪……いちゃいちゃ」

　先日のようにいきなりゼオルディスが戻ってこないとも限らないため、アリシアは切れ切れに単語を並べた。

　ジスカルドも、彼女の言いたいことは分かったのだろう。形良い眉をかすかにひそめたが、

「……なんのことでしょう？　失礼、私も会議に出る必要がありますので」

　素そっ気けなく言い置き、さっさと出て行ってしまう。冷たい反応に、アリシアはしょんぼりしてしまった。

「……やっぱり、私が言ったのではだめだったかしら」

　元はジスカルドが水を向けてきた話だが、あの反応だとエルティーナの想いが伝わっているとは考えにくい。

「こうなったらエルティーナ様たちに早めに進軍してもらって、オーデル侯爵様を捕ほ虜りよにしていただくしかないわ……誘ゆう拐かい犯はんに心を移すような現象もあるようだし」

「そうとも限りません」

　ジスカルドが去った方向を見ながら、レネが静かに言った。一瞬意味が分からなかったアリシアだが、すぐにうなずいてみせる。

「そうね、もちろんほぼ誘拐された私はゼオ様のことは大嫌いだけど」

「いえ……、そんなことよりアリシア様、やはり無精髭は欠かせない要素だと思いませんか」

　レネが話題を変えてきたので、アリシアも頭を切り換えて話に乗る。

「カシュヴァーン様に無精髭……、いいわ!!」

　エルティーナには悪いが、今の時点ではこれで終了のようだ。いずれオーデル夫妻が再会できるその日に望みを託たくすしかないと、この時は思った。











第二章　気に入らない






　それはアリシアがエルティーナの愛読書をなんとか五冊目まで読み終えた、ある日の夜に起こった。

「うーん、これもやっぱり同じね……」

　王の私室にて、夜よ着ぎ姿のアリシアは広い寝しん台だいの隅すみにちょこんと腰掛けながら、浮かない顔で小首を傾かしげている。念のために奥付まで頁ページをめくり、そこにあっと驚くどんでん返しなどはないことを確認すると、美々しい挿さし絵えで飾られた最終頁に視線を落とした。

　たおやかな姫君を抱だき寄せる、麗うるわしの王子様。見事な絵ではあるのだが、この卓たく越えつした画力がなぜ途中に出てきた不ぶ気き味みな老ろう婆ばへ注そそがれなかったのか、残念でならない。

「お話も、基本的には『夢の王子様』と同じだものね。黒こく竜りゆうグレイドゥのような役の登場人物は、やっぱり途中で倒されてしまうし……」

　ため息をこぼすアリシアだったが、どんな状況でも幸福を見み出いだすのが彼女の特技だ。

「でも、このお話のように、カシュヴァーン様が都つ合ごう良く助けに来て下さったら……」

「おなかが痛い」感覚に、アリシアは切なく眉まゆ根ねを寄せた。正確には腹よりもう少し上、あるかないかのふくらみ付近がきゅんとうずく感覚は、やはりカシュヴァーン相手の時しか味わえない。

「そうですね、私も今、その扉とびらを開いてバルロイ様が入ってきて、『待たせたな、レネ。さあ結婚しよう』とおっしゃったら……しかも首輪をつけていらしたら……」

　アリシア以上に真っ平らな胸に手を当て、レネもほうっと息をつく。

「そうね、無ぶ精しよう髭ひげと角つのが生はえて首輪をつけて吸きゆう血けつ鬼きになったカシュヴァーン様が、『ついに俺は人間を超えた存在になった……さあ、愛と恐怖に満ちた世界へともに征ゆこう』と言って下さったら……、きゃっ！　私ってば、恥はずかしい!!」

「ははは、確かにいろいろな意味で恥ずかしいな」

　握にぎった鎖くさりを辿たどるように近づいてきたゼオルディスが、すとんとアリシアの横に腰を下ろした。本日は宴うたげにも出ず、日がな一日鎖が伸びる距きよ離りぎりぎりに逃にげるアリシアと追いかけっこを楽しんでいる。

「俺もアリシアが、『ゼオ様、好きです。今すぐ結婚式を挙あげましょう』と言い出してもまったく問題ないぞ？　実はそのつもりで、聖職者も用意させている」

　にこやかに笑うゼオルディスから軽く身を引きながら、また「嫌いやですし無理です」と言いかけた時だった。

　部屋の外が急に騒さわがしくなった。荒々しい靴くつ音おと、「陛へい下か！」とゼオルディスを呼ぶ声。

「どうした、騒がしいな。今日は特になんの会も開かれていないはずだが？」

　何事かとつぶやくゼオルディスの横で、アリシアとレネは固かた唾ずを飲みながら顔を見合わせていた。

「まさか……」

「本当に……」

　しかし、察知能力に長たけたレネはいち早く「違いますね」と落らく胆たんした声を出した。

「陛下!!」

　アリシアもばん、と派手な音を立てながら室内に入ってきた男の声を聞いた瞬間、待ち人ではないと悟さとる。

「あら……、クリストン卿きよう？」

　あれこれと雑用に走り回っているマーベリックが、従じゆう僕ぼくのようにゼオルディスを探しに来るのはいつものことだ。ひそかに自尊心の高いマーベリックであるのだが、相変わらずその存在は華に欠け、「高貴な小間使い」などと陰かげ口ぐちを叩たたかれているとか。

　しかし息せききって駆かけつけた本日のマーベリックは、いまいち目立たない普段の彼とは少し様子が違ちがった。

「陛下、恐おそれ入りますが、謁えつ見けんの間にお越し下さい。楽しい余よ興きようを用意してございます」

　頰ほおを紅こう潮ちようさせて告げたマーベリックに、ゼオルディスはにやりと笑って立ち上がる。

「だとさ。せっかくの申し出だ、行こう、アリシア。構わないよな？　マーベリック」

「ええ、もちろん。未来の王おう妃ひ様も、どうぞご一緒に」

　ぬけぬけと世辞を並べる余裕すら、今のマーベリックにはあった。アリシアも「私は王妃にはなりません」と言うのを忘れ、ゼオルディスについて歩き出した。







　シルディーン王宮謁見の間。前王ランドレイの臆おく病びようさの象しよう徴ちようである鏡張りの部屋の中央に、「余興」は用意されていた。

「オーデル侯こう爵しやく様……!?」

　首輪こそつけられていないが、後ろ手に捕ほ縛ばくされたその姿は紛まぎれもなくジスカルドだ。誰だれよりも誇ほこり高い男は、悔くやしげに唇くちびるを嚙かみ締めながらみじめに膝ひざを突いている。

　見間違いかと思ったが、玉座に座ったゼオルディスのすぐ側そばにアリシアはいる。そこには室内中の景色を一点に集めて映し出す鏡がしつらえられており、どれだけ熱心に覗のぞき込んでも鏡は噓うそをつかない。

「これはどういうことだ？　マーベリック」

　おもむろにゼオルディスが問うと、マーベリックは胸を張って答えた。

「恐れながら、国王陛下。オーデル侯爵閣かつ下かは謀む反ほんを企たくらんでおられた。あまつさえ私にまで、あなたを裏切れと持ちかけてきたのです!!」

「謀反……!?」

　絶句して、アリシアはジスカルドの憔しよう悴すいした白い顔を見つめた。

　夫婦の愛について尋たずねてきたあの夜、エルティーナの愛に戸と惑まどいを見せていたジスカルド。

　あの時の一連の会話が、彼に謀反を決意させたのだろうか。

「私はただ、宰さい相しようとして、なすべきことを果たそうとしただけだ」

　アリシアの視線に気づいてか、ジスカルドがうめくようにつぶやいた。

「スタンバール家やガーゼット家から没ぼつ収しゆうした財産も、このままでは年内に使い尽つくしてしまうだろう。アズベルグに駐ちゆう屯とんしたラグラドール人たちは、事あるごとに追加の報ほう酬しゆうを寄よ越こせとうるさい。クルセージュは着々と軍備を調ととのえつつあるというのに……！」

　西の大国の名を挙げると、ジスカルドは彼らしからぬ必死な眼をして叫さけんだ。

「陛下、今一度お考え直し、政務に眼をお向け下さい。このままではこの国はだめになる!!あなたがアリシア様をお好きなのは十二分に分かりました、この際結婚でもなんでもお好きにして下さい。首輪をつけて膝の上に載のせておいても構わない、ですからせめて朝か夜だけでも、仕事……、ぐっ!!」

　みなまで言わせず、近くに控ひかえていた兵士がジスカルドの縛しばられた両手をぐっと踏ふみつける。同性の嫉しつ妬とを買いやすい男を足あし蹴げにするのが楽しいのか、その顔には野や卑ひな笑みが浮かんでいた。

　よく見れば、謁見の間の兵士としてはいささか荒々しい、というか薄うす汚ぎたない風ふ情ぜいの男である。レネが無言でアリシアの肩かたに手を添そえ、「近づかないで下さい」の合図を送ってきた。

　王宮内の人材不足を端たん的てきに表す一幕の中、マーベリックはひとりだけ嬉うれしそうだ。暗い光を眼の奥に宿したまま、まるでゼオルディスのように明るく快活に笑って、

「私は誘さそいに乗ったふりをして、この方の策に乗った者たちの割り出しに成功しました。これがその名めい簿ぼです」

　懐ふところから取り出した名簿を、マーベリックが恭うやうやしく差し出す。黙だまってそれを受け取るゼオルディスの反応を、マーベリックは期待に満ちた眼をして待っていた。

　ところがゼオルディスは、受け取ったものを一読すらしない。扇おうぎのように開いたそれで、退たい屈くつした子供のしぐさで自分の膝をぺしぺしと叩きながら、

「なるほどね。いい父親の息子に生まれても、いい奴やつになるとは限らないんだなあ」

「──陛下？」

　一見なんの脈みやく絡らくもない台詞せりふに、マーベリックが戸惑いを見せる。

　確かにマーベリックの父であるクリストン伯はく爵しやくは、温おん厚こう篤とく実じつな人柄で評判が高かった。しかしゼオルディス暗殺計画の実行犯を自みずから務つとめ、処しよ刑けいされてしまったのだ。

「あの、も、申し訳ありません、父の件は本当に……ですからこうして、同じ過あやまちを繰くり返さないよう、悪い芽を摘つんだ訳でして……」

　しどろもどろにつぶやくマーベリックに、ゼオルディスはさらに脈絡なく告げた。

「セイグラムは、やっぱりティルを選んで正解だったようだ」

　自分に相応ふさわしい力量を持つ主あるじを求めてさまよった結果、多くの名家の子弟の自尊心を踏みにじってきたセイグラム・アーレイ。マーベリックもその犠ぎ牲せい者しやのひとりである。

「……!!　な、何をおっしゃるのです、私は……!!」

　天敵の名を聞き、より激しく狼ろう狽ばいし始めたマーベリックをよそに、ゼオルディスは気のない視線をジスカルドに投げた。

「まあ捕つかまえたものは仕方がない。そろそろ頃合いだし、おじさまと一緒に処刑するか。日取りも決めてあることだし、二人殺すのも三人殺すのも、大して変わらないものな」

　ジスカルドが縄なわ打うたれた状態のままびくりと身をよじり、アリシアもさあっと青ざめる。

　幽ゆう閉へいされて長いグラネウスが、処刑の危機にあることはたびたび告げられていた。しかしこれほど、具体的な話を聞くのは初めてだ。

　セイグラムが選んだ主であるティルナード・レイデン。彼を中心に高まった反王家の気運は、エルティーナという旗印を得てさらに巨大な勢力となっている。

　彼らをこれ以上調子づかせないためにも、あのカシュヴァーンが次代の王として推挙しようとしていたグラネウスを派手に処刑する。王家の側に、これ以上有力な政治のカードがないのは分かっていたが……

「や、やめて下さいゼオ様、ガーゼット侯爵様もオーデル侯爵様も殺さないで!!」

　カシュヴァーン追放以降、アリシアは多くのものを失ってきた。これ以上はもうごめんだと訴うつたえれば、ゼオルディスは妥だ協きよう案あんを出してくれた。

「じゃ、ジス義に兄い様さまにひとつだけ質問します。答えによっては減刑、もしくはエル姉様同様、ちょっとお疲れの様子だということにしてあげましょう」

　エルティーナの婚こん姻いん無効宣言については、公式に認められていない。現実には王宮内でも口さがない噂うわさは飛び交かっており、ジスカルドの疲ひ労ろうに拍はく車しやをかけていたのだが、建前上は「心が疲れていらっしゃるだけ、頭が冷えればお戻りになる」という扱いだ。

「あなたをそそのかし、謀反に導いたのはアリシアですね？」

　露ろ台だいでのやり取りを指しての指摘だろう。ジスカルドは驚いたように眼を見開いたが、アリシアは思わず口を開いた。

「……そうかも……、うぐっ！」

「アリシア様!!」

　途と端たんに強く首輪を引かれ、アリシアは黙らざるを得ない。レネが非難のまなざしを浴あびせれば、ゼオルディスも申し訳なさそうにする。

「ごめんな、アリシア。でも今はジス義兄様に聞いてるんだ。ねえ義兄様、そうなんでしょう？　そうだと言って下されば、少なくともあなたの命を取らないことは約束しましょう」

　優しげに言ったゼオルディスが軽く手を振り、ジスカルドを踏みつけていた兵士を下がらせる。ようやく屈くつ辱じよく的てきな体勢から解放されたジスカルドは、用心深い声で尋ねた。

「……アリシア様には、何をなさる気です？」

　ゼオルディスはそっと眼を伏ふせる。

「もうこれ以上、アリシアに嫌きらわれたくないのですが……本当に彼女が義兄様をそそのかし、俺を討うち取らせようなどと企んだのなら……もう少しきつい罰ばつを加えなくてはなりませんね」

　ジスカルドは無言でしばらくアリシアの首輪を見つめ、ぼそりとつぶやいた。

「……もう少しきつい罰、ですか。それは難しいでしょうね。普通の女性なら、首輪をつけて引き回される時点で失神しているでしょう。全くライセンの馬ば鹿かは、こんな女にかまけて人生を棒に振るとは……おとなしく私に従っていれば、少しはましな人生を送れただろうに」

「オーデル侯爵」

　レネの非難のまなざしが、今度はジスカルドに向かって浴びせられた。ラグラドール人への差別感情を剝むき出しにする上に、女性を動く宝石のごとく扱うこの男を、彼女は決してよく思っていない。

　ジスカルドもジスカルドで、レネの非難など意に介かいした様子はない。平然と無視すると、縛られたまま毅き然ぜんと立ち上がって、

「ですが、見くびらないでいただきたい。このジスカルド・オーデルは、他人の考えに惑まどわされて下げ克こく上じようを企むような、安っぽい男ではない」

　豪ごう奢しやな金きん髪ぱつは乱れ、後ろ手に縛られたままの姿であっても、その立ち姿には威い厳げんがあった。迫はく力りよくに押されてか、びくりと身じろいだマーベリックと比べるとなおのこと差異が目立つ。

「アリシア様やエルティーナ様が、ひとつのきっかけになったことは事実です。だが命惜おしさに女性に責任転てん嫁かするほど、落ちぶれたつもりはない!!　誰の思おも惑わくも関係ない、これは私の意志、私の反逆だ!!」

　自らを上位の存在として位置づけているからこそ出てくる、驕きよう慢まんな台詞。王を目指した男に相応しい台詞を聞いて、アリシアは感かん嘆たんの息を漏もらした。

「……すてき。なんだか、カシュヴァーン様みたい……」

　追い詰められた状況で見せる肝きもの据すわり方、朗ろう々ろうと響ひびく声。犬けん猿えんの仲の二人に言えば嫌な顔をしそうだが、一いつ瞬しゆんだけ、ジスカルドとカシュヴァーンが重なって見えた。

「やっぱりどこか、オーデル侯爵様とカシュヴァーン様は似てらっしゃるんだわ。だからお二人も、お互いのことが嫌いで……だけどエルティーナ様は、ジスカルド様が好きで……」

　段々しんみりした気持ちになってきたアリシアの横で、ゼオルディスが爆ばく笑しようした。

「ははは、聞いたかマーベリック、矜きよう持じのためなら命も惜しまない、これが生まれながらの大貴族ってものさ!!」

　声をかけられても、マーベリックは戸惑った顔をしているだけだ。ゼオルディスは肩を竦すくめると、再びジスカルドに視線を戻す。

「いいお返事でしたよ、義兄様。とてもかっこよかったです。では残念ですが、お望みどおり、あなたひとりで責任を取っていただくことにしましょう」

　覚かく悟ごを決めたか、ジスカルドは黙ってひとつうなずいた。本人はそれで納なつ得とくしたかもしれないが、アリシアは黙っていられない。

「待って下さい、オ、オーデル侯爵様がいなくなったら、宰相の地位にはどなたが!?　誰が今の王家を切り盛りするのです……!?」

　ゼオルディスは政務を放り出し、浪ろう費ひに専念しているのだ。するとマーベリックが、待ってましたとばかりに名乗りを上げた。

「私がやります、もちろん!!」

「だとさ、アリシア」

　頰を紅潮させて答えたマーベリックに、ゼオルディスが気楽に相あい槌づちを打った。

「あの、ですから陛下、その……」

　もじもじしながら言葉を濁にごすマーベリックの求めを、ゼオルディスは正しく汲くみ取った。

「ああ、そうだな。宰相には相応しい地位が必要だろう。好きな爵しやく位いをくれてやるよ」

「ありがとうございます……!!」

　心底嬉しそうに、マーベリックが深々とお辞じ儀ぎをする。父クリストン伯爵が国王暗殺未遂の罪により爵位を失ったため、息子も中ちゆう途と半はん端ぱな立場が続いていたのである。

　先ほどまでの戸惑いもどこへやら、餌えさを与えられた犬のように喜んでいるマーベリックを冷さめた瞳ひとみで一いち瞥べつしてから、ゼオルディスはアリシアに笑いかけた。

「ひどいな、アリシア。お前だって名門フェイトリンの令れい嬢じようじゃないか。同じ地ち方ほう伯はくであるジス義兄様に、最後に花を持たせてやろうっていう気はないのか？　大体お前は、それほどジス義兄様と仲が良かったようにも思えないけどなあ」

　男に都合のいいお姫様を好むジスカルドが、アリシアを不得手としているのは周知の事実だ。

「まあ確かに、オーデル侯爵様はあまりにも『普通』の王子様でちょっとつまらなくはありますけど……でも私は、地位と名めい誉よと財産のあるお金持ちは大好きですわ。何より、エルティーナ様が悲しまれます」

「姉様だって馬鹿じゃない。ご自分が愚おろかな振る舞いをなさった時点で、義兄様がこうなることは承しよう知ちの上さ」

　露台にてジスカルドが言ったようなことを、ゼオルディスも口にした。

「いや、馬鹿なのは義兄様か。せっかく姉様があんなに望んでいた結婚を破は棄きして、愛する夫は自分の決意には無関係だと、この上なく分かりやすく公言して下さったのに」

「愛する夫」のひと言に、ジスカルドがぴくりと肩を震ふるわせる。

「……エルティーナ様は、あなたにも分かるほど、私を愛して下さっていたのですか？」

　小さなつぶやきにゼオルディスが眼を丸くした。

「ええ、そうです!!」

　意気込んでアリシアが答えた瞬間、ジスカルドの頰が真っ赤に染そまった。同時にゼオルディスが盛せい大だいに噴き出す。

「あ、あっはは、あははははははっ……!!」

「あっ、いや、違います、陛下、私はこんなことを言うつもりは！　ア、アリシア様も、真ま面じ目めに答えなくてよろしい……!!」

　腹を抱かかえて爆笑しているゼオルディスに弁明したり、アリシアを咎とがめたりとジスカルドは忙いそがしい。珍めずらしい醜しゆう態たいをさらす彼をどう扱えばいいのか、マーベリックはおろおろしている。

「くく、ははっ……いやはや、アリシアに関わると、ジス義兄様さえ調子を狂わされる訳か。さすが俺のお姫様!!」

　心ここ地ちよさそうに言ったゼオルディスが、まだおろおろしているだけのマーベリックに命じる。

「思わぬ『余興』を楽しませてもらったが、そろそろお別れの時間だな。連れて行け、マーベリック」

「は、はい」

　明確な命令が出れば、セイグラムの主候補でもあったマーベリックだ。ただちに人相の悪い兵士に命じ、ジスカルドを室外に連れ出そうとした。

「待って下さい！　オーデル侯爵様に首輪をつけてもいいです、ですから命だけは……!!」

　追いすがろうとするアリシアだが、彼女自身を戒いましめる首輪がそれを許さない。伸びきった鎖を辿るように伸びてきたゼオルディスの手が、細い腰を摑つかんで引き寄せた。

「は、放しッ」

　逃のがれようともがくアリシアの耳元で、ゼオルディスが世間話をするようにしゃべり始める。

「そうそう、アリシア。お前の知り合いの、あの絵師だけどな」

「あ……、リュク、ですか？」

　アリシアの知り合いの絵師と言えばひとりしかいない。ティルナードたちの使者となり、「おぼっちゃんが仲間を集めて助けに行く。待っていてくれ」との言葉を伝えてくれた絵師のリュクだ。

「そう、そいつだ。あいつもおじさまと一緒に処刑する」

「えっ!?」

　思わぬ発言に、アリシアは仰ぎよう天てんした。

「どうしてリュクまで!?　リュクは絵を描くこと以外特に何もできない、下へ手たをすればその絵さえ描かないのに……!!　エルティーナ様との関係のためですか……？」

　悲しいほどに締め切りを守る才能がないリュクは、確かに反王家の一派ではあるが、証しよう拠こである伝言を記した紙はアリシアが食べてしまった。ただし彼を王宮に引き入れたのはエルティーナなので、それを理由に処刑されてしまうのか。

「いや、おじさまと一緒に閉じ込めておいたら、自分も処刑されると勝手に勘かん違ちがいしたんだ。だが人生の締め切りが眼の前に来たせいか、恐ろしい速度で『家族の肖しよう像ぞう』を描いてくれているようだぞ。まだ頼んでいなかったのになあ」

　今もライセン家の奥、リュクの部屋の壁を占せん領りようしているはずの『家族の肖像』。ライセン夫妻を中心として、交流のある人々を描いたその絵の描き直しをカシュヴァーンが命じていたことは覚えている。

　彼の真ま似ねをするかのように、ゼオルディスがリュクに『家族の肖像』を描かせようとうそぶいたことも。正せい妃ひとして迎むかえたアリシアと自分の間に、いずれ生まれる子供を描けるだけの場所を空あけておく、などと笑っていたことも。

「まあリュクったら、処刑すると脅おどせばちゃんとお仕事をするのね……今度カシュヴァーン様に教えて差し上げなければ……」

　ちょっと殴なぐる程度では甘かったようだ。いいことを聞いた、という顔になったアリシアのあごを、ゼオルディスが摑んだ。

　レネが反射的に身構えたが、悪さをするための行こう為いではなかったようだ。

「おじさまやジス義兄様やリュクを助けたいか？」

　抵てい抗こうも忘れ、アリシアは傷に歪ゆがんだその眼をまっすぐ見た。

　カシュヴァーンは追放され、『家族』と仲間は散り散りになった。──すでに命を落とした者さえいる。もう誰にも傷ついてほしくはないけれど。

「はい、もちろん。でもあなたのことを好きにはなりませんし、結婚もしませんし、子供も産みません」

「……相変わらず正直だな、俺のお姫様。そんなに俺のことが嫌いか？」

　寂さびしげな表情になって、ゼオルディスは小さくつぶやいた。以前から「寂しいんですよ」とうそぶくことは多かったが、すがるような顔を見せるのはごく最近になってからだ。

　少しずつ見えてきた「かわいそうな王子様」の「お話」も合わせ、心が揺ゆれることは否定できない。元々アリシアは、あまり人を嫌わないで生きてきたのだ。

　でも、答えは譲ゆずれない。

「嫌いです。だってあなたは、私の『家族』を奪ったのですから」

　両親亡なき後、婚こん家けで築きずいてきた絆きずなをばらばらに引き裂さいた「かわいそうな王子様」のことを、許す気にはなれない。

「分かってる、だから別の条件を出そう。カーシュが助けに来てくれる、なんて妄もう想そうばかりしていないで、俺の望む『お話』を早く書いてくれたら三人とも助けてやるよ」

　傷つけられ、傷ついてきた王子様の幸せな結末。自分が望むハッピーエンドさえ用意してくれれば望みを叶かなえようと、ゼオルディスは約束してくれた。

　それを聞いたアリシアは少し考え込み、やがてさり気なくゼオルディスの手を払いのけながら頼んだ。

「ガーゼット侯爵様とリュクに、会わせて下さい」

「どうして？　まさかとは思うが、また一緒になって逃げる気じゃないだろうな？」

　すかさず探さぐりを入れられたが、アリシアは堂々と理由を述のべた。

「『お話』を書くために、作家の方の意見を参考にしたいんです。リュクがそれだけやる気があるのなら、すてきな挿し絵で協力してもらえるかもしれませんし」

　筋の通った理り屈くつに、ゼオルディスもたちまち破は顔がんした。

「なるほど、そいつは道理だ。では、行くか」







　シルディーン王宮の最上階にある貴き賓ひん室しつの一室に、グラネウスたちは幽ゆう閉へいされている。

　レネが言葉を濁しながらも情報をくれていたので、アリシアもおおまかな場所は知っていた。しかし実際に訪れるのは初めてだ。

「おや、どうしたゼオ。処刑の日取りが早まったのかね？」

　ゼオルディスが室内に足を踏み入れるなり、グラネウスがそう言うのが聞こえて泣きそうになる。ずっと同じ建物の中にいたのに、顔を合わせるのはゼオルディスの戴たい冠かん式しきの時以来だ。

「ガーゼット侯爵様……!!」

　衣い装しよう棚だなが所ところ狭せましと並べられ、絵の具の匂においが漂ただよう広い部屋の中にアリシアは飛び込んだ。ゼオルディスが「ま、いいだろう」と言いながら手を離してくれたので、金の鎖が行動を縛ることはない。

「!?　アリシア、レネ!?」

　一直線に「人体模も型けい」を模した衣装に向かって走っていったアリシアを、グラネウスがぎりぎりで抱き留とめる。

「道化師」が主題と思われる、緑と赤の縞しま模も様ようが特とく徴ちようの派手派手しい衣装に身を包んだグラネウスは、相変わらず「悪あく食じき大たい公こう」の名に恥じない悪趣味ぶりを発はつ揮きしている。だが浮うき世よ離れした印象の老ろう紳しん士しの顔には、孫まご娘むすめを可愛かわいがる好こう々こう爺やの笑みが浮かんでいた。

「ああ、アリシア、少し瘦やせたか？　だが元気そうで何よりだ!!　おまけに首輪をつけて登場とは、さすが私の『娘』……」

　グラネウスの常識では、首輪は別段眉をひそめるようなものではないらしい。むしろ感激している様子だが、横からレネが冷静に答えた。

「いえ、これは陛下の一方的な悪趣味です」

「ゼオの？」

　はっと顔を上げたグラネウスが、アリシアを抱いたまま咎めるようにゼオルディスを見る。

「いかんなゼオ。首輪を強制するような、血気盛んな愛の表明も時には有効だが……こういう物を使う遊ゆう技ぎは、双そう方ほうの理解があってこそ」

「ははは、さすがおじさま。でも仕方がないじゃないですか。ちょっと眼を離したら、アリシアは俺を放り出して逃げるんですから。なあアリシア？」

　にこやかに説明しているゼオルディスの呼びかけに、アリシアは反応しない。

「アリシア？」

　グラネウスが不ふ審しんそうに呼びかけても、やっぱり反応しない。数あま多た置かれた奇々怪々な衣装も素通りして、青い瞳はまっすぐに部屋の奥の壁に注がれている。

　並んだ人物の絵は、いずれもアリシアの見知った人々だ。中央で微笑ほほえんでいるアリシアの横、それは楽しそうに笑っているのは『息むす子こ』ルアーク。少し離れて控えめに佇たたずむ金髪の青年は執しつ事じのトレイス、アリシアの一番の友人である美人巨乳メイドのノーラ、ノーラの婚こん約やく者しやでありゼオルディスの「友達」でもあるティルナード、その執事のセイグラム。

　レネや彼女の想い人であるバルロイなどもいるが、アリシアを釘くぎづけにしてしまうのは、絵の中の彼女の肩を抱いた男だ。

「……カシュヴァーン様……」

「──あっ、あれ、アリシア、それにレネ！　わあ、二人ともどうしたの!?」

　その時、壁にかじりつくようにして微び細さいな彩さい色しよくを行っていた若者が顔を上げた。明るい茶色の髪かみを含め、顔や体に転々と絵の具を散らした絵師のリュクだ。

「あれ、しかもアリシア、どうして泣いてるの？　ああそうか、俺が処刑されることを聞いて……！　でも大丈夫、たとえ俺の肉体は滅ほろんでも、俺が遺のこした芸術は永遠だからね……!!」

　来訪者にも気づかず、無心に絵を描きまくっていたリュクの顔色は悪いが、その眼は情熱に燃えている。悲劇の主人公という立場に酔よっているらしいが、アリシアはぽろぽろと涙を流しながらうなずいた。

「ええ、ええ、本当ね……」

　静かに微笑んだグラネウスの手を離れ、迷うことなく壁に描かれたカシュヴァーンの側に近寄る。

「カシュヴァーン様の笑顔、最高だわ……よく見えないけど、とにかく最高だわ……」

　実のところ、眼鏡めがねもないアリシアに壁に描かれた絵がきちんと見えている訳ではない。

　だがやはり、絵にかけてはリュクは天才だ。人生の締め切りが迫せまった今、冴さえに冴えたその筆はまるで実際にそこにいるかのように、個性豊かな面々を描き出していた。

「きらきらして、まぶしくて……涙が止まらないの……もっとちゃんと、お顔を見たいのに……」
















　高まる「おなかが痛い」が、熱い雫しずくになって後から後から頰を濡ぬらす。最近他人ゼオルデイスの「お話」ばかり考えていたせいか、夢で会うことも少なくなった分、気持ちが一気に高こう揚ようした。

　会いたい。

　指輪も首輪もなくていい。他のどんな贅ぜい沢たくもいらない。会いたい。

「……バルロイ様」

　レネも切なげな息を吐はき、壁に描かれたバルロイにそっと寄り添う。厚い胸板に頰をすり寄せるつもりなのか、一いつ生しよう懸けん命めい背伸びしている姿が微笑ましい。

「あ、だめだよレネ、絵の具が取れちゃうから！　頼むよ、俺の一世一代の大だい傑けつ作さくになるんだからね、見るだけにして!!」

　微笑ましいが、制作者としては見過ごせない状況である。リュクにたしなめられたレネは、素直に絵から離れた。

「分かりました。その代わり、無精髭があと二本足りないので、描き足して下さい。場所はあごの先と」

「ええええええ!?」

　細かすぎる修正にリュクが悲鳴を上げれば、アリシアは涙をぬぐいながら微笑む。

「まあ、レネったら、よく覚えているのね。ところでリュク、このカシュヴァーン様、角が生えていたらもっとかっこいいと思わない？」

「……うーん、迷うね!!」

　かつてグラネウスに作品を『普通』と評されたことから、リュクの感性は若じやつ干かん変化している。アリシアの提案を受け入れるべきかと、彼が真面目に悩なやみ始めた時だった。







　べちゃっ、という音がした。続いて、リュクが声も上げずに膝から崩くずれ落ちた。

「……えっ、あっ」

　アリシアも一気に涙が引っ込んだ思いで、震えながら眼の前の光景を見つめる。

　カシュヴァーンが放っていた真っ白な輝かがやきが消えている。

　彼の顔も髪も、一面にぶちまけられた真っ赤な絵の具に染まっていた。飛んだ飛ひ沫まつは絵の中で微笑むアリシアにも、他の面々にも飛び散っている。

「ゼオ、なんということを!!　しかしこれはこれで……、いや、なんということを!!」

　危あやうく自分の趣味に傾かたむきかけたグラネウスの叫びにびくりと肩を跳はねさせたアリシアは、おそるおそる振り向いた。

　予想どおり、そこには赤い絵の具が入っていた桶おけを片手にゼオルディスが立っている。

　そして彼の瞳からは、一筋の涙がこぼれていた。

「なんで？」

　手にしていた桶を床ゆかに落とし、彼は子供のようにつぶやく。

「なんで？　俺がこんなに愛してるのに、なんで？」

「……ゼオ様……？」

　絶句したアリシアの首輪に続く鎖を、赤く染まった手が摑んで強く引いた。

「きゃっ……!?」

　危うく倒れ込みそうになったアリシアをレネが素早く支える。

「ゼオ、乱暴はよせ!!」

　グラネウスも制止の声を上げたが、ゼオルディスはまだぼろぼろと涙を流しながら、

「俺だって、したくてしている訳ではありませんよ。でも、悲しいじゃないですか。好きな女が、他の男の、たかが絵にすらときめいている姿なんて……」

　殊しゆ勝しような声を出す一方で、その手は鎖を手た繰ぐることをやめない。ずるずると引き寄せられたアリシアは、これ以上首を絞しめられてもたまらないので、やむなくその胸に寄り添った。

「ええと……ごめんなさい、でも、今のはあんまりですわ。リュクの素晴らしい絵に、こんなひどいことを……」

　もっと怒ってもいいような気もするのだが、何せゼオルディスはまだ涙を流している。遠えん慮りよがちに責めると、ゼオルディスは申し訳なさそうな顔になった。

「分かっている。それに、アリシアにもごめんな。もうひどいことはしないと言ったのに、傷つけてしまった。後で薬を塗ぬってやるから」

　擦すり傷ができた細い首筋に、赤い指先が伸びてくる。

「い、いいです、自分でできますから！　それよりリュクに謝って下さい、ねえリュク……」

　話を逸そらしたい気持ちもあり、アリシアはリュクに話しかけた。だがいまだ床に座り込んだままのリュクの眼は、天てん井じようを透とう過かしてどこか遠いところを見ている。

「はい、はいそうですか、分かりました神様……仮にも聖職者を名乗りながら、大した信しん仰こう心しんも持たずにいた罰だと……はい……聖女アーシェル様、了解です……ただちに描き直します……パンも睡すい眠みんもなくても、信仰心さえあれば人間は生きていけますよね……はい……」

　リュクが食うに困った末に、〈翼つばさの祈いのり〉の見習い聖職者となっていた過去をアリシアも思い出した。神との交信に救いを求めるほど、精神に大だい打だ撃げきを受けたようである。

「だめよリュク、それでは処刑されるまでに死んでしまうわ!!」

　慌あわてるアリシアに、リュクは異様にいい笑顔になるとぐっと親指を立てた。

「安心して下さい、アーシェル様!!　生まれ変わっても描きます!!」

「リュク、とりあえず今すぐ寝て……きゃっ!?」

　叫さけぶアリシアを、ゼオルディスが無理やり抱き寄せる。

「リュクのことはおじさまに任まかせよう。それよりお前は、俺の『お話』を書くんだろう？　アリシア。それなら元夫の絵を見るより、姉様の本を読むより、俺についてもっと詳くわしく知るべきじゃないか？　ねえ、おじさま」

「……そうだな。対象について詳しく知ることも、創作の上で大切なことだ」

　赤い絵の具が入っていた桶を拾い上げながら、グラネウスも静かに同意を示す。

「ほら、作家先生もそう言っている」

　笑うゼオルディスであるが、彼の両眼からはいまだ涙がこぼれている。いくらなんでも泣きすぎではないかと、アリシアは段々不安になってきた。

　まるでグラネウスの著ちよ作さくであり、いつかゼオルディスに読んであげた『雨の日には悪あく霊りようが大合唱』、通称『雨あめ悪あく』のようだ。いくら好きな女性が振り向いてくれないからといって、やまない雨のごとく涙を流せるものだろうか？

「あの、ゼオ様、ずっと泣いていらっしゃいますけど、大丈夫ですか……？」

　そう指摘すると、ゼオルディスは悲しげに瞳を曇くもらせた。

「これは、アリシアがちゃんと俺を見てくれないからだよ……」

　醜みにくい傷きず痕あとを伝い落ちた涙が、アリシアのドレスを濡らす。彼を傷つけてしまったという罪悪感が、恐怖と──そしてずっと感じていた違い和わ感かんに変わっていく。

「わ、分かりました、ちゃんとゼオ様のことを見ます、ものすごく見ます！　おっしゃるとおり、あなたの望む『お話』を書くためには、あなたのことをしっかり観察しないといけないですから!!」

　力強く宣せん言げんすると、ゼオルディスは「そうか！」と笑った。明るく、快活に。

「じゃあこれからは、片時も俺から眼を離さないでくれよ!!　でないと泣くからな!!　それではおじさま、リュク、次は処刑場で会いましょう!!」

　きれいさっぱり涙も飛んだ表情で言うと、ゼオルディスは赤く染まった『家族の肖像』を尻しり目めに、アリシアを伴ともなって歩き出した。







「極端というか、本当に片時も眼を離さないんだなあ」

　夜半過ぎ、自室の文ふ机づくえに腰掛けたゼオルディスは、かたわらに椅い子すを持ってきて座っているアリシアをいささか呆あきれた調子で見やる。向かいではレネが、『昇しよう天てんするほど愛して』の設定を考えつつ、二人の動向に眼を光らせていた。

　グラネウスたちの部屋を訪ねてから、すでに二日が過ぎていた。その間アリシアは、ゼオルディスに言われたとおり、ほぼ彼にひっついて過ごしている。

　レネの助言もあり、一応手洗いや着替えなどの時は離れているが、それ以外はひたすら側にいる。例の「お話」を書くために用意してもらった帳面の題名も「ゼオ様観察日記」に変えた。

　思えばアリシアは、ゼオルディスという男について断片的な情報しか持たないのだ。出会ってしばらくはカシュヴァーンたちに「あいつに近寄るな」と釘を刺さされていたし、最近はアリシア自身が避さけていた。

　しかし、アリシアが抱えた違和感を解決するためにはもちろん、グラネウスたちを救うためにも、ゼオルディスのことをもっとよく知らねばならない。人づての情報ではなく、時には本人ですら理解していないような、彼の実像に迫らなければ。

　そのためには、いったん先入観は捨てたほうがいい。最初から順を追って、情報を整理したほうがいいだろう。

「ええと……あなたはゼオルディス・フィラル・ド・シルディーン陛下」

「いきなり呼ばれると、照れるな。ちなみにお前は、いずれアリシア・フィラル・ド・シルディーンになる」

『昇天するほど愛して』の帳面から眼を上げ、ゼオルディスが茶化してきたが、アリシアは彼を構成する要素の確認に懸命だ。

「年齢は、今年で二十四歳」

「そう。カーシュと同じ年だから、覚えやすいだろう？」

　いちいち余分な情報を入れて応じてくれるが、これもごく自然に無視する。

「そういえば、お誕生日はいつですか？」

「俺の誕生日？」

　予想外の質問だったのか、ゼオルディスがちょっと驚いた顔をする。

「あら、覚えていらっしゃらないの？」

「いや、どういう設定だったかな、と思ってな」

　つぶやきに、アリシアははっと身を硬かたくした。

「魔法の呪じゆ文もん」を初めとして、以前から匂わされていたゼオルディスの正体。前王ランドレイがメイドのファネリーに生ませた王子は、出生を偽いつわらされていたのだ。

「ああ、誕生日の設定は変えていなかったのか。冬の頭だよ、アリシア。ちなみにお前は春だったよな？　ごめんな、ちょうどラグラドール行きでばたばたしていて、今年は何も贈おくれなくて。だが安心してくれ、来年の春までには可愛い子供という最高の贈り物を」

「ええと、趣味は読書ですわよね、陛下!!」

　急いで話題を変えると、ゼオルディスは「最近は創作も趣味になりつつあるけどな」と手元の帳面に目を落としながら言った。

「それで？　次は何を知りたい？　身長、体重、それとも性せい癖へきとか？　ちなみに結婚には一度失敗しているが、再婚同士だから問題ないよな、アリシア」

　アリシアが答える前に、さっと話題を変える。

「ちなみに女の好みは、亜あ麻ま色いろの髪で、眼鏡をかけていて貧ひん乳にゆうで、恐怖小説をはじめとした本と金の話が好きで、現実的で現金で、けれど優しい女がいいな」

　ひとつまばたきをしたアリシアは、とりあえずこう言ってみた。

「……ええと、今私は眼鏡をかけていないので」

「ちなみに眼鏡はあってもなくてもいい。というかお前が好みだ」

　とぼけようもない告白をしてから、ゼオルディスは伸びをした。

「さーて、ではそろそろ寝るか。名残なごり惜しいが、じゃあ後でな、アリシア」

　夜着に着替えようと、ゼオルディスが鎖を置いて席を立つ。その背に、アリシアは思い切って声をかけた。

「あの、ゼオ様。よろしければ……、お着替えを見学してもいいですか？」

「アリシア様!?」

　レネが驚きの声を上げ、ゼオルディスもさすがにびっくりしたように足を止めた。

「お？　どうした。やはりはっきり好みを説明すると、さすがのお前も気持ちが動いたのか？」

　ちょっと嬉しそうに反応され、アリシアも慌てて説明する。

「あ、全部を拝見しようとは思っておりません、もちろん！　ですが、通り一いつ遍ぺんの情報は整理し終えてしまいましたし……新しいことを知るには、新しいことをすべきだと思ったんです」

「なるほどな」

　うなずいたゼオルディスは、交こう換かん条件を出してきた。

「つまり、お前の着替えも俺に見せてくれると」

「嫌ですし無理です」

「はは、そう答えると思った!!」

　あっさり諦あきらめたゼオルディスは、襟えり元もとを緩ゆるめながら言った。

「まあいいだろう、俺の肉体美に惚ほれ直すといいさ」

　そのまま彼は、上着の前を開き始めた。朝夕の着替えの際は、アリシアは専用の間仕切りの中に入り、ゼオルディスはその間外で着替えているので、見るのは本当に初めてだ。

「ははは、首輪をつけた女に見られながら着替えるっていうのは、案外面おも白しろいものだな。ジス義兄様には絶対無理そうだが」

　現在グラネウスと共に軟なん禁きんされているはずのジスカルドの名を挙げ、ゼオルディスはくすくす笑う。眼鏡がないためあまり恥ずかしさも覚えず、その様をまじまじと見つめながらアリシアは聞いた。

「ゼオ様は、お着替えに人の手を借りないのですね」

　農民として生まれたゆえか、単なる人手不足のためか、ゼオルディスは別段従者を呼ぶようなこともしない。考えてみればフロリアンがミューゼの「不ふ慮りよの死」に耐えきれず王宮を去って以来、ゼオルディスの身の回りの世話をする決まった男性はいないのだ。

　従僕はしょっちゅう見かけるが、労働環境が劣れつ悪あくなせいか、何せ居着かない。ゼオルディスも最初から定着させる気がなさそうである。

　カシュヴァーン様も、トレイスが戻ってくるまでは特定の従者を持たずにいたのよね……と、奇き妙みような符合を懐なつかしく思い出していると、

「お前だって、基本的にはひとりでなんでもできるだろう？　俺も同じさ。だって、いつ王宮から出て行けと言われるか、分からなかったものな」

　すでにアリシアも自身の「お話」を知っていると分かっているゼオルディスは、平気な口調で危険な発言をする。故こブランガーネ王妃の息子でない上に、父王は自分に替わる王子も王女も不要と考えていた状況では、確かにいつお払い箱にされてもおかしくなかったのだ。

「ですけど、やはり国王陛下ともなると、常に側にいる人間が必要ではありませんの？　クリストン卿を、近きん侍じとして指名なさるのかと思っていましたわ」

「はは、どうかな？　マーベリックはいつも俺の側にいることに耐えられるほど、神経が太くないからな。俺としても、あいつは肝かん心じんなところで無神経な上に、からかっても面白味に欠けるところがよくない」

　シャツの釦ボタンを外はずしながら、ゼオルディスは笑う。アリシアもなんとなく、彼がマーベリックに物足りなさを覚えていることを感じ取っていた。

　その点フロリアンのことは、非常に気に入っているように見えていた。フロリアン側の意見は、少々異なるだろうが。

　けれどフロリアンが王宮を出て行った後、ゼオルディスは「俺は奴を友達だと思ったことなど一度もない」と言いきった。

　でも、本当にそうだろうか。

　近侍として長く……ゼオルディスが「図書館の幽ゆう霊れい」だった頃から側にいたフロリアンは、王宮内の詳しよう細さいな情報を持っているはず。なのに、追っ手をかけなかったのだ。

「……ゼオ様は、マーベル卿に戻ってきてほしくはないのですか？」

　考え考え、アリシアは尋ねた。

「それとも、戻って来てほしいから、わざとあの方を行かせたのですか……？」

　気づけば釦をすべて外し終え、裸はだかの胸を覗かせたゼオルディスが意味ありげに笑った。

「せっかく恥ずかしい思いを堪こらえて生着替えを見せてやっているのに、別の男の話とは余裕だな、アリシア。おじさまたちの処刑まであと五日なのに、そんなにのんきに構えていていいのか？」

　ずばりと日にちを口にされ、アリシアははっと我われに返った。

　そうだ。グラネウスたちの処刑まで、もうたったそれだけしかない。

　エルティーナが加わり、巨大な勢力となったティルナードら反乱軍がエルナンド地方に攻め入って来るのは時間の問題。おまけに混乱する状勢に乗じようと、西の大国クルセージュが大軍を集めているという噂だ。

　ただでさえ、王家にとっては不利な状況である。敵側に都合のいい時期を選んで攻め込まれては、籠ろう城じようするにしても長くはもつまい。

　だからグラネウスたちの処刑を大々的に公表することで、反乱軍の足並みが揃そろわないうちに彼らをおびき寄せて倒すつもりなのだ。ジスカルドの処刑をああもあっさりと決めたのは、エルティーナの判断を鈍にぶらせるためでもあったのかもしれない。

「い、いいえ！　そうですわね、マーベル卿のことだって大事ですけど、まずはゼオ様自身のことをもっとよく観察しないと……!!」

　眼鏡を直す癖くせを出したアリシアの注目を浴びながら、ゼオルディスは腰のベルトに手をかけた。

「ところで、全部を見たい訳じゃないという話だが、実際のところはどこまで見たいんだ？」

「え？」

「いずれ子作りに励はげむことを思えば、今ここですべてを見せても、俺は別に構わんのだがなあ」

　ためらいのない動作で留め金を外そうとしたゼオルディスの手をレネが摑み、そのままくるりと彼の体を反転させながら警告する。

「後ろはとにかく、前を見せたらもぎ取ります」

「それはやめてくれ、子供が作れなくなる」

　笑いながら言ったゼオルディスは、二人に背中を向けたままシャツを床に落とした。日頃領地内を駆け回り、鍛たん錬れんに余念のなかったカシュヴァーンには劣おとるものの、十分に鍛きたえた背中の筋肉が露あらわになる。

　やっぱりカシュヴァーン様のほうがすてきだわ、と思い出してぽっと頰を染めたアリシアだったが、次の瞬間立ち上がってまじまじとゼオルディスの背中を眺ながめた。

「びっくりさせるなよ、抱きついてくれるのかと思ったじゃないか？」

　鼻先をくっつけそうなほどの距離で眼を凝こらすアリシアを、ゼオルディスがからかう。だが集中したアリシアは、軽かろやかに彼の声を無視した。

「この傷……」

　たぶん右眼を縦断したものより古いだろう。右肩を斜ななめに過よぎる幅広の古傷は、最も早はやあざに近い。

「どれだ、肩のやつか？　そいつは子供の頃、剣の稽けい古この最中に指南役が手を滑すべらせたんだ。痛かったんだぞ、俺も久しぶりにわあわあ泣いてなあ」

　言われてみれば、カシュヴァーンの体にもこんな傷が残っていた気がする。何かと敵の多い人生を送ってきた彼の体にも、大小たくさん傷はあった。

　しかし、それにしてもゼオルディスの体には傷が多い。

「こちらは？」

「腰は落馬した時のやつかな」

　肩の傷と同じぐらい古びた傷を指し、ゼオルディスが経いき緯さつを説明してくれる。

　よく見れば傷は背中だけではなく、腕うでや腰にもあった。たぶん今は見えない胸や、ズボンの下にもあるのだろう。

「えーと、これはナイフ。これはなんだっけな、犬に嚙まれたんだったか？」

　器用に腰をひねりながら、案あんの定じよう胸にもあった傷を指しての説明に、アリシアはまた違和感を覚えた。

「こんなにたくさん……それも、みんな同じぐらいの古さの傷ですわね。新しい傷は、ほとんどないみたい……」

　恐怖小説を読み慣れ、迫力満点の挿し絵も数多く見てきたアリシアである。傷の具合には詳しい。

　仮に子供の頃のゼオルディスが、過度のおっちょこちょいだったとしても、時期が集中しすぎている。それに現在の彼は確信的に道化を演じることはあれど、おっちょこちょいとはほど遠い。

　ふと、別の青年の傷だらけの背を思い出した。ゼオルディスの「友達」、ティルナードだ。

　両親を失い、後こう見けん人にんの間をたらい回しにされていた際、ティルナードはゼオルディスと出会った。社会勉強のため、身分を隠かくして同じく名家を転々としていたゼオルディスは、ティルナードを「友達」としながらひどくいじめ……「やくたたず」「むだめしぐらい」というような、むごたらしい文句をその背に刻きざませたのだ。

　では、もしかすると、ゼオルディスの傷も。

「……レイデン伯爵様の背中にひどいことをされたのは、ゼオ様もこういうことをされたから……？」

「ちょっと違うが、大体合ってる」

　事もなげに答えられ、息を飲む。ちょっと違う、の部分が気になるが、ティルナードの背に刻んだ傷にもやはり意味があったのだ。

「まさか、お命を狙ねらわれていましたの？　……お父様、とかに。お顔の傷も、そのため……？」

　自身が永遠の王たることを求めるあまり、娘も息子も王位簒さん奪だつ者しやとみなしていた前王ランドレイ。彼が差し向けた暗殺者が仕留め損そこなったゆえの傷かと考えたのだが、アリシアの推理は軽く笑い飛ばされてしまった。

「はは、だったらむしろよかったな。あの父様に、そんな度胸があるものか！」

　けらけらと笑って、またベルトの留め具に手をかけた。

「さて、寒いから俺もちゃんと着替えていいかな？　お前も着替えろよ、アリシア」

「え、あ、はい……そうですわね」

　本日の手がかりはこれでおしまい、ということらしい。このまますべてを見せられても困るので、アリシアはおとなしくレネと一緒に間仕切りの向こうに引っ込んだ。







　ゼオルディスの体にある傷への違和感を引きずりながら、アリシアはいつものように彼と一緒に眠りに就ついた。

　翌朝、まだそのことを気にしながらも朝食を終えたアリシアは、部屋に戻る途中でなんとなく城内が騒がしいことに気づく。吹き抜けになっている二階の通路を歩く途中、一階へ続く大階段を見下ろせば、最近には珍しく人の出入りが激しい。

「あら、もしかして今の方は、ラグラドールの……？」

　浅黒い肌はだ、動きやすさを重視した身軽な皮かわ鎧よろいの装備。傭よう兵へい国家ラグラドールの民と思おぼしき兵士たちまで、王宮内のあちこちをうろうろしているとは。

　兵士も兵士で首輪をつけられ、ゼオルディスの後をついて歩くアリシアに度ど肝ぎもを抜かれたようだ。アリシアには意味の分からないラグラドールの言葉を交まじえ、「やっぱりシルディーンの文化は違う」などと興奮してささやき合っている。

「姉様とティルたちを迎え撃うつためには、準備が必要だからな。ありったけの勢力を、王宮に集めている最中なんだ」

　ゼオルディスも立ち止まり、下を見ながら説明してくれた。レネは警けい戒かい対象が増えたと思ってか、微び妙みように険けわしい顔をしている。

「……そうなんですか。では例の『お話』は、急がなくてはなりませんわね……」

　締め切りが近づいてきたことを実感し、アリシアもぶるっと身を震わせた瞬間だった。

「アリシア様!?」

　聞き慣れた青年の声に、アリシアは驚いて振り返る。

「あら、まあ、その声……トレイス!!」

　駆け寄ってきた金髪の青年は、『家族の肖像』にも描かれていたトレイスだ。しかし地味で控えめな容姿自体に変化はないが、服装には雲うん泥でいの差がある。

「まあ、どうしたのトレイス？　どうしてここに……ディネ、いえ、アズベルグのお屋や敷しきにいたはずでは？　それにその格好は、まるでどこかの王子様……？　いえ、お姫様……？」

　グラネウスの悪趣味とは、また趣おもむきが違う。白いフリルとレースに飾り立てられたトレイスの姿は、さながら高貴な生き人形である。

「わ、私の格好など、どうでもいいでしょう！　それよりアリシア様、いかがなされたのです、そのく、首にある輪は……!!」

　並みの聖職者より清らかな心を持ち、ライセン夫妻の触ふれ合いにさえ「破は廉れん恥ち!!」と繰り返してきたトレイスだ。真っ昼間から首輪をつけられ引きずり回される、という状況を受け入れられるはずもなく、顔を真っ赤にして口をぱくぱくさせている。

「もちろん俺からの、愛の贈り物さ」

　アリシアの肩を抱きながら、ゼオルディスがとどめを刺すかのように言えば、両手を組んで祈り始めた。

「あああ、カシュヴァーン様がもたもたしているからッ!!　膝ひざ枕まくらに続き首輪まで、国王陛下に先を越されたじゃないですか……!!　何をやっているんだあの馬鹿、早く帰って来い……!!」

　よほど混乱しているらしく、敬語を忘れて罵ののしった彼の肩に浅黒い手が乗った。

「おやおや、急に走り出したからどうしたかと思ったじゃないか？　子こ猫ねこちゃん。まさか、あたしから逃げる気じゃないだろうねェ？」

「ひい!?」

　トレイスが大おお仰ぎような声を上げて飛び上がり、レネがかすかに眉をひそめる。

　いずれの反応もどこ吹く風で、突然現れたラグラドール人の美女は艶あでやかな笑みを浮かべた。

「これは国王陛下、このたびはわざわざ王宮までお招まねきいただき、光栄の至り」

「こちらこそ、名高いキャストリー伯爵の手を借りられるとなれば心強い。乱心した姉様と、裏切り者のティルの討とう伐ばつ、よろしく頼むぞ」

　ゼオルディスと挨あい拶さつを交かわす彼女のことを、アリシアも覚えている。常に真っ赤か真っ青さおか真っ黄色で派手に飾かざり立てたその姿は、多少視力が悪くても判別しやすいのだ。

　どこかあだめいた美び貌ぼうを誇る長い黒髪の美女、シャンテ・キャストリー。今や王家の直ちよつ轄かつ地ちになってしまったアズベルグを分割統とう治ちする、三人の傭兵団長のひとりである。

　ありったけの勢力、とゼオルディスは言ったが、ついにラグラドールやクルセージュとの国境の地でもあるアズベルグの守りすら放り出してしまったらしい。ラグラドールの内戦が終結したらしいことは聞いたが、そうであればこそ、ラグラドール人が大挙して攻め込んできたりしないのだろうか？

　考え込んでいるアリシアに、女にいっさい興味のないシャンテが珍しく話しかけてきた。

「お姫様も、久しぶりだねェ。はは、なかなか可愛い格好をしているじゃないか、お似合いだよ」

　分かりやすい皮肉だが、アリシアには通用しない。他に気になるものがあれば余計だ。

「ありがとうございます、シャンテ様。ところでトレイスの服は、シャンテ様の見立てですか？」

「……相変わらずだねェ」

　肩を竦めたシャンテだが、トレイスの衣装については彼女も語りたかったのだろう。話に乗ってきた。

「可愛い子猫ちゃんにはぴったりだろう？　本当は宝石で派手に飾り立てたかったんだが、慎つつましい子猫ちゃんが嫌がるんでねェ」

　なるほど、原色の組み合わせを好むシャンテにしては、清せい楚そな趣味である。元々三十歳未満の美青年・美少年の取り巻きを連れた彼女だから、側に置くのは可愛いものがいいのだろう。

「こ、この服だって、私は納得は……!!」

　まだ妥協点には遠いとトレイスは訴えるが、シャンテは鋭するどいひと睨にらみで彼を黙らせた。そして、視線を近くの柱の陰かげにやる。

「ああそうだ、お姫様。あんたに会わせたい奴がもうひとりいる。そんなところに隠れていないで出て来な、ディネロ」

　思わぬ名前に息を飲むアリシアの視界に、淡あわい金髪が映り込んだ。

「あら……お瘦せになったというか……、だいぶ大きさが減りましたね？」

「……ディネロ、顔を合わせづらいのは分かるが、命令だ。とっとと全身を出しな」

　髪の一部だけ柱の陰から覗かせた青年に、シャンテが容よう赦しやなく命じる。観念したのか、ためらいがちなしぐさでゆっくりと、大柄な人影のすべてがアリシアの眼の前に現れた。

　大柄すぎてシャンテの寵ちよう愛あいは得られなかったが、一般的には彼のほうが受けがいいだろう。淡い金髪と、彫ちよう像ぞうめいた静かな美しさを持つアズベルグ地方の地方伯、ディネロ・アズベルグだ。

「……ディネロ様……」

「……アリシア」

　互いの名を呼んですぐ、互いに押し黙る。これではいけないと、アリシアは思い切って自分から口火を切った。

「あの、どうして、こちらに……？」

「シャンテに、ついて、来いと」

「リドレックは……？」

「まだ、体調が、思わしく、ない。アレクは、荷運びを、している」

　家か令れいリドレックに代わり、執事見習いのアレクトールがついて来ているらしい。

「そうですか、コゼット様もお留守番……？」

「ああ」

「そ、そうですわね、あの方はここに来るだけで、大変でしょうし……」

「ああ」

　アズベルグ家の人々の動向をひととおり聞いてしまうと、ぱたりと会話は途と絶だえた。うつむく二人の間に流れる気まずい沈ちん黙もくを、シャンテが意地悪く笑い飛ばす。

「おやおや、どうした？　一度は結婚まで考えた二人だってのに、盛り上がらないことだねェ」

　嫌みたらしい茶々に、ゼオルディスも乗ってきた。

「久しぶりだな、ディネロ。ちょっと瘦せたか？　まあそうだよな、いろいろあったことだし」

　親しげに肩を叩き、笑いかけるゼオルディスからディネロはついと眼を逸らす。あまり表情を変えないはずの彼なのだが、眉み間けんにかすかなしわが寄っていた。

　無理もない。家令のリドレックが伏せっているのをいいことに近づいてきて、「アリシアを手に入れろ」とそそのかしてきたのはゼオルディスなのだ。しかもディネロが「いい奴」にしかなれないことを見越して、彼が何より大切にしていた領地をラグラドール人に売り渡した。

　黙っているディネロに、ゼオルディスははっきりと宣言する。

「積もる話はまたゆっくりと、と言いたいところだが、お前はまだアリシアに未練がありそうだからな。悪いが彼女は俺のお姫様だ。近づくのはやめてくれ」

「いいえ、違います、私はカシュヴァーン様のお姫様です!!」

　間かん髪はつを容いれずアリシアが叫べば、ディネロの口元にほろ苦い笑みが浮かんだ。

「……そう、だな。あの時は、本当に、すまなかった」

　長身を折り曲げ、深々と謝罪されて、アリシアは慌てた。

「い、いえ、お気になさらず!!　私はもう……、その、気にしていませんから」

　あたかも婚約者であるかのように扱われ、かなり際きわどい行為にまで及およんだことを、アリシアだって忘れた訳ではない。時間を置いて顔を合わせたことで気まずさが増し、ぎくしゃくした空気になっていることも事実だ。

　だが、過去は振り返らない主義である。かんしゃく持ちで有名なカシュヴァーンと違い、いつだって「いい奴」でいられるディネロの心に毒どくを吹き込んだゼオルディスさえいなければ、あんなことにはならなかったはず。

「……気にしていない、か」

　さっぱりと笑うアリシアに対し、ディネロは多少複雑そうである。そこにまた、シャンテが含ふくみ笑いをしながら割り込んできた。

「ははは、ディネロはまたふられたねえ。だが安心していいんじゃないかい？　王様。こいつときたら、毎日毎日、お姫様に悪いことをしたと祈ってばかりいたからねェ。本当につまらない男さ」
















　思わぬ言葉に、アリシアは眼を丸くした。

　ディネロは元々〈翼の祈り〉への信仰が篤あつく、朝夕の祈りは欠かさなかった。だが、自分のために祈ってくれていたとは思わなかった。

「ディネロ様……」

「当然の、ことだ」

　静かにうなずくと、ディネロはまた柱の陰に引っ込んでしまった。

「あら、ディネロ様、そんなに物陰がお好きでした？」

　不思議に思ってアリシアが聞くと、ぼそぼそとした声が返ってきた。

「……お前が、俺を、嫌だろう。本当に、悪かった」

「あ、ご、ごめんなさい、気を遣つかわせてしまって……」

　かえって恐きよう縮しゆくするアリシアだが、同時にディネロに抱いだいていたかすかな恐怖心が消えていくのを感じた。やはり彼の根本は、時にカシュヴァーンを嫉妬させるほどの「いい奴」だったのだ。

　一方、シャンテはもっと揉もめるものと思っていたのか、面白くなさそうに鼻を鳴らす。しかしすぐに、別のおもちゃを見つけたようである。

「ふん、ところで、どこかで見たような小娘の眼つきがうっとうしいねェ」

　懐かしい顔ぶれの登場にも反応せず、ただ静かにシャンテを睨んでいたレネを彼女は蔑さげすむように見た。

「バルロイの間抜けが失しつ脚きやくしたことについて、あたしを恨うらむのは筋違いってもんだよ、嬢ちゃん。情勢を見る眼がなかったあいつのせいだ」

「……黙って下さい。あの方の悪口は許さない」

　冷たい怒いかりに震えるレネを、シャンテは小気味よさそうに見下ろす。

「悪口じゃなくて本当のことだろう？　シルディーン貴族なんぞと馴なれ合ったばかりにこのざまさ。ライセン公こう爵しやくとやらを始末する機会はいくらでもあっただろうに、情でも移ったのかねェ。年を食った男同士の仲良しごっこなんざ、みっともないだけだってのに」

「カシュヴァーン様は、まだ二十四歳です!!」とアリシアは力説したが、ゼオルディスが「残年ながら、俺と同い年には見えないからなぁ」と付け足した。

　シャンテもゼオルディスと同じ意見らしい。好みの範はん疇ちゆうから外れた男には残ざん酷こくな彼女の舌ぜつ鋒ぽうは、バルロイからカシュヴァーンへと標的を変えた。

「ふん、だがライセン公爵もとんだ間抜けだ。着々と包ほう囲い網もうを作られていることも知らないで、バルロイはとにかくディネロのことも信じきっていたんだからねェ。この手の『いい奴』がどんな汚きたない欲望を隠しているか思い至らなかったあたり、あの男もしょせんはおぼっちゃんだよ」

「……!!」

　カシュヴァーンを、そしてディネロまでも貶おとしめる言葉に煽あおられ、アリシアの胸の内で炎が揺らめき始める。最愛の夫が追放の憂うき目に遭あうまで知らなかった火を、なおも続くシャンテの嘲ちよう笑しようが激しく煽あおり立てた。

「はは、だが結局『いい奴』には完全に奪い取る勇気はなかった訳だ。シルディーンの男は腰抜け揃いだねェ、いっそ全部あたしらの直轄地にしちまえば」

「……そんな言い方は」

　物陰にいるディネロの分までぎゅっと拳こぶしを握り、言い返そうとした時だ。

　フリルとレースに飾られた手が伸びてきて、一歩踏み出そうとしていたアリシアを制した。

「おやめ下さい、シャンテ様」

　トレイスだった。決然としたその表情は、たまにカシュヴァーンに兄貴風を吹かせる時と同じ不思議な侵おかしがたさがある。

「レクサンドール子爵は、なんだかんだと言いながら常に女性には優しい、懐の広い方です。カシュヴァーン様は、まあ近年眼と頭が悪くなる一方ではありますが、私の主であり、友であり、弟のような存在であり……何よりアリシア様の、最愛の旦だん那な様さまです」

　続けてトレイスは、柱の陰に引っ込んだままのディネロにそっと視線を向けた。

「アズベルグ公爵は、確かに一度は無体な真似もなさいましたが、高こう潔けつな本分を取り戻された。それはある意味、死ぬまで過ちを犯さないよりも難しいことです」

　シャンテが心ない言葉で腐くさした男性陣の美点を、彼はひとりひとりていねいにすくい上げていく。

「そして、シャンテ様。二十代以下の男性相手限定ではあるが、あなたは頼りがいのある立派な指導者です。であるからこそ、愛あい玩がんされる年齢を過ぎても、みなあなたの団にとどまって懸命に戦っている。どうぞその美徳を、もっと広い範囲の人々に分け与えて下さい。それが結局、あなたのためにもなります」

　本物の聖職者のような、穏おだやかさと抗あらがいがたさが同居した説教をされて、シャンテはすねたように眼を逸らす。

「……ふん、何さ、いちいちそうやって、型にはまった説教ばかり……本当につまらない男だよ、お前は。シルディーンにはつまらない男しかいやしない」

　少女めいたふくれっ面つらを見せたのも束つかの間ま、「す、すいません、つい癖で」と及び腰になったトレイスをぐいっと抱き寄せて、

「このあたしにそんな風に口答えするなんて、後で覚えておいで？　子猫ちゃん。さて、お前さんには、どんな色の首輪が似合うかねェ……？」

「ひっ!?　い、いやその、ですから私は、一度は聖職を目指した身でして……!!」

　わあわあ騒ぎ出したトレイスを捕まえたまま、シャンテはアリシアたちに不敵な笑みを向けた。

「そういう訳で、しばらく厄やつ介かいになるよ。ディネロ、お前も来な！」

　くいっとあごをしゃくると、シャンテは部下らしきラグラドール人の一団に向かって歩き出した。

　ディネロは律りち儀ぎに、柱の陰を渡り歩きながら去っていった。







「カシュヴァーン様には右腕として扱われ、ディネロ様にも執事として求められ、シャンテ様には子猫ちゃんとして飼われ……トレイスは本当に、たくさんの人に愛されているんですのね」

　次第に遠くなっていく悲鳴を聞きながらアリシアが微笑めば、ゼオルディスも同意を示す。

「全くだ。シャンテが飽あきたら、俺がもらおうかな？　マーベリックよりは、側に置いても面白そうだ」

　今ごろ城内をかけずり回って働いているはずのマーベリックの名を出して笑う彼に、アリシアは首を振ってみせた。

「いいえ、トレイスはカシュヴァーン様のものです!!」

「……だよなあ。本当に、羨うらやましいよ、カーシュ」

　いつものようにふざけるでもなく静かにひとりごちると、ゼオルディスは別の質問をしてきた。

「思わぬ刺し激げきを受けた訳だが、そろそろ『お話』はまとまりそうか？　アリシア」

「え、あっ……、あっ!!　そうでした、あと四日……!!」

　懐かしい面々との話にうっかり時間を食ってしまったが、こうしてはいられない。急いで執しつ筆ぴつに取りかからねば。

　でも、まだ「お話」の方向性すら見えていないのだ。むしろ多様な刺激を受けすぎて、気が散ってしまったようでさえある。

「うーん、うーん、どうしましょう……首輪をつけてお姫様に飼われるのは、ごく一部の王子様向けのハッピーエンドよね……」

　アリシアの焦あせりを感じ取ったか、ゼオルディスがおもむろに腰に手をやった。

「仕方がないな、やはり俺のすべてを見せて刺激を与えてやろうか」

「もぎ取ってすりつぶしますよ、陛下」

　シャンテとの言い合いの余波が残っているのか、レネの突っ込みはいつも以上に殺さつ伐ばつとしていた。







　一行書いては二行消し、三行書いては初めから読み返し。何度それを繰り返したことだろう。

　深夜の国王の私室にて、一心不乱に帳面を文字で埋うめていたアリシアは、参考書として脇わきに置いていたエルティーナの愛読書の山を見やる。

「似たような内容ばかり、なんて思っていてごめんなさい……一本のお話を書くのって、本当に大変なのね……」

　やはり「似ている」とは「違う」ということなのだ。大まかなあらすじは同じでも、少し表現や構成を変えればがらりと雰ふん囲い気きが変わる。脳内にある理想とずれが生じてしまう。

「大丈夫か？　アリシア。締め切りは明後日あさつてだぞ。ついでに言うが、処刑開始は明後日の昼からだからな」

　寝台の上でこちらも執筆作業をしていたゼオルディスが、あくびをしながら声をかけてくる。

「俺たちのほうが先に書き上がりそうだよな、レネ。やはり障しよう害がいがあると恋愛ものは燃える」

「そうですね……アリシア様、私もお手伝いしましょうか？　戦闘と筋肉と無精髭の描びよう写しやならお任せ下さい」

「いえ、大丈夫!!」

　ほとんど帳面に眼をくっつけるようにして一心不乱にペンを動かし続けたアリシアは、やがてほうっと大きく息を吐いた。

「……できたわ!!」

　満面の笑みを浮かべて歓かん声せいを上げたアリシアに、ゼオルディスが興味津しん々しんの様子で近づいてきた。

「お、できたのか！　すごいな、意外に早かったじゃないか」

「え、ええ……方向性が決まれば、あとは早かったですわ。リュクもがんばっているようですし」

　八割方完成した「家族の肖像」に赤絵の具をぶちまけられたリュクは、鬼き気き迫る勢いで描き直しを行っているという。絵はできたが絵師が処刑された、などということにならないためにも、ここでアリシアが踏ん張らねばならない。

「読んでもいいか？」

「ええ、もちろん。お気に召めすといいのですけど」

　ちょっとどきどきしながら、アリシアは「ゼオ様観察日記」を渡した。そういえば題名も別のものを考えないといけないわね、と思いつつ、うなずきながら頁を繰るゼオルディスを見やる。

「ふんふん、なるほど、そうだよな、最初のほうは俺が話したことにかなり忠実になっている。王子様の悲ひ惨さんな描写が異様にうまいのが、実にアリシアらしい」

　ゼオルディス、それに〈翼の祈り〉の聖職者であるナディールが教えてくれた「お話」については独自の解かい釈しやくは加えていない。悪役である「王様」や「宰相」の造形をちょっぴり人間離れさせたり、かわいそうな王子様の怪け我がの描写を大おお袈げ裟さにした程度だ。

「はは、なるほどね、男遊びに夢中の母親が来てくれなくても、体中に傷を作りながら一生懸命立派な王様になろうとする王子様……かわいそうに」

　息子と引き離された当初は泣きじゃくっていたが、やがて泣かなくなったというファネリー。彼女についての描写は若干迷ったが、ぼかしても仕方がないと、ナディールに聞いた話をそのまま書いた。

「……ん？　おい、大丈夫か、アリシア。もうほとんど頁がないぞ」

「ええ、だって、ゼオ様がそのあたりまでしか手がかりを下さらなかったので」

　あくまで自分で考えろと言いたいのか、アリシアが率そつ直ちよくに尋ねても、ゼオルディスはなかなか細かい部分を教えてくれないのだ。なぜ図書館の地下に閉じ込められていたのかなど、詳しく知りたいところほど話をはぐらかされる。

　時間があればもっと詳しく聞いてから書きたかったのだが、三人の命がかかっているのだ。肝かん心じんなのは最後なのだから、細かい部分はこの際省略していいと判断した。

「でも、大丈夫です。かわいそうな王子様は、ちゃんと残り頁数で幸せになれます!!」

「へえ、そいつは楽しみ──……」

　断言するアリシアに笑っていたゼオルディスが、最終頁をめくった瞬間固まった。




『なんだかんだありましたが、かわいそうな王子様は、王子様の体中の傷のことなど気にしないお姫様と巡めぐり会って、いつまでもいつまでも幸せに暮らしました』




　一頁前まで顔から血を流しながら泣いていた王子様の「お話」は、そこで終わっていた。

「どうですか？　いろいろ考えましたけど、これが最高のハッピーエンドだと思うんです」

　横から覗き込んだレネが「斬ざん新しんです」と褒ほめてくれたので、アリシアは会心の笑みを浮かべて説明した。

「だって、『かわいそうな王子様が幸せになるお話』でしょう？　かわいそうな部分はちゃんと書きましたし、最後はこれで締めればなんでもめでたしめでたし、頁数も節約できて、経済的……、きゃっ!?」

　引き裂かれた帳面の破片が宙を舞う。

「だめだ、アリシア」

「ゼオ様観察日記」の文字を半分に裂きながら、ゼオルディスは笑っていた。明るく、快活に。

「これは、『王子様』の望むハッピーエンドじゃない」

　最後に執しつ拗ように細かくちぎった紙片を床にばらまいて、大きなあくびをする。

「今日は疲れただろう？　もう寝よう。そしてまた明日から、じっくりと俺のことを知って、今度こそ俺が読みたい『お話』を書いてくれ。じゃあ、おやすみ」

　言うだけ言って、さっさと寝台に潜もぐり込んでしまったゼオルディスを、アリシアは呆ぼう然ぜんと見つめた。

「……アリシア様……」

　レネが、そっと声をかけてくる。

「私なら、子供を産めないお姫様と結婚して下さる王子様に、無精髭さえ生えていれば満足ですから……」

「……ありがとう、レネ。でも、大丈夫よ。まだ時間はあるもの」

　深くため息をついたアリシアは、掃そう除じは後回しにすることにして寝台に向かった。

「……ごめんなさいね、リュク」

　一度できあがったものを頭ごなしに否定される、というのはアリシアでさえこたえるものだ。安あん易いに描き直しを命じて悪かったと、少し反省した。

「でも、人がしないような、しんどいことをするからお金になるのだし……やっぱり角は、譲れ、な……」

　一気に押し寄せた疲労に、意識がさらわれていく。アリシアはそのまま、ことんと寝入ってしまった。







　かすかな寝息を立てているアリシアの横で、ゼオルディスが彼女に向けて寝返りを打つ。

「陛下、寝ている女性に悪戯いたずらするなど、破廉恥な真似はおやめ下さい」

　気配を敏びん感かんに察したレネがトレイスのような注意をしたが、ゼオルディスは「分かってるよ」と笑うだけ。

「起きていると、警戒されるからな。無防備に俺の腕の中で眠るアリシアは、夜しか見られない」

　深く寝入ったアリシアに体をすり寄せ、嬉しそうに笑うゼオルディスにレネがため息をついた。

「……お気持ちは分かりますが、毎晩アリシア様の寝顔ばかり見ておられないで、もう少し眠ればどうです」

「はは、やっぱりお前にはばれていたか」

　横になったまま、ゼオルディスが器用に肩を竦める。夜はいつもアリシアが眠るまで起き、朝は彼女が目覚める前に起きていることを、護ご衛えいとして同じようなことをしているレネは知っていた。

「だって、ようやく俺のお姫様が手に入ったんだからさ。眠ってしまうなんて、もったいないだろう？　少しでも長く、この幸せを感じていたいんだ」

「そうですか。では、ご自由に」

　あっさり突き放されたゼオルディスは、隣となりのアリシアを抱き締めてうっとりと眼を閉じた。とても幸福そうだった。











第三章　届かない






　翌朝、目覚めるなりアリシアは、まだ敷しき布ふの上に横になっているゼオルディスに単刀直入に頼んだ。

「ゼオ様、今日は図書館に行きたいです。そこで、あなたの『図書館の幽ゆう霊れい』時代のことをお聞きしたいです」

「直球で来たな、アリシア」

　毎朝やけに寝起きのいいゼオルディスは、にやりと笑って快かい諾だくする。

「ま、本当にもう時間がないものな。いいぜ、朝食を食べたら行こう」

　あっさり承しよう諾だくを得られて、アリシアは安あん堵どの息をついた。ここで了解を得られなければ、レネに頼んで彼を拉ら致ちするところだった。

「そうしないと、レネが獲え物ものを見る眼で俺を見ているものなあ？　まあ、そこまで求められるのも悪い気はしないが……、おっと？」

　超人的な察知能力を誇ほこるレネはもちろん、ゼオルディスも、そしてアリシアもいっせいに部屋の外へと眼を向けた。理由は、何かが倒れたような派手な音がしたからだ。

　大きな音は一度では終わらなかった上に、段々音源が近づいてくる。明らかに王の私室を目指しているようだ。

「も、もしかして、エルティーナ様たちが攻め込んでこられたの……？」

　期待してしまったアリシアだが、レネは首を振った。取り出しかけたナイフをしまいながら、気の毒どくそうな声を出す。

「いえ、別の方です。しかし……私たちに危害を加えるつもりはなさそうですが、大丈夫なのでしょうか、あの方は」

　どなたなの、とアリシアが聞く前に、部屋の扉とびらが勢いよく開け放たれた。

「陛へい下か!!」

　かすれた大声でゼオルディスを呼び、そのまま覚おぼ束つかない足取りで室内に踏ふみ入ってきた青年を見るなり、アリシアはびっくりして飛び上がってしまった。

「きゃっ、まあ、クリストン卿きよう!!　まあ……、どうなさったの？　まるでオーデル侯こう爵しやく様みたい、いいえ、それ以上に見事なやつれよう……!!」

　グラネウスとジスカルドが爵しやく位いを返上するのなら、と、大だい胆たんにも彼らと同じ侯爵の地位を要求したマーベリックだ。父以上の爵位を得、躍おどり上がらんばかりに喜ぶ姿を見て以来、そういえばまともに顔を合わせるのは初めてである。

「トレイスといい、あなたといい、最近地味で普通な方々が熱いわねえ……」

　疲ひ労ろうと寝不足に腫はれた眼、肉がそげた頰ほお。吸きゆう血けつ鬼きに生気を吸われた犠ぎ牲せい者しやのごとき容よう貌ぼうとなったマーベリックは、最近エルティーナの好きな本ばかり読んでいたアリシアの眼には一層好ましく映うつった。

　おまけに彼は、額ひたいに大きな青あざを作っていた。上着全体が右に引っ張られたようにずれて深いしわができているし、ズボンの膝ひざに真新しい破れ目がある。地味ながら小こ綺ぎ麗れいな貴族の子弟、だからこそ周囲に埋まい没ぼつしてしまうという普段の印象とは全く違っていた。

「危ない！」

　アリシアが興味津しん々しんで見ているうちに、ふらふらと寝台の側に近寄ってきたマーベリックが、敷しき物ものの縁ふちに足を取られて転びかけた。今回はレネが素早く彼を支えたが、なるほど先ほどまでの派手な物音と服装の乱れは、こうやってあちこちで転んだりぶつかったりしていたせいだろう。

　だがマーベリックは、レネに礼を言うどころか彼女の姿が見えていないかのようだ。機械的なしぐさでその手を払うなり、面おも白しろそうに待っているゼオルディスにふらふら近づいていく。

「ああ、陛下、よかった、やっと、やっと捕つかまえた……!!」

　深々と息を吐はいたマーベリックが、逃にがさない、と言わんばかりにむんずとゼオルディスの腕うでを摑つかんだ。ゼオルディスがちょっと顔をしかめるほど、その力は強いようだ。

「いてて、どうした、朝っぱらから熱ねつ烈れつだな、マーベリック。そういう顔をしていると、お前も悪くないじゃないか」

　痛みを堪こらえながらも懲こりない軽口に、マーベリックのまなじりが吊つり上がった。

「ば、馬ば鹿かなことをおっしゃっている場合ではありません!!　今城内がどんな状況か、ひいっ!!」

　悲鳴を上げたマーベリックの背に、いつの間にか浅黒い肌はだの人影が立っている。

「はは、可愛かわいい声で鳴くじゃないか、ぼうや」

　アリシアたちがマーベリックに気を取られている隙すきに勝手に入ってきて、マーベリックの尻しりを撫なでるように軽く叩たたいたのはシャンテだった。

「シャ、シャンテ様、そういうことをなさるものではありません!!」

　彼女の後ろで顔を真っ赤にしているのは、ふりふりレース姿のトレイスである。許可も得ず国王の私室に入るのは気が引けるのか、説教をしながら及および腰ごしだ。

「なんだ、子こ猫ねこちゃん、妬やいてるのかい？」

「そんなはずがないでしょう!?　あなた相手に女性がはしたない、とはもう言いませんが、相手の許可も得ず破は廉れん恥ちな真ま似ねはやめなさいと申し上げているんです!!」

　後ろ手に尻を庇かばいながら叫さけぶトレイスに、シャンテは「ふん、何がそんなはずがないだよ、馬鹿」とぼやいた。レネが何か言いたそうな顔をしたが、シャンテはすぐに不敵な表情に戻ってゼオルディスに話しかけた。

「あたしとしては別にどうでもいいんだが、マーベリックのぼうやが軍議をやれ、やれとうるさくてねェ。どうする？　王様が来ないなら、あたしらが勝手に仕切るよ」

　言われてアリシアは、今にも戦争が始まりそうなこの状況で、ゼオルディスがその手のことを全くやっていなかったことに気づく。さすがに宴うたげなどはもう開いていないが、相変わらずアリシアと一緒に城内を歩き回っては節操なく集められた兵士たちを眺ながめ、「すごいな、城中で仮か装そう舞ぶ踏とう会かいをやっているみたいだ」とはしゃいでいたことぐらいしか記き憶おくがない。

　マーベリックと全く顔を合わせなかったのは、ゼオルディスがわざと避さけていたのだろう。大方こっそりレネに言いつけて、彼との遭そう遇ぐうを回かい避ひさせていたに違ちがいない。

「まあ、では少しだけ……あらでも、私としてはゼオ様に負けてほしいから、軍議に参加されなくても構わないかしら。それに、朝食もまだですし」

　自分勝手な発言をするアリシアの横で、ゼオルディスも渋しぶりだす。

「うーん、そうだな、今日はついさっき、アリシアと図書館に行く約束をしたばかりで」

「朝食!?　図書館!?」

　途と端たんにマーベリックが、眼を剝むいて怒り始めた。ぎりぎりと音を立てそうなほど強くゼオルディスの腕を摑み、

「陛下、今がどういう状況か分かっているんですか!?　オーデル侯爵夫人たちは、すでにフェイトリンまで進軍してきているんですよ!!　兵士の数こそ互ご角かく以上にかき集めましたが、指し揮き系統すらまともに整っていない状態で、あれだけ士気の高い相手と渡り合えるはずがないでしょう!!」

「いててて、分かった分かった、出る、出るって、やめろよ、もう傷はいらないんだよ」

　幽ゆう鬼きのごときマーベリックの迫はく力りよくに押されたか、ゼオルディスが根負けしたように承しよう知ちした。

「もう、いらない？」

　何気ない最後のひと言に、先日見たゼオルディスの体中の傷が脳のう裏りをかすめる。

「じゃあ行くか、アリシア」

　何が引っかかったのか考えようとした矢先、ゼオルディスがアリシアの首輪についた鎖くさりを軽く引いた。

「え、私も軍議に？」

「当然だろう？　だって俺は、お前を愛しているんだ。片時も離れたくないと、ずっと言っているじゃないか」

　それはアリシアも理解している。だからこそ軍議に無関心だったのだろうが、始終彼がちょっかいをかけてくるので、執しつ筆ぴつが進まないことも事実なのだ。

「それに、軍議の席の俺なんて見たことがないだろう？　手がかりになるかもしれないぞ」

「……分かりました、行きますわ」

　そう言われては、同席しない訳にはいかない。そもそも今のアリシアに、ゼオルディスに逆らい通すという選せん択たく肢しはないのだ。

「じゃ、とりあえず着替えるか。ついでだから、このあたりで俺のすべてをお前に見せ」

「もぎ取ってすりつぶして犬に食わせますよ、陛下」

　徐々に近づいてきた冬のごとき冷たさでレネが言い、彼の視線から庇うようにしながらアリシアを着替え用の間仕切りに押し込む。するとシャンテがにっこり微笑ほほえんだ。

「あたしが代わりに見てやろうか、王様」

「よし、じゃあ俺はマーベリックに代わってもらうかな」

　レネに連れられ、間仕切りの中に入ったアリシアの耳に「私はこれでも侯爵の身分でッ、おっ、お助けーっ!!」というマーベリックの悲鳴が届いた。トレイスが止めに入ろうとした様子だが、「子猫ちゃんがぼうやの代わりになるのかい？」のひと言でマーベリックのために祈いのりを捧ささげ始めた。

「着替え……、傷……」

「汚された……」とすすり泣くマーベリックの嘆なげきも気にはなるが、今は他の男のことを考えている場合ではない。今日中にせめて方向性ぐらいは決めなければと、アリシアは決意を新たにした。







　軍議の席として用意されていたのは、先日も宴が開かれた「光の翼の間」だった。乱らん痴ち気き騒さわぎの会場だった時と違い、巨大な長ちよう卓たくと椅い子すが並べられ、怪あやしげな飾りの類たぐいはすべて取り払われている。

　しかし会場内に入ってすぐ、アリシアはゼオルディスに聞いていた。

「あら、やっぱり今日も宴えん会かいですか？」

「ははははは、こればっかりはアリシアの眼が悪いから、では片付けられないな！　俺にもそうとしか見えない」

　楽しそうなゼオルディスの背後で、マーベリックが頭を抱かかえている。その横をすり抜けて、シャンテがいち早く会場内に入っていった。

「てめえら、ちっとは静かにしな！　国王陛下とあの『死神姫』のおでましだよ!!」

　本来ならシャンテの一いつ喝かつは、力強くあたりに響ひびき渡ったのだろう。しかし濃こい酒しゆ精せいと笑い声と怒号が飛び交かう大宴会の最中では、彼女の叫びすらかき消されてしまう。

「光の翼の間」の中は、人種と職業のるつぼだった。

　シャンテらラグラドール人も、シルディーン人もいる。ラグラドール人はすべて傭よう兵へいだろうが、シルディーン人は傭兵と貴族が入り交まじっているようだ。ラグラドールの地酒であるレンブラーをがぶ飲みし、肩かたを組んで笑い合っている者もいれば、今にもこの場から立ち去りたそうな顔をしている者もいる。

　いずれにしても、これはただ朝っぱらから酒を飲んで騒いでいるだけであり、一国の宮殿での軍議ではなかった。地図でも広げるべき長卓の上は酒さか瓶びんとつまみであふれ、椅子を並べて寝台代わりにしているつわものさえいる。

「さてさて、俺の席はどこかな？　マーベリック。そこで寝てる奴やつの腹の上なんか、結構座り心ごこ地ちがよさそうだ」

「こ、こちらに!!」

　広い会場を一いち瞥べつするなり、歩き出したゼオルディスをマーベリックが慌あわてて案内する。少し前ならこの役は、ジスカルドが担になっていたはずだ。

「オーデル侯爵様なら、酔よっ払ってラグラドールのみなさんとけんかになったかもしれないわね……」

　ちょっとくらくらしながらあたりを見回しているアリシアの横で、トレイスがひっそりと息をつく。

「……クリストン侯爵が、おやつれになるはずですね」

　名家オーデル家の当主であり、身分と声望と能力があったジスカルドがあれだけ面おもやつれした役職は、やはりマーベリックには荷が勝ちすぎていたようだ。平時ならもう少しうまくやれたのだろうが、現在の人と金の流出が止まらない状況では要求される能力が多すぎる。

「どうした？　アリシア、お前も来いよ」

「ええ、もちろん!!」

　軽く首輪を引かれ、アリシアは飛びつくようにしてゼオルディスの側そばに行った。正直周りの喧けん噪そうが気になって仕方がないが、今はゼオルディスに集中しなければ。

「アリシア様……、ひっ!?」

　心配そうな顔をしたトレイスも、「子猫ちゃんはこっちだよ」とシャンテに引っ張られ、会場の中に引きずり込まれる。アズベルグ駐ちゆう屯とん軍ぐんが集まった中には、ディネロとアレクトールの姿もあった。

「よしよし、いい子だな」

　瞳ひとみを細め、嬉うれしそうにアリシアの頭を撫でたゼオルディスは、上かみ座ざに用意されていた席に腰掛けた。そこには料理の汁が散ってはいるものの、シルディーン全土の地図と、各勢力の動向が簡単に記しるされている。

「兵士の数だけなら、ほぼ互角ですのね……」

　顔を地図にくっつけるようにして覗のぞき込みながら、アリシアは緊きん張ちようを覚えた。この手のものは見慣れているはずのレネも難しい顔をしている。

「士気はオーデル侯爵夫人側のほうが高いのでしょうが、王家にはラグラドール人がついている。シルディーンでは傭兵に戦いくさを任せるのに慣れておりますし、そもそも長い間平和が続いていました。実戦を知らない兵は多いですからね」

　傭兵団の一員として貴重な意見を述のべるレネだが、すぐ側にいるアリシアだからかろうじて聞き取れた。レネの声が小さかったのではなく、周りがうるさすぎるのだ。

「陛下！」

　ラグラドール語の野や次じが飛び交う中、ようやく現れたゼオルディスの周りに幾いく人にんかの男たちが駆かけ寄ってくる。アリシアにはよく顔は見えないが、声にどことなく聞き覚えがある彼らは、ゼオルディスの政策に感かん銘めいを受けた地ち方ほう伯はくたちだろう。

「陛下、覚えていらっしゃいますか？　わたくしは」

「あー、名乗りはいい、お前らの顔と名前ぐらいは分かっている。で、戦せん況きようは？」

「は？　申し訳ありません、なんとおっしゃいましたか？」

　顔を突き合わせる距きよ離りでしゃべっているにもかかわらず、ゼオルディスたちも互いの声がほとんど聞き取れないようだ。むしろ遠くのほうでシャンテが上げる、豪ごう快かいな笑い声のほうがよく聞こえるほどである。

「おい、うるさいぞお前ら、少し黙だまれ!!」

　やっとのことでこぎつけた軍議だ。マーベリックが必死に叫んでいるが、その声すら誰だれの耳にも届かないのだった。







「光の翼の間」いっぱいに集つどった人々が、三々五々散っていく。後には無む銘めいのレンブラーの黒瓶と、料理の食べ残しと、酔っ払うか殴なぐり倒されるかして気絶した男たちだけが残っていた。

「いやー、面白かったなあ！　ラグラドールの酒はなかなかのものだ」

　レンブラーの匂においを漂ただよわせながらご満まん悦えつのゼオルディスの横で、アリシアも満足の息をついた。

「そうですわね、確かに面白かったのですけど……食べ物もたくさんいただいてしまいましたし。蒸じよう留りゆう酒しゆが発展した地域は、あまりおいしい物がないと本で読んだことがありましたけど、そんなことはありませんでしたわ」

　レネと顔見知りらしき傭兵が彼女とアリシアにちょっかいをかけ、叩きのめされたのがきっかけだった。詫わびにと差し出された素そ朴ぼくな酒のつまみが思いのほか美味で、作り方などを聞きながら舌した鼓つづみを打っているうちに、気づいたらどんどん周りに人が集まっていた。

　ラグラドール人としゃべることに抵てい抗こうのないシルディーン人の娘むすめ、それも噂うわさの「死神姫」というのに興味をそそられたのだろう。トレイスが青い顔をしており、レネとディネロが何人かをつまみ出したりしていたが、アリシアはもらった物を食べて飲んで、楽しく時を過ごしていた。

　そこにゼオルディスが『なんでお前は、俺以外の男とはそうやって楽しそうにするかな？』と乱入。アリシアはひやりとし、地方伯たちが何やら怒ど鳴なっていたが、ゼオルディスはレンブラーの瓶を片手にアリシアの横に陣じん取どってしまった。

　後はもう、ただの気の張らない宴会だった。怒って出て行ってしまったシルディーン貴族も相当数いたが、ゼオルディスはひたすらに楽しそうだった。

　全く楽しくなさそうだったのは、マーベリックとトレイスである。シルディーン貴族の例に漏もれず、ラグラドール人に決していい感情を持っていない様子だったマーベリックは、それを見抜いた傭兵たちのレンブラー攻めで床ゆかに沈しずんだ。トレイスはシャンテにひたすら可愛がられ、最後には死んだ魚の眼になっていた。

「でも、あれでよろしいの？　結局戦の話なんか、ほとんど」

「おや、俺に負けてほしかったんじゃないのか？　アリシアは」

「それは……、まあ、そうですけど」

　曖あい昧まいにうなずいたアリシアは、はっと我われに返った。そうだ、最終的な戦争の勝ち負けも大切だが、先にやらなければならないことがあったはず。

「ゼオ様、図書館に」

「そうだアリシア、腹もいっぱいになったことだし、おじさまたちのご機き嫌げんうかがいに行かないか」

　ぴったり計はかったような間合いで、ゼオルディスが魅み力りよく的てきな提案をした。

「ただの聖職者崩くずれかと思っていたが、あのリュクとかいう絵師は意外と面白い奴だな。知ってるか？　この間俺たちが行った時から、ほとんど寝てないらしいぞ。時々気絶したように倒れてはすぐに起き上がって、『神がこう描けとおっしゃった！』と叫びながらそれはすごい絵を描くらしい」

「まあ……素晴らしいですわ、リュク。本当に生まれ変わったのね……!!」

「気き迫はくに押されて、ジス義に兄い様さまがあいつの言うまま絵の具を混ぜてやっているらしいぞ？　エル姉様が聞いたらすねそうだな。これは明日までしか見られない貴重な光景だ、ぜひ行こう」

「まあ、とても楽しそう!!　カシュヴァーン様の絵は、どんな」

　思わず呼んだその名に、空気が凍こおった。傍ぼう観かん者しやに徹てつしていたレネも、ぴくりと頰を緊張させる。

　だがゼオルディスが「怪かい物ぶつ」の眼をしたのは一いつ瞬しゆんのことだった。傷ついた王子様は、少し切なそうに笑う。

「ああ、そうだな。主おもだった面々の描き直しは終わっているらしい。しかもいろいろと面白い付属品付きで、よりお前が楽しめる絵になっているとか。アリシアが喜んでいる顔を見ると、俺も嬉しいんだ。だからほら、早く行こう」

　軽く手を引かれたが、アリシアは首を振った。

「──いえ、でも、だめです。図書館に、行かないと」

　流されてはいけない。ぼんやりと見えてきた違い和わ感かんの正体を、今度こそ摑み取らなければならない。

「あなたの望む『お話』を書けば……誰も処しよ刑けいされずにすむのでしょう？　生きてさえいれば、締め切りを守るために命を削けずるリュクだって、首輪をつけたオーデル侯爵様だって、また見る機会は作れますわ」

「そうだな。でも、アリシアは絵でもいいからカーシュに会いたいんだろう？　それに、おじさまの新作も完成したらしいぞ」

「えっ？　まあ、ガーゼット侯爵様の新作!?」

　心躍る単語に、アリシアがぱあっと顔を明るくした。久しぶりの彼女本来の笑顔に、ゼオルディスはまぶしげに眼を細める。

「残念ながら、恐きよう怖ふ小説じゃなくて、王道乙女おとめ向け小説だそうだけどな。俺はとにかく、お前は一応乙女なんだし、今書いている『お話』の参考にもなるかもしれないだろう？　だからほら、早く行こう」

　かなり大きく、心がぐらついたのは事実だ。なぜグラネウスがそんな話を今書こうと思ったのかは分からないが、現在のアリシアの手助けになる可能性は高い。

　だが誘さそいに乗ろうとした瞬間、グラネウスの言葉が脳裏に蘇よみがえった。

　──対象について詳くわしく知ることも、創作の上で大切なことだ。

「……いいえ、ゼオ様。確かにガーゼット侯爵様の新作は読みたいですけれど、限りなく読みたいですけれど、今私が参考にするべきなのはあなた自身です。だってガーゼット侯爵様が生きていらっしゃれば、新作はいくらでも書いていただけるのですから」

　目先の欲望を優先した結果、根本的な解決に至れないのなら本末転倒である。そもそも根本的な解決を望むなら、もっと簡単な方法がある。

「いえ、本当は、私が『お話』を書く必要さえないはずです。ゼオ様、スタンバール宰さい相しよう閣かつ下かもお認めになったあなたの能力を、正しい『王』の能力として使って下されば……!!　いっそお気の毒な生まれを逆手に取って、貴族と農民の橋渡しをすれば、先ほどの宴の席のような楽しい席はいくらでも設けられるはずです」

　ラグラドールの傭兵たちは、自分たちを見下してきたシルディーン人の国王を馬鹿にしているのだろう。力を貸してやっているんだからありがたく思え、とばかりに、ゼオルディスがその辺の若者であるかのように気安い口調で話しかけ、ふざけて小突いたりしていた。

　聡さといゼオルディスに、彼らが憂うさ晴らしをしようとしていることが分からないはずがない。にもかかわらず、ゼオルディスはとても楽しそうだった。

　その笑顔に、今感じているような違和感はなかった。

「そいつは買いかぶりだな、アリシア。政治を放り出して、好きな女といちゃいちゃしている男が、立派な王になれると思うか？」

「あれだけたくさんの貴族のみなさんの顔と名前を、ゼオ様は覚えていらっしゃったわ」

　どんちゃん騒ぎの中、会話が成立しないような場面でもぎりぎりで軍議が成り立っていたのは、ゼオルディスがあまり会話をしたこともなさそうだった地方伯たちの情報を把は握あくしていたからである。途中から宴席へと興味が移り、放り出してしまったが。

「そりゃあ、お前よりは眼がいいつもりだけどなあ」

「それに、ラグラドールの方と対等に付き合う判断を下した王は、あなたが初めてのはずです」

　レネもそこは認めているらしく、黙ってうなずくが、ゼオルディスの意見は違うようである。

「父様やイーダルあたりに言わせれば、『奴らと付き合うまでに成り下がった』というところじゃないか？　イーダルは、渋々認めてはいたがなぁ」

　そこでゼオルディスは、急に幸せそうに微笑んだ。

「嬉しいな」

「え？」

「嬉しい。お前が俺のことを一いつ生しよう懸けん命めい見て、いいところを探そうとしてくれる。カーシュの名前にも惑まどわされずに、俺のことを見て、俺のことだけ考えてくれる」

　甘い声、優しい瞳。醜みにくい傷きず痕あとに邪じや魔まされてなお、いやそれゆえに哀かなしいまでに高貴な王子様の表情だ。

「やっぱりお前が、俺のお姫様だな。好きだよ、アリシア。愛してる」

　大きな手が、そっとアリシアの髪を撫でる。宝物を扱うしぐさにためらいを感じたが、結局アリシアは、その手を摑んで止めた。

「……でしたら、あなたのことをよりよく知るために、図書館に行きましょう」

「……やれやれ、つれないお姫様だ。でもそんなところも好きだよ、アリシア」

　懲りない調子で繰くり返し、ゼオルディスは肩を竦すくめた。

「お前がそんな風に熱心に俺の話を聞きたがってくれる時間を、少しでも延のばしたかったんだけどな。でも、まあ、仕方がないか。約束したし、これ以上嫌きらわれたくない」

　諦あきらめを漂わせた口調で言うと、ゼオルディスは王宮の上階ではなく下を目指して歩き始めた。







　赤い煉れん瓦がを積んで作られた王立図書館は、王宮とは別の独立した建物である。

「ああ、やっぱり何度来ても図書館はいいですわね……!!」

　分厚い扉を開いて中に入るなり、アリシアはほうっと感かん嘆たんの息を吐いた。

　以前にも何度か来たことはあったが、「お話」の続きを考えろ、と言われてからは初めてだ。しかしいざ来てしまうと、どうしても読書家の血が騒ぐ。

「歴史書には、いろいろと面白いお話もたくさん載のっているのよね……詩集は何度読んでも意味が分からないものが多いから、何度でも読めて経済的だし……ラグラドール語の辞書は、程よく間違っていて面白いし……」

　並んだ書しよ棚だなに視線をうろうろさせるアリシアの興味は、完全に本だけに向かっている。外を見張っていた兵士たちに「誰も入れるなよ」と命じて扉を閉めたゼオルディスが、含ふくみ笑いを漏らした。

「盛り上がっているところに水を差して悪いが、俺の話を聞かなくていいのか？」

「あら、いけませんわ、つい!!」

「お前がそんなに本を読みたいなら、止めないけどなあ？」

「いいえ、ゼオ様のお話を聞きに来たのですから!!　さあ、そこにお座りになって!!」

　隅すみに用意されていた卓に腰掛けるよう勧すすめると、ゼオルディスは満足そうに笑った。

「そうやってお前から積極的に来てくれると、嬉しいな。とても好かれている感じがする」

　明るく快活な笑みを見て、思わずアリシアは念を押した。

「……嫌いですよ？」

「知ってる。……あんまり何回も言うなよ、悲しくなるじゃないか。また泣くぞ？」

　かすかにうつむくゼオルディスの気を引き立てるように、アリシアは持ってきていた「ゼオ様観察日記その二　幸せになるために（仮）」を卓の上に広げた。

「さあ、なんでもお話し下さい!!」

「なんでもと言われてもなあ……とりあえず、ここでのことから話せばいいのか？」

　苦笑したゼオルディスも、懐なつかしむように広い図書館内を見回す。本の傷いたみを防ぐために陽光が制限され、昼間でも薄うす暗ぐらい館内だが、どこかから差し込んできている光が切れ切れにあたりを照らしていた。

「はい、まず、図書館の地下に閉じ込められたきっかけから」

「社会勉強から帰ってきた俺が、依い然ぜんとしてちょっぴり扱いにくい子供だったからだろうなあ」

　アリシアは小首を傾かしげて尋たずねた。

「ちょっぴり扱いにくいぐらいで、次代の王を地ち下か牢ろうに軟なん禁きんしますの？　スタンバールの宰相閣下は、とっても厳しいお方なのですね」

　セイグラムとどっちが厳しいかしら、と主あるじを鞭むちで引っぱたく執しつ事じについて考えていると、ゼオルディスはくすくす笑い始めた。

「イーダルよりも、父様のほうが参っていたからな。俺が親切に、父様は臆おく病びような上に大した能力もなく、そのくせ嫉しつ妬と深い部分を直せばもっと素晴らしい王になれる、と懇こん切せつ丁てい寧ねいに毎日お話ししただけで、どんどん瘦やせていってしまわれたし」

「……まあ」

　さすがのアリシアも絶句したが、ゼオルディスは悪びれない口調で続けた。

「十二歳の息むす子こがそれだけ聡そう明めいなら、普通の父親はもっと喜ぶだろう？　そういうところも父様は、国王としては相応ふさわしくないお方だったのさ」

「そうですわね、その年でそこまではっきりおっしゃるのは、聡明ですわね……」

　それは確かだ、とうなずけば、ゼオルディスは楽しそうに笑う。

「やっぱりアリシアは面白いなあ、ははは」

　また「好きだ」と言い出すのをさえぎるように、レネが口を挟はさんできた。

「……そういうお方だったから、社会勉強と称して城外に出されていた訳ですか」

「もう少し人との接し方を学べ、と言われてな。確かにあれは勉強になった。本当の身分を隠かくしているとはいえ、スタンバールの宰相から直じき々じきに頼まれた子供にはみんな気を遣つかってくれる。大人が敬うやまう子供には、他の子供も一目置く。俺がひと言命じるだけで、大貴族の子弟たちが右往左往して大変なものさ。農民の子に命令されているとも知らずになあ？」

　あれはディネロの館でのことだった。むごい傷が刻きざまれた、ティルナードの背中を思い出す。

「……それで、レイデン伯はく爵しやく様や、クリストン侯爵様をいじめたのですか？」

　知らずひそめられた声で問えば、ゼオルディスは最近はむしろ珍めずらしくなった、皮肉っぽい笑みを浮かべてみせた。

「いじめたとは人聞きが悪い、ちょっと多めに可愛がってやっただけさ。ティルはやたらと態度がでかくて、周りから浮いていたから、俺が仲間に入れてやったんだ。毎日毎日、悲鳴を上げて喜んでいたぜ？」

「そしてお城に戻って、お父様や他の方をええと……悲鳴を上げるまで可愛がったので、ここへ……」

「『図書館の幽霊』、誕生って訳だ」

　おどけた言い方でいったん締めくくると、ゼオルディスは立ち上がった。

「そうだ、俺が閉じ込められてた部屋に行こう。どうせならそこで話したほうが、臨りん場じよう感かんがあっていいだろう？」

　もちろん異存はなかった。







　地下牢へ続く通路の蓋ふたをレネが開けると、湿しめった空気が流れ出してきた。

「なんだか、前よりかび臭くさいみたいですわね」

　むっと鼻を突く臭しゆう気きは、思ったよりもきつい。眼は悪いが鼻はいいアリシアが思わず言えば、ゼオルディスが意味ありげに笑った。

「誰かさんたちのおかげで、地下に閉じ込められている人間がいなくなったからな。当然見張りも必要なくなったから、手入れがされていないんだろう。やめておくか？」

「いいえ、行きますわ、だってあなたのことを、もっと知らなければなりませんから!!」

　はりきって答えたアリシアの手を取ったゼオルディスは、「気を持たせてくれるよなあ」とくすくす笑いながら狭せまい階段を下おりていく。ぬめりを帯おびた石段に滑すべりそうになりながら歩んでいくと、すぐに見覚えのある鉄てつ格ごう子しの区切りが現れた。

「前にお前がいたのはここだったな。こっちがクロエ、こっちがナディール」

　かつてここに監かん禁きんされていた人々の名前を挙あげながら、ゼオルディスは奇き妙みように整えられた鉄格子内を見やる。表おもて沙ざ汰たにできない貴人専用の牢であったため、グラネウスたちが閉じ込められた貴き賓ひん室しつと造りはあまり変わらない。

「ガーゼット侯爵様も秘ひ密みつ裏りに捕とらえられたなら、こちちに幽ゆう閉へいされたのでしょうね……あの方の趣味なら、むしろこちらのほうがよかったのではないかしら……」

　優ゆう雅がな部屋、悪趣味だが優雅な衣い装しように身を包んだ老ろう紳しん士し、ただし鉄格子つき。違和感満まん載さいの情景を脳裏に描き、ついうっとりしてしまったアリシアの耳に、ゼオルディスの独り言が飛び込んできた。

「やっぱり、ちょっともったいなかったよなあ、クロエは。逃げられる前に、さっさと手を出しておけばよかった。ま、うまく捕つかまえられれば、その機会も……」

「いけません！」

　慌てて止めたアリシアの声が、大きな反はん響きようを伴ともなって牢内に響き渡る。とっさの大声ではあったのだが、それにしても音が大きく、そして不規則に響きすぎだ。

「あら……、ちょ、ちょっとうるさかったですわね、ごめんなさい」

　自分でさえびっくりするような効果に驚けば、ゼオルディスは天てん井じようを見上げている。

「雨が降ってきたようだな。天井の管の中を、水が通っている音がする」

　季節の変わり目に当たる時期のせいか、外ではいつの間にか雨が降り出したようだ。石作りの地下牢であることに加え、湿しつ気け対策のために走る管の空くう洞どうに音が反射して、ここはひどく声が響きやすいのである。

「……ゼオ様は、どれぐらい長い間、ここに閉じ込められていましたの？」

　結構耳はいいアリシアだって、指摘されても管を水が通る音など分からない。「図書館の幽霊」と呼ばれた彼は、一体どれだけの雨の日をここで過ごしたのだろう。

「同情してくれるのか？　やっぱりアリシアは優しいな」

　ゼオルディスは、嬉しそうに微笑んだ。

「分かってるって、クロエのことを持ち出したのは、お前に嫉妬してほしかっただけだ。だって俺が愛しているのはお前だからな。お前にしか手を出さない、約束する」

「私は……、」

　ここでカシュヴァーンの名前を出せば、またゼオルディスは表情を曇くもらせるだろう。彼が求める幸せを探さぐる必要がある今、うまい手ではないかもしれない。

　何より、またゼオルディスが泣き出すかもしれない。

　いや、別に泣いたって構わないのだ。アリシアは彼のことが嫌いなのだから、でも。

「そういえば、ここだったな。ミューゼが殊しゆ勝しような顔をして、俺をお前に押しつけようとしていたのは」

　自分の心の方向性すら摑めず迷っているアリシアに、ゼオルディスが違う話を始めた。

　そうだ、ゼオルディスの「図書館の幽霊」時代から側に侍はべり、彼の最も近しい人間であるマーベル兄妹について。彼らのことも、ゼオルディスを知るために必要不可欠な情報である。

　ミューゼは「不ふ慮りよの死」を遂とげ、フロリアンもそれが原因でゼオルディスを見限り出て行った今となっては、アリシアでさえ話を聞きづらい。だがもう、そんなことを言っている場合ではない。

「……妃ひ殿でん下かが、実のお兄様を愛していらしたことを、あなたは最初からご存じだったのでしょう？」

「最初からじゃないけどな。でも、すぐに分かった」

　あっさりと、ゼオルディスは認めた。薄々そうだろうとは思っていたものの、その呆あつ気けなさには慄りつ然ぜんとしてしまう。

「なのに……、あの方を王おう妃ひに迎むかえ、お、お子様を作って、挙あげ句くにあんな……しかもゼオ様は、あの方のことがお嫌いだったのでしょう……？」

　アリシアはゼオルディスのことが嫌いだと、今でもはっきり胸を張れる。でも、彼が先日のように泣き出すかと思うと、最愛の夫の名前さえ口に出すのを躊ちゆう躇ちよしてしまう。

　混乱するアリシアを、ゼオルディスは妙に達観した眼で見た。

「お前は本当に優しいなあ、アリシア。優しいから、俺やミューゼのような人種の物の考え方が分からないんだな」

「あら、でもお二人も私も、同じシルディーン人のはずですけど？」

「違うって、そういう生物学的な人種じゃない。なあ、現実的で現金で、だけど他人の幸せを壊こわしてまで幸せになろうとは考えない、優しい俺のお姫様。そうじゃない怪物も、世の中にはたくさんいるんだよ」

　カシュヴァーンもしばしば自分を、そして憎にくんでいた父を指して繰り返した「怪物」という名称を、ゼオルディスも口にした。

「報むくわれない愛のため、好きでもない男と結婚し、最終的に世を儚はかなんだ哀あわれな美少女。もしかするとお前まで、あいつをそんな王道悲劇のヒロインだと思っているのか？　アリシア」

「……ええ、まあ。恐怖小説のヒロインも、ぴったりだと思いますけど」

　おとなしやかな見た目とは裏腹の激情を覗かせることもあったが、アリシアの知るミューゼはそういう女性だ。

「確かにミューゼは、どんなに邪じや険けんにしても俺のところに通い続けた。何せこっちが牢の中だったから、ティルたちみたいに可愛がってやる訳にはいかなかったけどな」

　思い出を覗き込む眼でゼオルディスが見やるのは、以前アリシアも閉じ込められていた牢だ。

　寝しん台だいの脇わきに置かれた本棚の中には、『踊おどる墓地』だの『目覚めたら角つのが生はえていた』だのという興味深い題名の背表紙がいくつも並んでいる。監禁時にアリシアが推測したとおり、ゼオルディスは自分が閉じ込められていたのと同じ場所に彼女を閉じ込めたのだろう。

「あんな見た目で、実際気も弱くて、途中で泣きながら逃げ出すようなこともたびたびあったんだ。たまにフロリアンが代わりにやって来たりしてな」

　石壁と雨に増ぞう幅ふくされ、微妙な反響を帯びた声を聞きながら、アリシアは想像した。父王に煙けむたがられ、地下牢に閉じ込められた王子様のところに通い続ける美しい兄妹のことを。

「けれどあいつは、びくびくしながらも毎日俺の前に出てきた」

　人見知りが激しく、アリシアとだってあまり口をきいたことがなかったミューゼである。彼女がどれだけ怯おびえながらゼオルディスの世話を焼いていたかは、想像に難かたくない。

「……妃ひ殿でん下かは、その、本命はお兄様だったかもしれませんけど……ゼオ様のことも、お好きだったのではないですか？」

　思いつくまま、ハッピーエンドに繫つながりそうなことを言ってみた途端、爆ばく笑しようがわんわんと牢内に響き渡った。

「はははははははは!!　どうしたアリシア、姉様の本を読みすぎたんじゃないか？」

　音の雨に乱打された気分で耳を押さえるアリシアとレネを尻目に、ゼオルディスは甘い物語を完全否定する。

「最愛の兄との生活を守るため、王宮を追い出される訳にはいかなかっただけさ。貧びん乏ぼう貴族の、顔だけはやたらときれいな兄妹が下へ手たなところで働けば、どんな目に遭あわされるか分からないものな。実際ここでも、しょっちゅう危ない目に遭いかけていたようだし」

　か弱く美しい女性が、不心得な男にひどい目に遭わされる。それに端たんを発する復ふく讐しゆう話なら、アリシアは読み慣れていた。もちろんエルティーナが好きなお話なら、必ず王子様がぎりぎりのところで助けに来てくれる。

「そんなに男が怖こわいなら、修道女になれと何度か言ったんだ。でもミューゼは、頑がんとして首を縦に振らなかった。それはそうだろうな、フロリアンと離れ離れになる」

〈翼つばさの祈り〉に身を寄せることも、後ろ盾だてのない女性が身を守る方法のひとつだ。フロリアンもそうするように勧めたのだろう──愛する妹を守りたい一心で。

　けれど彼の手は、最後の最後でミューゼを振り払ってしまった。

　違う。そうさせたのはゼオルディスだ。

「従順そうな見た目にだまされた男も多いが、あいつは愛する兄との生活以外はどうでもいいだけだったんだ。悲劇のヒロインに見せかけた、とんだ性しよう悪わる女さ」

　冷れい酷こくなまなざしでミューゼを罵ののしるその表情は、どう見ても王子様のものではない。

「そういえば、どんな女が嫌いかはまだ話していなかったよな？　銀ぎん髪ぱつで、水色の瞳で、一見可愛いが内気で臆病で自分のことしか考えていない、実の兄以外の男をごみだと思っている女が嫌いだ」

　好きな女について語った時同様、ごまかす気もない口ぶりでゼオルディスは語り、最後にひと言吐き捨てた。

「あのくず女のことが、俺は世界一嫌いだ。ちなみに二番目は、最初は泣くほど心配していた息子のことを忘れて男遊びにかまけ、みじめな最さい期ごを迎えた馬鹿女だな」

　ファネリー・バルスタット女おんな男だん爵しやく。ゼオルディスの本当の母親であり、王宮の禁きん忌きである彼女のことまで口に出され、アリシアは黙り込む。

　ゼオルディスが告げたミューゼの話が衝しよう撃げき的てきだったこともあるが、一番の理由は──違和感だ。

　何が原因かは分からないけれど、さっきから違和感は強くなる一方である。

「アリシア？」

　呼びかけの声が聞こえない。アリシアは無言のまま、自分もゼオルディスも入っていた牢の鉄格子に触ふれ、中を覗き込んだ。

　眼鏡めがねさえなく、ぼんやりした視界がかえって過去を幻げん視しする役に立った。明日に迫せまった締め切りの力もあるのかもしれない。

「アリシア、おい」

「リュクも、こんな気持ちだったのかしら……締め切りってすごいのね」

　異様な集中力を発はつ揮きしているアリシアは、二度目のゼオルディスの呼びかけも意い図とせず無視した。ひたすらにじっと牢内を見つめ、考えを巡めぐらせる。

　名家とは名ばかりの実家で暮らし、空腹に耐たえかねて毒草『肥ひ料りよう要いらず』に手を出した時と同じ予感がする。思えばあの時も、アリシア自身に命の締め切りが設定されていた。

　──いける。この局面を克こく服ふくできれば、幸せが待っている。







　鉄格子を握にぎり締め、声をかけられない空気を放っているアリシアを、ゼオルディスがもう一度呼んだ。

「おい、なあ、アリシアってば!!」

　焦じれた子供のように首輪についた鎖を引っ張ろうとした手を、レネがすかさず摑み止めた。

「……お静かに、陛下。アリシア様はおそらく、あなたの望む『お話』について考えていらっしゃるのです。邪魔をなさらないで下さい」

　忠実な番犬の眼をしてレネが釘くぎを刺さしてくる。するとゼオルディスは、少し考えてから彼女に命じた。

「レネ、ナイフを貸せ。『肥料要らず』を塗ぬっていないものがいい」

　予想外の命令に、レネの表情が強こわ張ばる。

「……何を」

「いいから貸せ」

「たとえ『肥料要らず』を塗っていないからといって、アリシア様を傷つけるつもりなら、絶対に」

「それはないと保障する。いいから貸せ」







　極限まで高まっていたアリシアの集中力を破ったのは、レネの上うわずった悲鳴だった。

「陛下、何を!?」

「えっ？　何、レネ……きゃあっ!?」

　急いで振り向いたアリシアの口からも、同じような悲鳴が漏れた。

　レネのものと思おぼしきナイフを握にぎったゼオルディスの左腕から、血が流れている。以前ナイフの傷があると言っていたのと、同じ場所あたりだ。

　だが、古傷が開いた訳ではない。

　すっぱりと斬きられた服の裂さけ目から覗く傷痕は新しん鮮せんな血液を含み、眼を逸そらしたくなるほど瑞みず々みずしい。

「アリシア、痛い」

「な、あ、あ、ゼ、ゼオ様、上着を脱ぬいで、そこに座って！　とにかく血止めを!!　レネ、手伝って!!」

　掃そう除じもされていない床に散る血液は、すでにかなりの量である。慌てながらも知識を総動員し、ゼオルディスを壁かべ際ぎわに座らせると、レネが手早く裂いた上着で作った包帯で左の二の腕を縛しばる。

「いててて、もっと優しくしてくれよ」

「い、痛いでしょうけど、血止めのためにはこれぐらいしなければ!!　はい、患かん部ぶを心臓より高く上げて!!」

　てきぱきと応急処置を施ほどこしながら、アリシアは経いき緯さつを尋ねた。

「どうされたんですか、ナイフなんか出されて……！　もしかして、ついにエルティーナ様たちが攻め込んでいらしたの!?」

　期待も入り交じった問いかけに、レネは物もの憂うげに首を振った。

「残念ながら、それは違います。王が、私にナイフを貸せとおっしゃり、ご自分でいきなり……」

「えっ？　……ご自分で？」

　予想外の答えにアリシアが絶句すれば、ゼオルディスはそんな彼女を愛いとおしそうに見た。
















「母様はすぐに来てくれなくなったのに、愛する夫を追放し、首輪をつけて引きずり回してきた俺のことを心配してくれるなんて、本当にアリシアは優しいな」

　脳天気なひと言が、天啓のようにある確信をもたらす。さっきまでの集中力のかけらが、まだ残っていたせいかもしれない。

「──お母様を、呼ぶために？」

　傷だらけの、ゼオルディスの体。

　同じ時代に集中した傷のすべては……自分を顧かえりみなくなった母を、呼び戻すためだったのか。




『なんだかんだありましたが、かわいそうな王子様は、王子様の体中の傷のことなど気にしないお姫様と巡り会って、いつまでもいつまでも幸せに暮らしました』




　だからゼオルディスは、それは望んだハッピーエンドではないと言ったのだ。もう傷はいらない、とも言ったのだ。

「母様の名めい誉よのために付け加えておくなら、最初は必死に駆けつけてきてくれていたんだぞ？」

　失った血のせいか、少し青い顔をしてゼオルディスは注ちゆう釈しやくを入れた。

「だが、父様とイーダルがそれを許さなかったから、次し第だいにお姿を見かけることもなくなっていった。だけどある日、剣の稽けい古この最中に大おお怪け我がをしたことを聞きつけて、真夜中に忍んで来られてな。何も知らずに暮らしていた昔のように、子守歌を歌って、慰なぐさめて下さった」

　親子と公言することさえ禁じられてしまった母おや子こに与えられた、束つかの間まの幸せ。

　それは空腹時に与えられたひと欠片かけらのパンのように、少年の心に染しみ入ったことだろう。

　けれど悲しいかな、人間は、一度贅ぜい沢たくを覚えればそれを忘れられない。もう一度と、願わずにはいられない。

「だから、わざと何度も怪我をしたんだ。けれど、あまりにも何回も繰り返したせいかな。それとも、王宮で覚えた男遊びがあまりにも楽しかったせいかな？　顔にこんな傷までつけたのに、もう母様は来て下さらなかった」

「……お顔も……」

　ゼオルディスをひと目で印象づける、右眼の上を縦断して走る醜い傷痕。

　傷痕が左右にぶれ、妙に拙つたない理由は、それがためらい傷だったからだ。さすがのゼオルディスも、加減を間違えれば失明するような傷をつけるのは怖かったのだろう。

　でも、ファネリーは来なかった。

「そこでかわいそうな我が友ティルにも、ああやって分かりやすくかわいそうな傷を刻んでやったんだ。聞いたところによれば、ティルはあれのおかげでノーラやカーシュやセイグラムの同情を買えたそうじゃないか。友達として、役に立てて嬉しいよ」

「そ、それは、まあ……、そうですわね」

　アズベルグ家での事件の際、ティルナードの背にある傷を見てノーラたちが心を動かされたことは確かだ。元はカシュヴァーンの危機を救ったために分かった話だが、あの傷が三人の心を動かす材料になったことは否定できない。

　アリシアだって、傷だらけのゼオルディスの姿を見た時の感情の揺らぎは否定できない。その意味が分かった今となっては、なおさら。

　現実は認めるべき、とうなずくアリシアを面白そうに見つめながら、ゼオルディスはゆっくりと立ち上がった。

　血を吸った上着が痛々しいが、出血自体はすでに止まっているようである。手当ての手際もよかったし、怪我の演出に慣れたゼオルディスはそう深くは斬らなかったのだろう。

「ティルは俺のことを恨うらんでいるだろうが、俺はあいつが羨うらやましい。今のあいつには、怪我をして泣いていればすぐに駆け寄って慰めてくれる、巨乳婚約者と陰険執事がいるんだから。しかも最近、へっぽこ暗殺者まで加わったんだろう？」

「ジェ、ジェダのことでしたら、人間関係の作り方はへっぽこですけど、戦せん闘とうの腕は確かですわよ？」

「母」として「息子」を庇ってみるアリシアだが、ゼオルディスは黙って天井を見上げた。

「さて、雨はまだ続いているようだが、そろそろ戻ろう。腹が減ってきた」

　言われてアリシアも、空腹を覚えていたことに気づく。いつの間にか、もう昼時なのだ。

　ということは、処刑の当日まであと丸一日しかない。ゼオルディスに読んでもらう時間を考えると、締め切りはさらに手前だ。

「どうだ、もうほとんどのことは教えてやったぞ。お前の書く『お話』の王子様は、幸せになれそうか？」

　からかう声に、アリシアは懸命に強がった。

「……し、してみせます！」

「はは、その意気だ。がんばってくれよ、お姫様」

　いてて、と小さくうめきながら、ゼオルディスが地下牢の外へ出て行く。執筆期間を少しでも取らねばならない上に、ゼオルディスの手当てもちゃんとしなければならないことを考え、アリシアは急いでその背を追いかけた。

　こうなったらリュクを見習い、奇き跡せきを起こすしかない。新たな情報を糧かてに、寝しん食しよくを忘れ、すべてを捧げて「お話」を書き上げるしかないのだ。







　──しかしながら、奇跡など起こらないのが人の世の常である。

　よく食べよく眠る、が信条の人生ではほとんど経験したことがない、食事抜きも徹てつ夜やもした。久しぶりに神への祈りも捧げた。

　けれど、だめだった。

「お話」の結末はいくつも浮かんだ。しかしどれもこれも、恐怖小説ならいいかもしれないが、かわいそうな王子様に相応しいハッピーエンドではなかった。

「やれやれ、まだ雨が降っているな。まあちょうどいいか、水を用意させる手間が省けた」

　窓辺に座り、のんびりと本を読みながら外を見ていたゼオルディスが、アリシアの側に来る。彼が手にしているのがグラネウスの新作小説だとは知っているが、今は読みたいという気持ちさえ浮かばない。

　マーベリックの強い要望により、本日のゼオルディスは申し訳程度にだが武ぶ装そうしていた。広く国民の前に姿を現すために、王おう冠かんまで被かぶっている。

　昨夜の怪我は手当てが早かったこともあり、多少の痛み以外は残っていない様子である。アリシアを促うながすしぐさにも不自然な部分はなかった。

「ほら、行くぞアリシア」

「ま、待って下さい、もう少し……!!」

　一方のアリシアは、昨夜から着替えもせず、髪かみはぼさぼさ、眼の下にはくまとひどい有あり様さまだ。それでも「ゼオ様観察日記その二　幸せになるために（仮）」を抱だき締め、必死に待ったをかけるが、ゼオルディスはつれない。

「俺は待ってやってもいいが、姉様とティルはそうでもなさそうだ。なあ？　レネ」

　朝からばたばたと騒がしい城内の様子を見回っていたレネは、そっとアリシアに進言した。

「……恐れながら、アリシア様。すでに反王家の勢力はこの城に迫っております。奇跡の成じよう就じゆは、エルティーナ様とレイデン伯爵に期待したほうがよさそうです」











第四章　ひとりじゃない






　グラネウスたちの処しよ刑けい場じようとして選ばれたのは、王宮の中ではなく、城下町ですらなく、城下町を取り囲む壁のすぐ外だった。そこには温暖なエルナンド地方ではよく見られる草原が広がっているのだが、迫せまり来る冬のために緑が少なく、雰ふん囲い気きは荒こう野やに近い。

「天気は悪いですが、見通しはよろしいですね。敵が来ればすぐに分かりますし、補給路としての街はすぐ後ろですし、壁の中に逃にげ込めば籠ろう城じよう戦せんにも持ち込めます」

　小雨の中、シルディーン王家を示す紋もん章しよう付きの天幕の下で、レネが冷静な口調で見解を述のべた。

　ゼオルディスの戴たい冠かん式しきが、平民層の眼の届かない王宮の中庭で行われたことを考えるとずいぶんな差である。見せしめの意味での処刑なら、王宮の正面か城下町の真ん中でやったほうがいいだろう。特に城下町には、祭りから公開処刑まで、あらゆる催もよおし物のためにしつらえられた広場があるはずだ。

　だからこの場所の設定は、レネが見抜いたとおり、戦せん闘とうに備えてのものなのだ。

「城下町の方々の眼に触ふれずにすむだけ、ましかもしれないけど……」

　不安な瞳ひとみで、アリシアは城門の前に並べられたグラネウスたちを見やる。今になって疲ひ労ろうがどっと押し寄せてきていることは感じるが、そんなことを言っている場合ではない。

　グラネウス、ジスカルド、そしてリュクは、後ろ手に縛しばられた上にそれぞれ二人の兵士に脇わきを挟はさまれ、高段の上に立っていた。

　三人の足下には大の男が十人は入れそうな水みず桶おけがあり、満々とたたえられた水面みなもにはそぼ降る雨による波は紋もんが生じている。ゼオルディスの説明によると、これは〈翼つばさの祈いのり〉にて罪を犯おかした高位の聖職者を処刑するための方法なのだそうだ。

『水に落として上から石を投げ、それでも浮かび上がってきた奴やつは無罪なんだと。本当なら海辺か、せめて泉でやりたかったんだが、仕方がないよな』

〈翼の祈り〉の教えによれば、海の底には怪かい物ぶつの住まう水みな底そこの国がある。そのために水死は最悪の死に方なのだが、逆に言えば、罪なき者は溺おぼれないともされていた。

「……でも、浮かび上がったところで石を投げられれば、沈しずむしかないわよね？」

　とどのつまりは、処刑人のさじ加減ということだろう。おまけに処刑される三人の様子を見るに、縛られたまま懸けん命めいに泳ぎ、投石をくぐり抜けて自力で生せい還かんできる可能性は低そうだった。

「まるで『雨あめ悪あく』のような天気だな……処刑される体験を織り込んだ本も書きたかったが、最後の作品にすべてはこめた。もう悔くいはない……」

　悟さとりきった瞳で独白しているグラネウスは、まず高こう齢れいである。〈翼の祈り〉への批判めいたものを口にしたことがあり、常識に囚とらわれない彼はシルディーン人には珍めずらしく泳げるのかもしれないが、「聖女」を主題としたらしき羽根飾かざりだらけの服が邪じや魔まそうだ。

「……なぜこの私が、このような目に……私はどうすればよかったのですか、エルティーナ様……」

　弱気なことをつぶやくジスカルドは、現在のアリシアにも分かるほど顔色が悪い。山より高い自尊心が傷つけられた心労のせいか、リュクにこき使われたせいかは分からないが、全く生気が感じられない。ここに元妻が逆ぎやく賊ぞくとして攻め入ってくる訳だから、気力を取り戻す可能性は限りなく低い。

　一方リュクは、残りの二人と比べると相当元気そうである。

「誰だれか俺に絵の具と筆を持ってこいッ!!」

　脇の兵士を振りきりそうな勢いで、さっきからひっきりなしに叫さけんでいる。

「見えてるんだ、俺には俺の描く大だい傑けつ作さくが見えてる！　はい、はいそうですね、アーシェル様、いえそんな、畏おそれ多い……!!　はい、はい、そうですね、至いと高たかき国で待っていて下さい、はい……!!」

　おまけにいつの間にか、伝説の聖女との仲まで脳内で進めていた。

「が、がんばってリュク、水死したらアーシェル様にはお会いできないわよ……!!」

　遠くから檄げきを飛ばしてみるアリシアの肩かたを抱だき寄せながら、ゼオルディスがささやきかけてきた。

「ユーランはこれで助かって、お前やカーシュを仕留め損そこねた罪を赦ゆるされたらしいからな。お前だって海から生還したじゃないか。奇き跡せきが拝おがめるかもしれないぞ？　アリシア」

「そ、それはそうですけど、ユーラン様はとにかく、私だって上から石が降ってきたら無理でしたわ……」

　ティルナードの前後こう見けん人にんにして、故こイーダルの息むす子こだったユーランのことを久しぶりに思い出した時だ。

　レネの表情に緊きん張ちようが走り、進軍ラッパが高々と鳴り響ひびく。

「来ました、反乱軍です!!」

　伝令の報告を受けて叫ぶマーベリックの声が悲痛に響いた。

「よし、ではこちらも陣じんを展開。処刑も開始だ」

　あっさりと、ゼオルディスが命じた。







　なだらかな丘に左右を囲まれた白い宮殿を見つめる紫むらさきの瞳には、郷きよう愁しゆうの光がある。

「大丈夫ですよ、エルティーナ様」

　馬首を並べて併へい走そうしながら、ティルナード・レイデン伯はく爵しやくは優しい作りの顔立ちに力づけるような笑みを浮かべた。それに応じて、エルティーナ・フィラル・ド・シルディーンは情けなさそうに笑う。

「頼もしくなったわね、レイデン伯爵。それに引き替え、私ときたら、弱気でいけないわ」

　凜り々りしい乗馬服姿で大軍の先頭に立ち、的確に手た綱づなを捌さばくその一方で、いつになくエルティーナは沈んだ表情を浮かべていた。だがその心中は、ティルナードにも察してなお余りある。

　本当なら、バルロイの団に身を置いていたセイグラムを通じて、ラグラドール人を少しでも味方に引き入れたかった。クルセージュの動向ももう少し探さぐりたかった。

　何よりも、カシュヴァーンの足取りを正確に摑つかみたかった。可能なら、彼が戻ってくることを期待したかった。

　しかし、どう考えても罠わなだというのは分かっていても、反王家を標ひよう榜ぼうする集団としてはグラネウスたちの処刑は見過ごせない。勝機もある、と判断した上で、集められるだけの兵力を集めての出兵を決意したのだ。

「無理もありません。僕だって、もしもノーラが処刑される、なんてことになったら……平静ではいられない」

「ティルナード様、私もですわ!!」

　感かん極きわまった女性の叫びに、ティルナードがぎょっとしたように振り向いた。

「ノ、ノーラ、セイグラム!?」

　艶つやめく赤毛と豊かな胸を誇ほこる美び貌ぼうの元メイド、アリシアの友人でありグラネウスの養女でもあるノーラ・フィラル・ド・ガーゼットだ。ティルナードの婚こん約やく者しやである彼女が、黒くろ髪かみ眼鏡めがねの陰いん険けん執しつ事じ・セイグラムの操る馬に同乗して、いきなり横に並んできた。

　本当なら、愛する女性を戦場に連れ出したくはなかった。だが持てる戦力をかき集めて赴おもむく以上、残してきた人々に危機が迫る可能性は捨てきれず、ノーラの強い希望もあって同行を許したのは確かだが……

「輜し重ちよう隊たいの中にいろと言っただろう、ノーラ!?　ああ、そんなに雨に濡ぬれて……セイグラムもセイグラムだ、お前は今回は後方支し援えん、そしてノーラを守れと命令しただろう!?」

　元傭よう兵へいのセイグラムは個人としては十分な戦闘力を持っているが、彼より優すぐれた戦士は大勢いる。セイグラムの得え難がたさは冷静かつ辛しん辣らつな判断力であり、現在のティルナードたちのように、図ずう体たいが大きくなりすぎてまとまりに欠ける集団には非常に貴重な能力なのだ。

　だが冷静かつ辛辣な判断力を有するがゆえに、己おのれが選んだ主あるじにさえ手厳しいことも平気で言うのがセイグラムである。また何か言い出すのかとティルナードは身構えたが、

「申し訳ありません、ティルナード様。ですが奥様が、どうしてもとおっしゃるので」

　何気なく口にされた「奥様」にティルナードは眼を丸くするが、ノーラはそれどころではないようだ。揺ゆれる馬上から身を乗り出し、必死に訴うつたえ始めた。

「ごめんなさい！　でも、でもどうしても、これから戦いに赴くあなたに、お伝えしたいことがありますの……!!」

　切なげな口調でそう告げると、いきなり顔を赤くした。

「まずは、ティルナード様。せ、正式な結婚のお申し込み、ありがとうございました!!　謹つつしんでお受けいたします!!」

　エルナンド地方への進軍を始める前に、ティルナードはノーラに改めて結婚の申し込みをした。この戦いが終わったら、きちんと式を挙あげようと、そう言ったのだ。

「う、うう、嬉うれしいけど、それこそ全部終わってからでいいんだぞ、ノーラ!?」

　ノーラ以上に顔を赤くしたティルナードは、動どう揺ようのあまり手綱を手放しそうになってしまう。

　感極まって泣き出したノーラから、言葉による返事を受けていなかったのは確かである。けれど泣きながらすがりついてきた彼女に甘い口づけまでもらったのだから、今声を大にして大勢の前で答えなくてもいい。

　周りの兵士たちがくすくす笑っているのが分かる。ただでさえカシュヴァーンのように悠ゆう々ゆうと兵士たちを率ひきいることができず、劣れつ等とう感かんを抱いだいているティルナードなのだが、興奮したノーラはそんなことにはお構いなしだ。

「だから、絶対に絶対に絶対に!!　生きて帰ってきて下さいませ!!　私は奥様と違ちがって、再婚なんかしたくありませんからねッ!!」

　羞しゆう恥ちを堪こらえていたティルナードだが、祈りにも似たノーラの叫びにはっとした。

「も──もちろんだ！　お前のためにも、みんなのためにも、絶対に勝利を摑んで帰ってくる!!」

　真しん摯しな叫びに、一いつ瞬しゆん遅おくれて、おお、と兵士たちが続く。

「もちろんですよ、レイデン伯爵！」

「暴君を倒し、シルディーンに平和を!!」

　元々高かった士気が、さらに高こう揚ようしていくのが分かる。思わぬ効果に驚く暇ひまもなく、ノーラが一層赤い顔をして叫ぶのが聞こえた。

「そ、それと、初夜の話ですけど!!」

「……!?」

　たぶん今、手綱を握っていなければティルナードは尻しりを押さえていた。悲しい条件反射で顔を引きつらせる恋人の反応を見て、ノーラは背後の男を忌いま々いましげに振り返った。

「ティルナード様はこの陰険眼鏡にだまされて、私へ求婚して下さる時もずっとお尻を押さえていらっしゃいましたけど!!　そんな風に怯おびえる必要はないんです、なぜなら──!!」

　以降しばらく、養父の「人体模も型けい」でも見て勉強したのか、かなりはっきりした名詞を交まじえての初夜の説明が続いた。

　血気盛んな兵士たちまで思わず黙り込むようなことを延えん々えんとしゃべってから、ノーラは拳こぶしを握にぎって締めくくろうとする。

「ですからっ!!　私も初めてで、こ、ここ、怖こわい、ですけどっ、ティルナード様でなきゃ嫌いやですから!!　だからがんばって、ちょっと、セイグラム!?」

　結びのひと言を発する前に、いきなりノーラたちが乗った馬ががくんと速度を下げた。爆ばく弾だん発言に驚いた訳ではなく、騎き手しゆの操作によるものである。

「破は廉れん恥ち発言はそこまでですよ、奥様。これ以上ぐずぐずしていると、あなたの重さで馬が潰つぶれてしまう。では旦だん那な様、後ほど」

「わ、私が重いと言いたいの!?　胸の分だから、仕方がないのよぉぉぉぉぉ」

　風に乗ってノーラの絶ぜつ叫きようが消えていく。輜重隊へと下がっていく二人を呆ぼう然ぜんと見送ってから、ティルナードもぐっと拳を握り締めた。

　これでノーラとの新婚生活への、最後の懸け念ねんも消えた。むしろ、楽しみしかなくなった。

「が、が、がんばろうっ……!!」

　天に向かって握った拳を突き上げるその表情は晴れやかで、一点の曇くもりもない。周りの兵士たちが「あれで引かないとは、すごい心臓だ」「さすがライセン強きよう公こう爵しやくの被後見人であり、あのアーレイ卿きようを執事とするだけある……」とざわめいているが、至高き国に昇のぼった心ここ地ちのティルナードには聞こえていない。

「……ごめんなさい、さっきの台詞せりふは訂てい正せいするわ。やっぱりあなたはおぼっちゃんで、しかも天然よ、レイデン伯爵……」

　小声でつぶやいたエルティーナは呆あきれ顔だが、不快そうではない。

「ふふ、まあでも、初うい々ういしい夫婦を見ていると私も楽しい気持ちになるわ。ねえ？　フロリアン」

「……は……」

　ティルナードの反対側を併走していたフロリアン・マーベルが、言葉少なにうなずいた。

　人形めいて整った顔立ちを持つ銀ぎん髪ぱつの美青年は、派手な見た目とは裏腹に口くち下べ手たで、その上極度の潔けつ癖ぺき症しようだ。薄うす赤あかく染そまった肌はだの中、右眼の下の泣きぼくろがやたらと目立って見える。

「あははは、よかったねえティルぼっちゃん。セイグラムさんもようやく認めてくれたみたい」

　気まずい空気を払ふつ拭しよくすべく、後ろから馬で駆かけてきたのはルアークだ。フロリアンと同じく銀髪ではあるが、明るい緑の瞳は生き生きと輝かがやき、人なつっこい猫ねこのような愛あい嬌きようを感じさせる。

　ただし、その正体は猫より猟りよう犬けんに近く、暗殺者集団〈玩具おもちやの兵隊〉の元構成員だ。少し前までは師し匠しようである「先生」の手て駒ごまとして働いていたが、アリシア逃とう走そう劇げきの際の傷も回復し、心からの笑みも取り戻していた。

「しかし、セイグラムさんはさすが策士だなあ。いい具合にみんなの緊張がほぐれたみたいだよ。ついでにティルぼっちゃん、ちょっと尊敬されたんじゃない？」

「そのようね」

　苦笑するエルティーナに笑いかけたルアークは、影のように横に並んだ馬上の「兄」に話しかけた。

「可愛い夫婦の誕生の前に、これ以上の人死には嫌だよね。じゃあいっちょ、がんばっちゃおうか、ジェダさん」

「ああ、お前の言うとおりだ」

　堂々と「弟」の言葉を借りるジェダは、ルアークによく似た面おも差ざしの銀髪の青年である。馬術も戦闘能力も並みの男では相手にならない腕を持つが、ゼオルディスに「へっぽこ暗殺者」呼ばわりされてしまうのは、とことん話術に欠けるからだ。

　だが、今必要なのは話術ではない。暴君を討うち、囚われのお姫様を救い出せる戦闘能力があれば、それで十分。

「期待しているわ、死神兄弟。うまくいったら、あなたたちを正式にシルディーンの人間として迎むかえましょう。なんなら本当に、アリシアたちの養子にしてあげるわよ？」

　国こく籍せきもなく、名字もない孤こ児じばかりで構成された元〈玩具の兵隊〉の人間は、陽の当たるところに出られない身だ。しかしこの戦いに勝ち、エルティーナが女王となるならば、その程度の手回しは可能だろう。

　ありがたい申し出のはずだが、ジェダが珍しく自主的に口を開いた。

「……俺はありがたいですが、ルアークは」

　自分の感情を語る術すべを持たないジェダであるが、先日の逃走劇以来、「弟」が「母」に向けている感情に薄々気づいているのだ。

「あっは、そりゃいいかもね。ついでにエルティーナ様の愛人にしてくれる？」

　だが「兄」をさえぎり、ルアークが軽快にしゃべりだした途と端たん、ジェダはしおしおと黙り込んでしまう。事の顚てん末まつを知らないエルティーナも、ルアークの話に乗ってきた。

「あら、女心も殺せるなんて、さすがの腕うで前まえね。私からお願いしようと思っていたのに」

「ありがとう。それじゃ、いい愛人になるためには、旦那のほうとも良好な関係を築きずかないとねえ。期待しといて？」

　ぱちんと魅み力りよく的てきに片眼をつぶってみせるルアークに、エルティーナは艶あでやかに微笑ほほえんだ。

「……ありがとう。愛人にしておくにはもったいないぐらいのいい男になったわね、ルアーク」

「あはは、さ、行こうか、ジェダさん」

　ありがとね、と「兄」にだけ聞こえる声でつぶやいたルアークが、先陣の栄えい誉よを担になおうと鞭むちを握った時だ。

「自分も行く」

　破廉恥な会話で受けた傷を癒いやすかのように、むっつりと黙っていたフロリアンが名乗りを上げた。

「王子……王とは、自分も決着をつけたい。連れて行ってくれ」

　妹のものを鋭するどくしたような美貌は決意にさらに研とぎ澄すまされ、ぞっとするほどきれいだ。美しさだけでなく、彼が優れた剣士であることをルアークはとっくに看かん破ぱしていた。

「あんたの腕なら、俺たちと一緒でも大丈夫かな。そんじゃ行くよ、フロリアンさん!!」

　遅れないでね、と茶化したルアークを追い抜かんばかりの速さで、フロリアンは馬を走らせ始めた。







　水面に、大きな波紋が三つ生じた。

　グラネウスら三人が、背後の兵士たちによって巨大な水桶に放り込まれたのだ。

「ああ、ガーゼット侯爵様、せめて帽ぼう子しはお取りになったほうが……！　いえ、でもあれがあったほうが、石は防ぎやすいのかしら……？」

　鎖が伸びきる距きよ離りまで身を乗り出してはらはらするアリシアだが、アリシア以外の人々の注意はついに始まった眼前の戦闘に注そそがれていた。水桶の中に石を投げるべき兵士たちも、職務を忘れて明らかに浮き足立っている。

「アリシア、もうちょっと引っ込んでおけ。矢が飛んでくる可能性がある」

　そう言って鎖を引っ張るゼオルディスもまた、水桶の中よりいよいよぶつかり合った軍勢を見ている時間のほうが長い。

　両軍の兵士は、それぞれ一万弱。遊兵や伏ふく兵へいはほとんどおらず、真っ向からの力勝負である。戦場として選ばれたのが見通しのいい場所なのと、双そう方ほうの兵力が均きん衡こうしていたために、互いに戦力を隠かくすような真ま似ねができなかったのだ。

　レネの見立てどおり、最悪の場合籠城できる王家側に地の利はある。ただし思った以上に士気の差が激しく、反王家軍は怒ど濤とうの勢いで処刑場目がけて突き進んでくる。

　しかし、まだシャンテらラグラドール人たちは本陣を出ていないのだ。反王家軍にラグラドール人が参加している様子はなく、戦いくさ慣れした傭兵たちが投入された時からが本番だろう。

　けれど、反王家軍にはおそらくルアークとジェダがいるはずだ。たった二人とはいえ、彼らの戦力は馬ば鹿かにできない。何より国王軍には、国王以外に名の通った指揮官がいない。

　ゼオ様が暗殺されれば終わりよね、などと考えながら、アリシアは尋たずねた。

「あのう、ちなみにゼオ様は、これだけの軍を指揮した経験はおありで？」

「ない！」

　答えは簡かん潔けつでかつ早かった。周囲にいた兵士や司令官たちがぎょっとし、胃を揉もみ絞しぼるようにして戦況を見守っていたマーベリックが金切り声を上げた。

「へ、陛下、余計なことを……!!　いやその、あなたは軍事についても優秀だとお聞きしておりますよ!?　先日の軍議の際も、陛下は大変的確に状況を判断しておられた!!」

　これ以上士気が下がっては困ると、マーベリックは必死だが、ゼオルディスは堂々と語った。

「そりゃあいろいろ習いはしたが、この平和なシルディーンで、これだけの規模の軍を動かす機会なんてそうそうないぞ？　父様だってイーダルだって経験がないだろう。なんだかんだと言いながら、ずっとラグラドール人に頼りきりもが」

　よほど切せつ羽ぱ詰つまったのか、マーベリックはゼオルディスの口を手でふさぐ暴ぼう挙きよに出た。そして、かたわらでのんびりと椅い子すに座っているシャンテにも嚙かみついた。

「キャストリー伯爵、あなた方はまだ出ないのか!?」

「うるっさいねェ、戦場のことはあたしらに任まかせるって話だろう？　でかい声を出しなさんな、二日酔よいに響くじゃないか」

　レンブラーの匂においをぷんぷんさせているシャンテに、マーベリックの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おがついに切れたようだ。

「だ、大体、二日酔いで戦場に出るのが間違いだろうが!?　ふざけ、ひいっ!?」

　摑みかからんばかりの勢いだったマーベリックの襟えり首くびを締め上げ、シャンテは酒臭くさい息を吹きかけるようにして怒ど鳴なった。

「だから、ぼうやが一晩付き合ってくれれば、あたしは酒を飲まずにすんだんだよ!!　この落とし前をどうつける気だい、ええ!?」

「な、ななな、そそ、そんなこと、この私が」

「シャンテ様、クリストン侯爵に破廉恥に絡からむのはおやめ下さい!!」

　血相を変えて仲ちゆう裁さいに入ったのは、日に日にフリルとレースに埋うもれていくトレイスである。本日はそれに加えて金髪を一ひと房ふさリボンで結んでおり、隙すきあらば外はずそうとしてはシャンテに睨にらまれていた。

「ふふん、ちっとは妬やいたかい？　子猫ちゃん。安心しな、こんなにみっともなくやつれたぼうやより、子猫ちゃんのほうが百万倍可愛かわいいよ」

「で、ですから、私が申し上げたいことはですね……!!」

　そうじゃない、と説明するトレイスの背後で、ディネロは黙って戦場を睨んでいる。領地を愛する身としては、本来起こらずにすんだはずの内戦により、シルディーン人同士で傷つけ合う状況に怒いかりを感じているのだろう。

　いずれにしろ、今全員の注意は両軍の勝敗の帰き趨すうに向いている。そのきっかけとなった処刑がどうなるのか気に留とめている人間は、少なくとも王家側にはほとんどいないようだ。

「おっと、どこに行く？　アリシア」

　そろりと天幕を抜け出そうとしていたアリシアは、強く鎖を引かれてうめいた。

「ええと……、その、お手洗いに」

「なら、せめてレネを連れて行くんだなあ。それと、そっちに行くと本当に流れ矢に当たるぞ？」

　水桶はあっちだ、とゼオルディスは親切に教えてくれた。

　投石係が結局何もしていないせいで、水桶の中の三人はまだかろうじて生きていた。ジスカルドとグラネウスはそれぞれ桶の内壁に爪つめを立ててしがみついており、虚うつろな眼で聖歌を歌っているリュクはグラネウスがかろうじて抱きかかえている。

　ただし、いくらももたないのは明白だった。投石係が職務に戻ればそれまでだし、この季節に長時間水に浸つかっていたらそれだけで危ない。

「はーん、来たねェ。それじゃそろそろ、お仕事といこうか。金もたんまりもらったことだし」

　おまけにシャンテまで、重い腰を上げた。彼女の合図を待っていたのか、他のラグラドール人たちも次々に武器を取る。

「来な、子猫ちゃん」

　呼びかけられ、トレイスはちらりとアリシアを見た。

「わ、私はあまり戦闘は得意では……」

　明らかにアリシアを、そして水桶の中の人々を心配しているトレイスの肩を、シャンテはいら立ったように摑む。

「知ってるよ、だから連れて行くんだ。一応剣だけ持ちな、あたしの側そばから離れるんじゃないよ。ディネロもほら、行くよ!!　さあ野郎ども、仕事だ!!」

　鬨ときの声を上げて、浅黒い肌に包まれたたくましい肉体が群れを成して動き出す。王家側のシルディーン人は五割が正規軍、三割が地ち方ほう伯はくたちの軍、残りは金と装備だけ渡して調ととのえた寄せ集めであることを考えずとも、肉体にも動きにも歴然とした差があった。

　それは、反王家軍と比べても圧倒的だった。ついにラグラドール人が戦場に投入されることに怖おじたか、高い士気に任せて猪ちよ突とつ猛もう進しんしていた兵士たちの足取りが鈍にぶくなる。

　しかし、この局面は予測されていたことだ。

　今ここで国王を倒さなければ、どのみちシルディーン王国に未来はない。新しん興こう貴族も地方伯も農民も一緒くたで、一時は内部分ぶん裂れつさえ引き起こしかけていた集団だが、その一点だけは初めから共有している。

　そして彼らには、暴君を倒す大たい義ぎ名めい分ぶんも、暴君を倒した後の明るい未来も約束されている。

「我らを頼って下さった、元聖女アーシェルの名に懸かけて!!　破門された国王を倒し、真なる聖女を救え!!　俺たちの女王陛下、ばんざーい!!」

　明るい少年の声が引き金となった。

「国王を倒せ!!」

「聖女を救え!!」

「女王陛下万ばん歳ざい!!」

「女王陛下万歳!!」

　心燃やすその言葉を口々に叫びながら、女王軍と化した彼らはラグラドール人たちに向かって突撃を開始した。







　ルアークの声が聞こえたような気がした。

「さすが私の『息子』だわ、来てくれたのね……!!　それに、あの言い方だと、クロエ様も無事ね……」

　ルアークがやられたとは思っていなかったが、別れ際ぎわに怪け我がを負おわされた姿を見ている。だがこうして戦場に出てくるということはさほどの深手ではなかったのだろうし、元聖女アーシェル・クロエも無事に女王軍と合流できたようだ。

　喜びに薄い胸を躍おどらせかけたアリシアは、慌あわてて表情を引き締める。いかにルアークたち元〈玩具の兵隊〉が優秀でも、千人近くいるはずのラグラドール人たちを易やす々やすと突破はできないだろう。

　仮に突破できたとしても、グラネウスたちが水死するより早いとは考えにくい。となれば、取れる手はひとつしかない。

「陛下、お願いです、今すぐ戦闘をやめて下さい。そしてガーゼット侯爵様たちを助けて下さい!!」

　率そつ直ちよくな懇こん願がんに、ゼオルディスはわずかに眼を見張ってから笑い出す。

「だってお前は、期日までに俺の満足できる『お話』を用意してくれなかったじゃないか」

「それは申し訳ありませんでした、でも助けて下さい!!」

「ははは、アリシアは本当に図ずう々ずうしいなあ。好きだよ」

　アリシアも図太いが、ゼオルディスの図太さも相当なものだ。レネが「どの面つら下げて」とぼそっとつぶやき、アリシアもその意見には賛成なのだが、ゼオルディスへの見解が変わりつつあることも事実。

「私は……ええと、カシュヴァーン様が生きてお帰りなら少しだけゼオ様を許せるような気もしてきましたけど、基本的には嫌きらいです。だけど助けて下さい!!」

「おや、ちょっと立場が好転したようじゃないか？」

　アリシアに頼まれるのが心地いいのか、焦じらすような会話を楽しんでいたゼオルディスの耳に口をつけるようにしてマーベリックが叫んだ。

「陛下、今です!!　ラグラドール人に続き、総員突入の合図を!!」

　緒しよ戦せんで後おくれを取った王家側としては、最大の戦力投入と同時に一気に勝負を決めなければならない。シルディーン人たちは傭兵たちに任せたいのか二の足を踏ふんでいるが、兵力の逐ちく次じ投入など愚ぐの骨こつ頂ちようである。

　だがゼオルディスは、事ここに及およんで王の責任を拒きよ否ひした。

「お前がやれよ、俺はアリシアといちゃいちゃしてるところなんだ。お前に俺と同等の指揮権を与えたのは、なんのためだと思ってる？」

「だ、だからといって、あなたに何も言わずに進められるはずがないでしょう!?」

　真っ当な指摘ではあるが、もしもジスカルドが同じ立場に在あれば、さっさと全軍突とつ撃げきを指示したことだろう。単にマーベリックに決断力がないだけだと、アリシアにも分かった。

　しかし、ここでぐずぐずしていてくれるなら、事は女王軍に有利に傾かたむく。

「今こそエルティーナ様に習った手て管くだで、ゼオ様の気を引き、時間を稼かせぐべきね……」

　対カシュヴァーンだけを想定していたが、最終的に彼と再会するため。きっと許してくれるだろうと、エルティーナからの入れ知恵を思い出そうとした時だ。

　わあっ、と歓かん声せいともどよめきともつかない声が上がり、全員の眼が戦場の一点に集まる。

　そこは、シャンテら三人の傭兵団長が率いるラグラドール人たちと、女王軍がぶつかり合う最前線だった。だが白い肌と黒い肌が入り交まじり、互いの赤い血を流していた時間はひどく短かった。

　百戦錬れん磨まの傭兵たちの集団が、ある瞬間にふっと解ほどけたのだ。

　命を捨てる覚かく悟ごで傭兵たちに突撃をかました女王軍の兵士たちは、その勢いで彼らの向こうに──王家の本陣側へ突き抜けてしまう。思わぬ抵てい抗こうの薄さに罠を懸念しているようだが、ラグラドール人たちが彼らに襲おそいかかるようなことはなかった。

「──まさか、もう突破されただと!?　それほどまでに、奴らの士気が高かったとでもいうのか!?」

　愕がく然ぜんとしたマーベリックの声に、ゼオルディスの爆ばく笑しようが続く。

「はははははは、シャンテのやつめ！　やけにあっさり助けに来てくれたと思ったら、やっぱりこういうつもりか!!」

「え、え……？　レネ、どういうこと？」

　視力もなければ戦場に詳くわしくもないアリシアが戸と惑まどっていると、レネがなんとも言えない顔で説明してくれた。

「……ラグラドール人たちは戦線を離り脱だつしました。最初から、こういうつもりだったのでしょう」

　戸惑う女王軍が突き進むに任せ、さっさと移動したラグラドール人たちは、戦場から少し離れた場所に悠々と集まっている。明らかに打ち合わせされた動きだ。

「え？　まあ、確かに、戦場での裏切りはよくあることだけど……もしかしたら、シャンテ様、トレイスのために……？　すごいわトレイス、あなたこそが聖女アーシェルの名に相応ふさわしいんじゃないかしら……!!」

　やはりエルティーナの本を読み耽ふけったことが影響しているのか、乙女おとめが好みそうな話に近い筋書きを思いついたアリシアだが、レネは冷静だ。

「多少関係しているかもしれませんが、単にこれ以上取れるものがなくなったせいもあるかと。あの方々が吹っかけた戦費は、とうの昔に王家が支払える額がくを超えていたはずです」

　バルロイやレネにとっても、シルディーン王家は大口の取引先だ。彼らが自分たちに払える対価はいかほどか、見積もっていたのだろう。

「あ、あいつら……、〈汚お泥でいの民〉め、いくら使わせたと思っているんだッ!?」

　金切り声を上げるマーベリックだが、最も早はや後の祭りである。

「女王陛下万歳!!」

　両軍は一瞬傭兵たちを討つべきか躊ちゆう躇ちよを見せたが、女王軍にとって彼らが傍ぼう観かん者しやに回るのはこの上ない僥ぎよう倖こうだ。警けい戒かいを残しながらも、本命に向かって突進を続ける。

「ラグラドール人が去っただと……」

「逃げろ、勝ち目はない!!」

　国王軍は裏切り者への怒りよりも、見捨てられたという恐怖のほうが一気に広がった様子だ。元々低かった士気は零ゼロに近くなり、即席兵士、地方伯、正規軍の順番に、蜘く蛛もの子を散らすようにして逃走が始まった。

　闇やみ雲くもな逃走が逆に障しよう害がいになったか、女王軍の突進の勢いが弱まったほどだ。しかしこのままでは、彼らが国王のもとまで辿たどり着くのもそう先のことではない。

「はは、こりゃすごい。さてどうする、マーベリック。いったん城内に戻るか？　城下町全体を人ひと質じちにするって手も、一応まだ残ってるぞ」

　水桶の中の三人を確かめることもなく、ゼオルディスは軽口を叩たたいた。

　最早グラネウスらを回収する時間すら惜おしいのは事実だが、その口調はあまりにも軽い。まるで他ひ人と事ごとのように。

　たぶんその、国王にあるまじき状況への無関心さが、マーベリックに最後の一線を越えさせた。







「……マーベリック？」

　マーベリックの手から伸びた銀の刃やいばは、まっすぐゼオルディスに向けられている。

「か、神は、聖女は、あなたを、見捨てたもうた」

　かたかたと震ふるえる切っ先を眺ながめ、ゼオルディスは深いため息をついた。

「おいおい、もしかして、今ここで裏切ろうって腹か？　義に兄い様さまが聞いたら泣くぞ？　そろそろ泣けなくなりつつあるが」

　つい先日、ジスカルドを追い落とすため、彼の裏切りを利用したのは誰だれだったのか。自分の態度は棚たなに上げ、ゼオルディスはそう言いたげだ。

「天下の地方伯、ついには侯爵の身分まで与えられた男が、たかだか〈汚泥の民〉の動向にこうも易々と踊おどらされるとはなあ……お気の毒に、クリストン伯爵。俺が知ってる中では、一番いい父親だったのに」

　またしても出てきた父の名に、マーベリックは激しくかぶりを振る。

「う、うるさい、父上もオーデル侯爵のことも関係ない、これは私の意志だっ……!!」

　先日のジスカルドと似たような啖たん呵かを切るが、受ける印象は全く逆だった。

　しかし、なんでも七十点、という印象のマーベリックは、剣術にもある程度は通じているようだ。心身ともに疲労困こん憊ぱいしている割には、その構えに隙はない。従って、冗じよう談だんですませるのも難しい。

「やれやれ、どうするかな」

　義務的なしぐさで、ゼオルディスが腰の剣に手をかけた。レネもナイフを抜いてはいるが、態度を決めかねているようだ。

　アリシアも自分がどんな展開を望んでいるのか分からず、そもそも状況もよく見えておらず、おろおろと視線をさまよわせるばかり。

「お前はどうなってほしい？　アリシア。お前ならこの『お話』に、どんな決着をつける？」

　アリシアの混乱を読み取ってか、ゼオルディスがつぶやいた。

　このままマーベリックがゼオルディスを殺せば、いっそ話は簡単である。国王軍は完全崩ほう壊かいし、エルティーナが女王となって、国内は平定されるだろう。ラグラドール人との付き合いをどうするかは新王家が決めればいい。

　だが、本当にそれでいいのか。

　迷っているアリシアの前髪が突然の風に揺らぎ、瞳を銀の光が射た。







「あー、えっとぉ、あんたは女王陛下の僕しもべって訳じゃないよねえ？」

　戸惑いを含ふくんだその声の持ち主は、マーベリックのすぐ横に出現した。

「!?　なっ、だ、誰だお前は!?」

「俺？　死神って呼ばれてまーす。あんたはマーベリックさんだっけ？　うーん、あんたに任せてもいいような気もするんだけど、その調子じゃあっさり返り討ちだろうしなあ。王様は結構やれそうだし、レネがねぇ」

　出てくるなりマーベリックの戦闘能力を値踏みしたのは、袖そでなしの黒い上着に身を包んだ銀髪の少年だ。右手には針状の得え物ものを握り、左手には気を失ったびしょ濡れのジスカルドを抱かかえている。

　その後ろには、彼とよく似た面差しの銀髪の青年が立っていて、こちらは両脇にグラネウスとリュクを抱えている。

「ルアークとジェダ……!!　よね？　みんなを助けてくれた……のよね？」

　声と出現方法からして間違いないとは思ったが、アリシアは一応確認を取った。この状況で死体を回収してくるとは思えないので、処刑されかけていた三人も生きているのだろう。

「わーい、眼鏡なしで首輪付きのアリシアに、声だけで認められたー！　やったー俺愛されてる!!」

　アリシアに向かってはひとしきりはしゃいでみせたルアークに、マーベリックが震える切っ先を向ける。

「なんだ、貴様、アリシア様の仲間か!?」

　それが正しければ、ゼオルディスを裏切ろうとしている彼が刃を向けるべき相手ではないのだが、最早完全に正常な判断力を失っているようである。乱心したマーベリックは闇雲に刃を振り回そうとした瞬間、仕事の判断だけは的確なジェダの一撃で声もなく地面に沈んだ。

「ありがと、ジェダさん。あっ、こっちは三人ともなんとか無事だよ、アリシア。早くあっためたほうがいいとは思うけど。あとリュクさんは、絵の具がー筆がーってうるさいから、とりあえずマーベリックさんみたいに気絶させといた」

　そこまでは無む邪じや気きにすら聞こえる調子で報告してくれたルアークだったが、ゼオルディスに向き直った表情には常らしからぬ凄すご味みがあった。

「──で？　聞いちゃいたけど王様、うちのお姫様に何してくれてんの？」

　エルティーナに話を聞いてはいても、首輪を繫つながれた姿を実際に見た衝しよう撃げきは大きいのだろう。しかし死神の怒りを、ゼオルディスは平然と受け流した。

「何かって？　俺のお姫様に愛を注いでいるんだ、もちろん」

「あはは、あんたに言いたいことはたっぷりあるんだけど、俺よりあんたに会いたがってる人がいるんでね!!」

　恐きよう慌こう状態で斬きりかかってきた兵士の腹に肘ひじ鉄てつを叩き込みながら、ルアークが道を譲ゆずった。その後ろからもうひとり、銀髪の青年が姿を現す。

　切れ長の水色の瞳、人形のように整った顔立ち。動きやすさ重視の質素な装備と、右眼の下の泣きぼくろが無機質な美貌に奇き妙みような艶つやを与えている。

「穢けがれ無き銀ぎん騎き士し」なるあだ名の象しよう徴ちようだった甲かつ冑ちゆうを投げ捨て、王宮を出て行ったフロリアン・マーベル。細かい雨の雫しずくが散ったその顔は、緊張に硬かたく強こわ張ばっている。
















「あら、個人的には、銀騎士の甲冑姿も捨てがたかったのだけれど……これはこれですてきだわ」

「ありがとうございます、お母さん」

　ジェダのほうを見て感かん嘆たんの声を漏らすアリシアに、ジェダも嬉しそうに応じる。のんきな「母おや子こ」を尻目に、元主従であり元友達の間には緊きん迫ぱくした空気が流れていた。







「……これはこれは、久しぶりだな、フロリアン義兄様」

　まずはゼオルディスがそう声をかければ、フロリアンは律りち儀ぎに訂正した。

「……自分はもう、あなたの義あ兄にではありません、陛下。ミューゼは……死んだのですから」

「そう、好きでもない男との子供を身ごもって、好きな男に見捨てられてな」

　ゼオルディスはすぐに調子を取り戻したが、対照的にフロリアンには迷いが見える。

「見捨てた訳ではありません。……いろいろと、考えましたが……ミューゼはやはり、最愛の妹です。ただ、女性としては、見られなかった。そのようなことは……神と聖女が、赦ゆるさない」

　四角四面な回答を、ゼオルディスは鼻で笑った。

「つまりミューゼは神に見捨てられた存在だから、お前も見捨てても問題ないと。そう言いたい訳か？」

「違います、自分にも責任があることは理解しています。だからこそ、こうして……!!」

　声を荒らげたフロリアンであるが、その後が続かなかった。彼が黙り込んだので、天幕の外の兵士たちが「マーベル卿きようが戻ってきて下さったのか」「クルセージュが来る」「逃げろ、もうこの国はおしまいだ!!」と、てんでばらばらに騒ぐ声だけがしばしあたりに響く。

「……フロリアンさん、実は会ってどうするか、あんまり考えてなかったね……？　あと、あんまり国王陛下にしゃべらせないほうがいいと思うけどなあ……」

　ルアークのぼやきまで聞こえてきたところで、ゼオルディスが呆れた様子で肩を竦すくめた。

「何が言いたいかも分からないまま、ひとまずは妹の仇かたきを取りにやって来た、という訳か？」

「そういう訳では……」

「じゃあどういう訳だ？　せっかく見み逃のがしてやったのに、のこのこ帰ってきた理由を言えよ、フロリアン」

「……」

　口の立つゼオルディスにすっかり主導権を握られたフロリアンは、困ったように視線を泳がせている。どこか亡なき妹に似た表情を眺め、ゼオルディスはまたも肩を竦めてみせた。

「やれやれ、今度はだんまりか。顔も魂たましいも、相変わらずお美しくて何よりだ、我が友よ。共に罪にまみれてくれることを願った妹の手を振り払い、お前はひとりだけ、いつも穢れ無く清らかだな。羨うらやましい話だ」

　挑ちよう発はつが効きいたようだ。フロリアンの眼に、彼らしい鋭さが戻り始める。

「……自分は確かに、陛下にほとほと呆れられるほど口くち下べ手たで、自分の心さえまともに語れないつまらない男です。ですが、なすべきことぐらいは分かっている」

　フロリアンの手が、腰に差していた剣を摑んだ。すらりと抜き放つ所作からして、マーベリックなどとは格の違う使い手だと知れる。

「フェイトリンの令れい嬢じようを……ライセン強公爵夫人をお放し下さい、陛下。彼女はあなたのお姫様ではありません」

「──！」

　一瞬、ゼオルディスが息を飲んだことがアリシアにも分かった。違い和わ感かんが、再び脳のう裏りをかすめる。

「その方は、ライセン強公爵のものです。自分にもその程度のことは分かる」

　静かにゼオルディスを見み据すえたまま、フロリアンは淡たん々たんと告げた。

「あなたにはお気の毒な部分も多々ある。だがそれ以上に、赦されざる罪が多々ある」

　物もの憂うげなその眼は、「かわいそうな王子様」の「お話」を知る者のそれだった。だからこそ彼は、ゼオルディスにいいように扱われながらも、その側に侍はべり続けていたのだろう。

「ですが……一度でも友と呼んでいただいた身として、あなたにこれ以上罪を重ねさせる訳にはいきません。降伏して下さい、陛下。水底の国へは、自分もお供します」

「穢れ無き銀騎士」に相応しい、高潔な判断を気負いのない口調でフロリアンは口にした。伸びた背筋に満ちた気き迫はくが、その決意に噓うそがないことを教えてくれる。

「まあ、オーデル侯爵様が『王子様』なら、マーベル卿は『騎士様』ねえ……」

　騎士道物語の類たぐいは人気が高いので、アリシアはあまり読んだことがない。だか王宮図書館には何冊かあったし、愛読書の一冊である『首なし騎士の報復』はフロリアンとある種似た雰囲気のある、真ま面じ目めな騎士が主人公だ。

　フェネルート卿は親友に裏切られるのよね、と思い出した瞬間、フロリアンの元友人の笑い声が耳に飛び込んできた。

「ふ、は、はは、ははは……!!」

　腹を押さえ、目尻に涙さえにじませて、ゼオルディスは最高の喜劇を目まの当たりにしたように笑っている。

「ははははは、自分でよく分かっているな、フロリアン！　驚いたよ。ミューゼは犬死に、お前は『穢れ無き銀騎士』のまま。鎧よろいを脱ぬいだのは形だけだ、お前は何ひとつ分かっていない!!」

「……なっ」

　罵ば詈り雑ぞう言ごんにフロリアンは言葉をなくし、アリシアもあまりの言いように眉をひそめる。だが、他人の心配をしている場合ではなかった。

　いきなり強く首が絞しまり、息ができなくなる。

　首に食い込む首輪を握り、窒ちつ息そくを免まぬがれようと必死のアリシアを、ゼオルディスが羽は交がい締じめにした。

「アリシア様!?」

「アリシア!!」

　レネやルアークが顔色を変えるが、ゼオルディスは金の鎖を首輪の上から一いち巡じゆんさせ、さらにきつくアリシアを拘こう束そくする。

「近づくな。それ以上近づいたら、アリシアの首の骨をへし折るぞ」

「……今や『先生』も凌しのぐ美少年暗殺者になった俺を前にして、その脅しはないんじゃない？」

　ジスカルドをジェダに預け、ルアークが構えを取った。しかし〈玩具の兵隊〉の元統率者の呼び名を出した脅しにも、ゼオルディスは動じない。

「どうかな？　お前ほどの腕なら、俺の腕だって分かるだろう？　お前の師が『先生』なら、俺の師はそこのフロリアンだ」

　ルアークが認めるほどの腕前を持つフロリアンである。その弟で子しであるゼオルディスが、やる気の方向性さえ間違わなければ立派な王となっただろうことは、カシュヴァーンもたびたび口にしていた。

「来るな。アリシアは俺のお姫様だ、誰にも渡さない。レネも含めてお前ら全員、退たい却きやくしろ」

　最早レネさえ側に置く気はないようだ。それでもルアークは構えを解かずにゼオルディスを睨んでいたが、その時、ジェダに預けられたジスカルドが身動きし始めた。

「ごほっ、なん、お前は……？　ここは、水底の国……？　馬鹿な……」

　水桶から助け出された記き憶おくがない様子である。本気でいぶかしげな声を聞いて、ルアークは呆れ声を出した。

「自分が至高き国へ行けると思ってるあたり、本当にあんたって完全無欠の王様だよね！　可愛い女王様がまた泣いちゃうから、助けてはあげるけど、ぶん殴なぐられたくないなら今は黙ってて」

「……泣く……？」

　気になる単語があったらしく、ジスカルドは忠告を無視する。ジェダがもう一度気絶させようとしたが、次の瞬間、元〈玩具の兵隊〉たちは揃そろって天幕の外を見た。

　一いつ拍ぱく遅れて、大きなどよめきがアリシアたちにも聞こえてきた。

「……あちゃー、何やってんだか……」

「こほっ……、何、が……？」

　首を絞められながらアリシアが聞いても、ルアークは答えてくれなかった。下手な発言をして、ゼオルディスを刺激することを恐れたのだろう。

「分かった、ここは退ひくよ。レネも、いいね？」

「……はい。では、この方も連れて行きましょう。よろしいですよね？　陛下」

　不ふ承しよう不ぶ承しよううなずいたレネは、マーベリックを抱え上げた。こうなったらひとりでも、ゼオルディスのもとから兵力を減らそうという腹らしい。

「ああ、連れて行け、そんなやつ。俺には裏切り者の友達なんかいらない。俺のお姫様だけいればいい」

　フロリアンはぴくりと頰ほおを引きつらせたが、言葉が見つからない様子だ。うつむく彼に代わるように、ルアークが刺すような眼でゼオルディスを睨む。

「どっちみち、あんたの治世はもうおしまい。じゃあね、国王陛下。行くよ、ジェダさん」

　問答無用でジスカルドを抱え上げたルアークたちは、風のように天幕を出て行ってしまった。











第五章　好きじゃない






　夕ゆう闇やみの中に、灯ひ明あかりが無数に並んでいる。

「……きれい」

　思わずそう言ってしまったアリシアと一緒に窓の外を覗のぞき、ゼオルディスもうなずいた。いつしか雨は上がり、赤く燃える冬の空が恐おそろしいほどきれいに見えた。

「そうだな。本当に、きれいだ」

　シルディーン王宮、国王の私室にて。女王軍とぶつかり合った昼間の騒さわぎが噓うそだったかのように、茜あかね色いろの光に浮かび上がる荒こう野やに目立った動きはない。

　そこに浮かび上がる灯あかりは、国王軍と女王軍双そう方ほうの陣じんの灯だ。まだ眼鏡めがねを返してもらえないアリシアでも誰だれでも、どの灯がどちらのものかは当然分からないが、場所でおおよその見当はつく。

　城下町をぐるりと取り囲む城じよう壁へき沿ぞいに展開している灯明かりは、国王軍。それ以外は女王軍。

　その数の比率は、大おお雑ざつ把ぱに見て三対七というところか。城下町から急きゆう遽きよ兵を募つのり、防ぼう衛えいに当たらせている部分もあるようだから、戦せん闘とう能力で考えればもっと悲ひ惨さんな数字が出るだろう。

　しかし、悲惨なのはゼオルディスにとってであって、アリシアにとってではない。

　首を絞しめられ、殺されかけたことを忘れた訳ではないが、女王軍がもう一度進軍してくれば国王軍はひとたまりもないだろう。そうすればゼオルディスは良くて幽ゆう閉へい、悪ければ即刻処しよ刑けい。アリシアは助け出してもらえるはずだ。

「差し当たって、夜や襲しゆうをかけて来る様子はないな」

　灯明かりの動きを見ながら、ゼオルディスがつぶやいた。

　ゼオルディスの脅おどし、そして時を同じくして起こった「何か」により去って行ったルアークたちだったが、「何か」はかなり大おお事ごとだったようだ。ほぼ同時に女王軍も兵を退ひき、現在の状況となった。

　ゼオルディスの話によると、途中で戦線離り脱だつしたラグラドール人たちが女王軍に合流したという話も聞く。最初からそういう約束だったとは思いにくく、第一それならすぐさま反転して襲おそいかかってくればいいだけである。陣を敷しいたまま、動きを見せない理由が分からない。

「……斥せつ候こうは、出していらっしゃいませんの？」

「出しちゃいるんだろうが、今外に人を出すと逃にげてしまうようでなあ」

　また他ひ人と事ごとのように、ゼオルディスが答えた。

　現在国王軍に残っているのは、古くから王家に仕つかえた家のものか、弱小地ち方ほう伯はくのみ。王家と心中する覚かく悟ごを決めている者と、王家が倒れればそこでおしまい、にならざるを得ない者たちだ。

　それ以外の者たちは、今も続々と逃とう亡ぼうするか投降しているという。彼ひ我がの戦力差は開く一方。

　にもかかわらず、ゼオルディスは相変わらず、やけになる様子も開き直る様子もない。マーベリックが連れ去られた今もそれは変わらず、残っている中で一番爵しやく位いが高い者に全権を委任する書状をさっさと書いて、すべての指揮を押しつけてしまった。

「さーて、もうこんな時間か。飯でも食おうか、アリシア」

「そうですわね……」

　とりあえず、食事をしてちょっと休もう。そう決めたアリシアだが、現在は最も早はや従じゆう僕ぼくさえ国王の部屋を訪れなくなっている。

「ああ、そういえば、メイドも姿を見ないな。じゃ、まずは召めし使つかいを捜さがしに行くか」

　国王が王宮の中でする発言とは思えないが、ゼオルディスは気にした風もなく歩き出した。状況に変動はあったが、彼がアリシアの首から垂れた鎖くさりを握にぎり、連れ回していることは変わらない。

「人がいないなら、私が作りましょうか。たぶん材料は残っているでしょうし」

「お前が？　そうか、そういえば料理ができるんだったな」

　ちょっと意外そうに言ったゼオルディスが、皮肉っぽく笑う。

「毒どく入いりとか？」

「あら、毒があってもおいしく食べられるものはたくさんありましてよ？　おまけに安いですし。物によっては、とてつもなく高いですけど」

「はは、いや、そうだな」

　皮肉に真顔で返事をされたゼオルディスは、くすくすと笑いながら燭しよく台だいを手に取った。

「手料理とはありがたい。ミューゼのやつは、家事はからっきしだったからな」

「え？　あら、いつもゼオ様の食事を運んでいらしたのでは？」

「図書館の幽ゆう霊れい」時代のことを思い出しながらアリシアが問えば、ゼオルディスは肩かたを竦すくめる。

「あいつは料理人が作った物を運んでいただけだ。馬ば鹿か女にもできる簡単な仕事さ。じゃ、行こうか、お姫様」







　シルディーン王宮の内部は、しんと静まり返っていた。

　獣じゆう油ゆ漂ただよう廊ろう下かに、財政難を感じたことがはるか昔のことのようだ。現在は、まともに灯りさえ点ともっていない。

「お城の中が、空からっぽ……」

　灯りだけではない。人っ子ひとりいない。

「はは、兵士はまだかろうじて残っているが、これは完全に見捨てられたかな」

　明るいゼオルディスの声で、手元の灯が揺ゆれる。恐きよう怖ふ小説そのものの光景に、アリシアは状況を忘れてすっかり興奮してきてしまった。

「すごいですわね。これは本当に、何が出ても不思議ありませんわ!!」

　元々美々しい装そう飾しよくを施ほどこされた立派な城であるだけに、人ひと気けがなくなると一気に不ぶ気き味みさが漂う。このお城を舞台にした恐怖小説ならすぐ書けそう、と考えていると、ゼオルディスも話に乗ってきた。

「はは、そうだな、確かに。父様とか母様とか、イーダルとかミューゼの幽霊が出ないかな」

　また、違い和わ感かんがアリシアを襲う。

　ミューゼが死んだ次の日の朝、クロエと一緒にゼオルディスに呼び出された時の光景が脳のう裏りを過よぎった。あの時も、置物めいた兵士たち以外姿の見えない城内に、この世の終わりが来たような錯さつ覚かくを覚えたものだが……

「……その方たちの幽霊に、会いたいのですか？」

「向こうが会いたがらないかもしれないな。ははは、だから出てこないのか」

　軽く笑い飛ばしたゼオルディスは、何事か考え始めたアリシアをちらりと見た。

「そうだアリシア、飯を食ったら、おじさまの新作を読ませてやろうか」

「まあ、よろしいんですの？」

　好きな単語に反応し、ぱっと顔を上げたアリシアにゼオルディスもにっこり笑った。

「ああ。そうだ。だが先に言っておこう。全く、全然、面おも白しろくない」

「え？」

　意外な言葉に眼を丸くするアリシアに、「俺はこっちだぞ」と鎖を引っ張りながら説明する。

「王子様とお姫様が結ばれる、幸せなハッピーエンド。自分を怪かい物ぶつだと思い込んでいた王子様が、お姫様の大きな愛情に包まれて、本当の自分に気づく話なんだ」

　そのあらすじに集約される話なら、エルティーナの蔵書内で何冊見たか分からない。

「まあ……実は王子様は怪物で、最後にお姫様を食べてしまうとか、そういうお話ではありませんのね」

　アリシアの指し摘てきに、ゼオルディスはげらげら笑い出す。

「ははは、俺もそういう話だと思ったんだよな!!　てっきりどこかでひっくり返されるものと思っていたが、最初から最後までべったべたの王道で、どこかで見たような話の寄せ集め。おじさまが書いたとは思えない出来だが、おじさまのお姫様がどういう最さい期ごを迎むかえたか、思い出しながら読むと面白いかもな」

　グラネウスの若すぎた妻、ロクサーナのことをアリシアは脳裏に描いた。国王ランドレイの後妻の地位を望みながら果たせず、故こイーダルの命令で無理やり結婚させられたグラネウスに反発し、若い愛人に走った女性。

　最期にはその愛人にも裏切られ、みじめな死を迎えた彼女をグラネウスは庇かばい続けている。逃げようとした妻を食べてしまった「悪あく食じき大たい公こう」と揶や揄ゆされても、ひたすらに沈ちん黙もくを守っている。

　皮肉のつもりで、そんな甘ったるい話を書いたのだろうか？　違和感がまたひとつ、アリシアの中に生じた。

「これが遺作になるところだったかと思うと、おじさまも愛読者の俺もお前も気の毒すぎる。処刑が失敗して正解だったかもなぁ」

「……そうでしょうか。いえ、処刑は失敗してよかったのですけど……」

　何かが、頭の隅すみに引っかかっている。ゼオルディスが言うとおり、グラネウスの最新作はいつものアリシアの好みではなさそうだが、しかし。

「私……、読みたいです、その本。そして……」

　自分も。

　何かに辿たどり着きつつあるアリシアに、ゼオルディスが別の本の話を始めた。

「そうだ、俺とレネが完成させた『昇しよう天てんするほど愛して　無ぶ精しよう髭ひげの王子様は金持ち筋肉持ち霊感持ちもちろん美形でもちょっぴり寂さびしがり屋で私にだけ優しいの』を読ませてやるよ。きっとこっちのほうが面白い」

「あら、やっぱりゼオ様たちのほうが早かったんですのね!!」

　最初はアリシアとレネの創作だったその話は、アリシアが別の「お話」にかかりきりになっている間に、さらなる乙女おとめ好みの要素を詰つめ込まれたようである。

「ありがとうございます、その合キ成メ獣ラのような物語も、楽しみに……」

　そこでふと、アリシアは黙だまり込んだ。

　合キ成メ獣ラ。

　ランドレイ。

　イーダル。

　ミューゼ。

　フロリアン。

　ファネリー。

「アリシア？　どうした、何を考えてる」

　物思いに沈しずむアリシアを見て、ゼオルディスはため息をついた。

「やれやれ、またか。剣は置いてきてしまったし、これしかないなあ」

　ゼオルディスが、ためらいなく燭台の灯に指先をかざす。皮ひ膚ふの焼ける臭においに我われに返ったアリシアは、慌あわてて彼の手から燭台を奪うばった。

「だ、大丈夫ですか!?　もう、こんなことをなさらなくても今、私はあなたのことを……!!」

「分かってる。でも、俺から眼を離すなって言っただろう？　アリシア。さあて、何を作ってもらおうかなあ」

「火傷やけどを水で冷やすのが先ですわ!!　台所ならお水もあるでしょう、急ぎましょう!!」

　早足になったアリシアだったが、猛もう然ぜんと壁に向かって行った挙あげ句く、鎖の長さに阻はばまれて悲鳴を上げた。そんな彼女を見てゼオルディスは、幸せそうに笑っていた。







　暮れなずむ空の下、急遽作られた女王軍の拠きよ点てん内部に、エルティーナの怒号が響ひびき渡る。

「ふざけないでちょうだい、シルディーンを丸ごとあなたたちに差し出せと言っているのと同じよ!?」

　威い厳げんにあふれた一いつ喝かつにも、シャンテは一向に悪びれない。急ごしらえの天幕の中をのんびりと見上げながら、長い黒くろ髪かみをかき上げて獰どう猛もうに笑った。

「それが嫌いやなら、あたしらはこのままラグラドールに帰るだけさ」

　無言になったエルティーナを離れ、その眼は思わせぶりに西の方向を見やる。

「分かってるんだろう？　もうすぐここに、クルセージュが来る」

　西の大国の名を聞くと、エルティーナも、その斜ななめ後ろに護ご衛えいとして控ひかえていたルアークもわずかに瞳を動かした。

　アリシアを取り戻そうと敵の本陣に分け入ったルアークたちの足を退ひかせた「何か」がそれだった。クルセージュの動きに注力していた斥候から、彼らが国こつ境きよう付近に姿を現したとの報が入ったのだ。

　エルティーナ以下、いきなり裏切ったラグラドール人たちがクルセージュと通じ、ひと息に襲いかかってくるのかと勘かん繰ぐったのである。そうであれば、国内で争っている場合ではない。

　だがいったん傍ぼう観かん者しやに回ったシャンテたちは、続いてエルティーナに交こう渉しようを持ちかけてきたのだ。自分たちを雇やとい、クルセージュ戦に備そなえよ、と。

「クルセージュの残ざん虐ぎやく王おうは、〈翼つばさの祈いのり〉を追い払っちまった古ふる強つわ者ものさ。国内の平定が完了した今、奴やつらの次の狙ねらいはこの国だよ、女王様」

　自分の言葉の効果を確かめるように、シャンテは薄く笑う。

　彼女の背後に立ったトレイスははらはらしつつ、時折自分を見るルアークが笑いを堪こらえているのを感じてはうつむくということを繰くり返している。どさくさにまぎれて頭のリボンだけは取ったが、ふりふりレース姿に変わりはない。

「国王軍とやらはもうおしまいさ。奴らは放っておいても自じ滅めつするだろう。だが最期の悪あがきをする可能性はあるし、奴らを叩たたいている間に、後ろからクルセージュの連中に襲いかかられちゃ目も当てられないだろう？　どうだい、あたしらの力、欲しくないか？」

「シャンテ様……」

　極ごく道どうな取引に、たまりかねた様子でトレイスが口を開く。

「黙ってな、子こ猫ねこちゃん。あんたの仕事はあたしを楽しませること。あたしの仕事に口を挟はさむことじゃないよ」

　ぴしゃりと言いきられて黙ったトレイスをちらりと見上げ、エルティーナが口を開いた。

「……クルセージュの王は、ラグラドール人のこともよく思っていないようだけど？」

　元王女として、独自の情じよう報ほう網もうを持つエルティーナである。あごを引き、凜りんとした表情になると、探さぐるような眼でシャンテを見つめた。

「今回の内乱で、ラグラドールも相当の痛手を負おったはず。ここでクルセージュが台たい頭とうしてくれば、一気に彼らに飲み込まれかねない。かといって、あのゼオルディスに任まかせておけばこの国は破は滅めつする。だから今のうちに、次代の王になる私にできるだけ恩を売っておいて、有利な形で共同戦線を張ろうという腹でしょう？」

「さあ、どうだろうねェ？　だとしても、今のあんたらに他に頼る相手はいないだろう。このままここで、強ごう盗とう団だんに鞍くら替がえしてもいいんだよ。でなきゃ残虐王のほうと交渉してもいいんだ。さあ、どうするんだい。言い値を払うのか、払わないのか？」

　食えない態度で強引に話を進めようとするシャンテを、エルティーナは撥はねつけた。

「言い値でラグラドール人と取引するほど、私は愚おろかではないわ」

「ふん、傭よう兵へい嫌ぎらいのオーデル侯こう爵しやくの元奥方だものねェ。そうだ、値切りたいならその代わりに、あの男をあたしにおくれ」

　肩を竦めたシャンテの眼が、天幕の奥を覗き込む。

「……ジスを？」

　疲ひ労ろうが一気に噴ふき出したのか、そこで昏こん々こんと眠り続けている元夫の名にエルティーナは顔を強こわ張ばらせた。可愛かわいいねェと、シャンテは笑う。

「だってあんたはあの、顔だけはとてつもなくきれいな男との結婚を破は棄きしたんだろう？　ならいいじゃないか、おくれよ。ラグラドール人に飼われる屈くつ辱じよくに歪ゆがむ顔、見み物ものだと思うんだけどねェ。あんたの溜りゆう飲いんも下がるんじゃないかい？」

　それは、趣しゆ味みと実益を兼かねた提案だった。断れば再度巨額の報ほう酬しゆうを吹っかけてくるだろうし、飲めばジスカルドはエルティーナに対する人ひと質じちとして作用するだろう。

「……どーする？　我らが女王様。個人的には、シャンテ様に飼われるジスカルドおにいちゃん、ちょっと見てみたい気もするけど」

　ちょっぴり興味を示すルアークだが、エルティーナはため息交まじりに首を振った。

「……それはだめね。私はジスの、無む駄だに自尊心が高いところも愛してるの」

　決然とつぶやくと、エルティーナはシャンテの後ろに視線をやった。

「ところであなたも、そこのトレイスを気に入っていると聞いたけど？　私たちと交渉してくれるのも、彼が頼み込んだからとか」

「い、いや、私は頼んだといいますか……、ただその、国王陛へい下かにこのまま従うのはおやめ下さいと、何度も申し上げただけです。ラグラドールのみなさんの利益にも、その、ならないでしょうに」

　そんな影響力はない、と慌てるトレイスを面白くもなさそうに見上げ、シャンテは乱暴に卓たくを蹴け飛とばした。

「はん、なんだ、恋愛話であたしを丸め込もうったって、そうはいかないよ。大体子猫ちゃんは、とうの昔にあたしのものさ」

「ええ、もちろん。あなたたちと腹を割って話すのに、素面しらふでとは言わないわ。ルアーク、出してくれる？」

　強引に話の方向を曲げたエルティーナは、シャンテに会談を申し込まれた時から用意させていた黒くろ瓶びんを卓に並べさせた。

「飲みましょう」
















　眼を丸くしたシャンテが、軽く口笛を吹く。

「……こいつは驚いた。女王陛下が、傭兵相手に飲み比べを挑いどむとはねェ。しかもレンブラーで」

　無む銘めいの黒瓶に詰め込まれた蒸じよう留りゆう酒しゆ、レンブラー。ラグラドールの地酒であり、アズベルグよりなお寒冷な地域で過ごす彼らの体を温めるための強力な酒しゆ精せいを含ふくむ。

「オ、オーデル……いえ、女王陛下……いえ、その」

　立場上エルティーナにどう呼びかけていいか困っているトレイスだが、言わんとしていることは分かる。彼はシャンテの酒しゆ豪ごうぶりをよく知っているのだ。

「上等じゃないか。あたしが勝ったら、あんたの元夫も、そこの銀ぎん髪ぱつぼうやももらうよ」

　ちゃっかりルアークまで賭かけに含め、シャンテは凄すごんでみせる。

　けれどエルティーナは臆おくすることなく、女王の威厳たっぷりに艶えん然ぜんと微笑ほほえみ返した。

「ラグラドール人と交流するなら、あなた方の流りゆう儀ぎに従う。そこだけはゼオルディスと私は同じよ。そして言っておくけど、ジスと違ちがって、私はそこそこお酒は強いわよ？　ね、ルアーク」

「はーい、女王陛下、頼りにしてまーす。俺とトレイスさんとジスカルドおにいちゃんの貞てい操そうのために、がんばってね!!」

　気取って一礼したルアークは、早さつ速そくレンブラーを開かい封ふうし始めた。







　エルティーナのいる天幕は盛り上がっている。

　騒ぎを遠く聞きながら、同じく急ごしらえの天幕の隅に呆ぼう然ぜんと座り込んでいたマーベリックは、近づいてきた人影にはっとした。

　一いつ瞬しゆん、見張りを名乗ったジェダとかいう男かと思ったのだ。たどたどしい口調で延えん々えんと人体の急所について話され、これから一体どんな拷ごう問もんを受けるのかと怯おびえていたが、彼ではなかった。

　肉体ではなく、精神を鞭むち打うつほうが得意な男が眼の前に立っている。

「お久しぶりですね、マーベリック様」

「……セイグラム……」

　現在はティルナードの執しつ事じとなった眼鏡の男を見て、マーベリックはひくりと頰ほお肉にくを引きつらせる。思えば罷ひ免めんした元教育係の面おも影かげにずっと怯えていたのだが、今は乾いた笑いしか出てこない。

「なんのつもりだ。笑いに来たのか？　それとも、やはり自分の見る眼は正しかったと、自じ慢まんしに来たのか……？」

　ゼオルディスに認められようとがむしゃらだった日々は、捕ほ虜りよとなった今はひどく遠い思い出のように感じられた。我ながら赤面するような失態の数々を思い起こし、自じ虐ぎやく的てきに片頰を歪ませる元主あるじを、セイグラムは静かに見つめている。

「ティルナード様のことをおっしゃっているのなら、そうです。少なくとも私にとっては、あの方は最高の主です」

　照れも遠えん慮りよもない言い回しが、いっそ懐なつかしくもある。

　だが続く言葉は、思い出の中にはなかった。深く頭こうべを垂れる姿も、なかった。

「ですが私はあなたにとって、最高の教育係ではなかった。そのことを、謝りに来ました」

「──なに？」

　想定外の展開に呆然としているうちに、セイグラムは淡たん々たんと謝罪を始めた。

「あなたには平均以上の才能があった。だが他人の評価を気にするあまり失敗に怯え、視野狭きよう窄さくを起こすようになった原因は、あの国王陛下と私でしょう。その結果、こういうことになってしまった。ですから、謝りに来たのです。私もやっとそれが分かるまでに、成長しましたので」

「……な、な……」

　乾いた唇くちびるを無意味に開閉させ、マーベリックはうめいた。

「お、お前！　お前が今!!　今それを……!!」

　支し離り滅めつ裂れつにつぶやいたマーベリックは、感情の昂たかぶりに任せて拳こぶしを振り上げた。しかしセイグラムは、頭を下げたまま微び動どうだにしない。

「……なんなんだ……」

　一度振り上がった拳は力なく解ほどけ、マーベリック自身の額ひたいに貼はりつく。すすり泣くような声が、その唇から漏れた。

「私だって……、私だってなあ!!　……くそ……、父上……」

　主従としての蜜みつ月げつが、マーベリックとセイグラムの間にはかつて確かに存在した。短い期間でそれが終了した原因が、幼おさない頃にゼオルディスによって植えつけられた恐怖と劣れつ等とう感かん、それらを刺し激げきするセイグラムの態度にあったことは間違いない。

　けれどそれを克こく服ふくし、乗り越えた人物も存在するのだ。

「おい……あっ、やっぱりここか、セイグラム!!」

　その時、天幕の中にいそいそとティルナードが入ってきた。セイグラムが頭を上げ、マーベリックも急いで表情を取り繕つくろう。

「ええと、あの……クリストン侯爵、あなたの処しよ遇ぐうが決まるまでには、もう少し時間がかかりそうなのですが……よかったら少し、お話でもしませんか」

　またも想定外の展開に面食らうマーベリックに、ティルナードは気き恥はずかしそうに続ける。

「ゼオの友と呼ばれ、セイグラムの主でもあったあなたとは、一度よくお話ししてみたかったのです。またいつ戦闘になるか分からないので、かなり軽い酒を選んだのですが……付き合っていただけますか？　一緒に、ゼオとセイグラムの悪口を言いまくりましょう」

　その手には酒瓶が一本握られていた。

「だめも何も……、捕虜の身に、選せん択たく肢しは……」

　もごもごつぶやくマーベリックに、ティルナードはほっとしたように笑う。

「ありがとうございます。じゃあセイグラム、後でな……いたっ!?」

　すかさず飛んできた小型の鞭に引っぱたかれ、ティルナードは悲鳴を上げた。

「何するんだこの馬鹿!!　見ろ、クリストン侯爵が驚かれているじゃないか!!　お前の悪口を言い合うのに、お前がいたら気まずいだろう!?」

「私は気まずくありません」

「お前がよくてもこっちが気まずいんだよ!!　心配しなくてもジェダがいるから平気だ、何かあったらちゃんと呼ぶから、ちょっと離れてろ!!」

　ティルナードがセイグラムを天幕の外に押し出そうとして阻まれ、何処いずこからか姿を現したジェダも加わって何やら騒ぎ出す。

　当たり前のような信頼関係をもとにしたレイデン主従の騒ぎを聞くうちに、マーベリックの口元にも潔いさぎよい笑みが広がっていった。

「やっぱり、セイグラムの眼は正しかったんだな……」

　無駄な力みが剝はがれ落ちたその顔が、地味で小粒ながらも才気に富んだ青年のものに戻っていく。

　そこへもうひとり、予想外の人物が顔を出した。

「……自分も、お仲間に入れていただけませんか」

「……マーベル!!」

　ぎょっとしてマーベリックが呼んだのは、彼が一方的に敵視していたゼオルディスの「友達」。ひどく疲れた顔をした、フロリアンだった。

　ティルナードもいったん騒ぎを中断し、心配そうにフロリアンに近寄ってきた。彼がゼオルディスと再会し、手ひどく罵ののしられて帰ってきたことは聞き及んでいる。

「か、構いませんが……よろしいのですか？　あなたは、酒の席は、あまり」

「はい。苦手です」

　率そつ直ちよくにフロリアンは答えた。人形めいた冷たい美び貌ぼうによく似合う発言だったが、苦く悩のうがその顔に人間らしい揺らぎを与えている。

「ですが、……ですが、自分は……もう、どうしていいのか、分からなくなってしまったのです。ですから……」

　素早く伸びたその手が、ティルナードが持っていた酒瓶を奪い取る。

　止める間もなく口を開け、直接中身をあおる姿を、一同は呆あつ気けに取られて眺ながめていた。

「……これまでしてこなかったことを、してみようと思ったのです。自分も、王子の悪口大会に、参加させて下さい」

　あまり酒には強くないのか、酔よいたい気持ちがそうさせているのか、フロリアンの眼は早くも据わっている。ゼオルディスの呼称も呼び慣れた「王子」に戻った。

「え、あ……う、うん、そうですね、よーし、飲もう!!　ほ、ほどほどに!!　クルセージュの連中がいつ攻めてこないとも限りませんから!!」

　内心えらいことになった、と冷や汗をかきながら、ティルナードは必死になって釘くぎを刺さした。







　さらに別の天幕の中では、簡素な寝間着姿のグラネウスが、ノーラに付き添そわれていた。ようやく身を起こせるほどに回復した彼は、外から聞こえる騒ぎを楽しむように瞳ひとみを細めている。

「エルたちもだが、ティルナードたちも何やら騒いでいるようだな。領主らしく、肝きもが据わってきたようではないか」

　実際のティルナードはマーベリックとフロリアンの愚ぐ痴ちを聞きながらセイグラムの説教を喰くらいつつ、かやの外になりがちなジェダに話しかけるという拷問を受けている最中だが、そこまではグラネウスにも分からない。

「本当ですわね。あれは、余裕の表れだと思っていいんですのよね……？　オ……いえ、女王陛下に加勢しなくて大丈夫なのかしら……」

　ティルナード同様、ラグラドール人への拒きよ否ひ反応を残すノーラである。戦せん況きようがよく分からないこともあり、不安そうな彼女を力づけるようにグラネウスが微笑む。

「大丈夫、エルは優秀だ。ルアークもついているのだから、心配あるまい」

　エルティーナの能力を、グラネウスは信頼しているのだろう。ノーラを力づけるためだけに言っている訳ではなさそうだが、別種の憂うれいがその表情を薄うすく覆おおっていた。

「ある意味、ランドレイはいい父親だったのかもしれないな。娘むすめも息子も、素質は非常に高い。そして彼らの教育を担になった、イーダルも……」

　ランドレイたちとの政争の日々を思い出しているのだろうか。この状況で着道楽という訳にもいかず、独自の美意識に貫つらぬかれた衣い装しようを着ていないグラネウスは、ひどく老ふけ込んで見えた。

　ただでさえ、水死を強要された身である。沈んだ姿が痛々しくて、ノーラはそっとその手に自分の手を重ねた。

「あの、でも、ご無事で本当によかったですわ……おとう、さま」

　ガーゼット家の養女になる手続きは完全に済んでいるが、事件続きで養父とまともに過ごす時間を取れなかった。恥ずかしそうにうつむく養女に、グラネウスは一いつ拍ぱく置いて破は顔がんする。

「老いた命を拾ったことより、お前にそう呼んでもらえたことのほうが何万倍も嬉うれしいな、我が娘よ。おまけに義理の息むす子こまで連れて来てくれるのだから、なんと親孝行な子だ」

　大きな手が、ノーラ自慢の赤毛を優しく撫なでる。幼い頃に父を亡なくしているノーラは、くすぐったそうにしながらもされるがままだ。

「私も嬉しいです。そして、いずれあなたは、その……おじいさまと、呼ばれるようになるのですから」

　グラネウスが眼を丸くした。

「なんと！　ティルナードのやつめ、意外に手の早い」

「いえ、ま、まだ具体的には何も……ですが、ようやくあの陰いん険けん眼鏡がかけた呪のろいは解きましたから！　それもこれも、お父様のおかげですわッ!!」

　かなり恥ずかしい思いもしたが、ティルナードもようやく正しい初夜の知識を身につけたはず。うっすら頰を赤くしながら力説するノーラに、グラネウスはしみじみとつぶやいた。

「そうか。私がおじいさま、か。おめおめと生き延のびてしまったと思っていたが、長生きはするものだな……」

「そうですわよ、これからカシュヴァーン様がお戻りになったら、あの馬鹿夫婦絶対離れていた期間を埋うめるためにいちゃいちゃし倒すはずですもの!!　あっという間におじいさまになれますわ!!　もちろん私も負けませんけどッ!!」

　ぐっと拳を握り、ノーラはさらに力説した。グラネウスは、そんな彼女をひどくまぶしそうに見つめている。

「カシュヴァーンが戻ってくることを、お前たちは当たり前のように信じているのだな」

「あ、当たり前じゃないですかっ、これで戻って来ないなんてあり得ませんわよ!!　奥様を散々危ない目に遭あわせた分、うんと幸せにして下さらないと許しませんから!!」

　豊かな胸を波打たせ、声高らかにノーラは言う。多少無理をしているようでもあるが、彼女がカシュヴァーンの帰き還かんを、ライセン夫妻の幸福を願っていることは間違いなかった。

「全くだな。普通は、王道は、王子様は、そうでなければ」

　心からの同意を示したグラネウスの表情は、年老いて得た家族を喜ぶ老人から、超ちよう然ぜんとした「悪食大公」のものへと移行しつつあった。同じ天幕の中でぐっすりと眠りこけているリュクに一いち瞥べつをくれながら、

「しかし、現実が甘いハッピーエンドに終わるなら、創作者としては幻げん想そうの中にしかない理想を追い求める義務を感じる。執しつ筆ぴつ意い欲よくが湧わいてきたよ、ノーラ。ここに紙とペンの用意はあるかな？」







　立ち並ぶ天幕のそこかしこから、にぎやかな騒ぎが聞こえてくる。

　喧けん噪そうの輪から少し離れた陣の隅で、淡あわい金きん髪ぱつの美少女が遠い眼をしてつぶやいた。

「……クルセージュとの戦闘を控えているとは思えんな」

　かつて聖女アーシェルとして、国家規き模ぼで不信心を公言したクルセージュに悩なやまされた身としては、複雑な気分なのだろう。硬こう質しつな美貌に苦笑を浮かべた元聖女・クロエに、かたわらの男が三さん白ぱく眼がんを向けた。

「……よろしいのですか……？」

「何がだ？　レオニア」

　ぐうたら聖職者にしてぐうたら発明家の男に聞き返せば、レオニアは相変わらずのだらだらしたしゃべり方で応じる。

「元聖女と……呼ばれて……」

「……ああ」

　レオニアらしくもない気き遣づかいに、クロエは小さく笑った。

「ナディールにあんな説教をしておいて、今さら聖女面づらなどできようはずもない。第一、いずれ人の娘に戻ることは決まっていたのだ」

　高位の聖職者であり、クロエを妻として〈翼の祈り〉の頂点に立つ野望を抱いだいていたナディールは、そろそろラグラドールに……〈翼の祈り〉の本ほん拠きよ地ちに着いただろうか。内乱が収まりつつあるあの場所から残存兵力を連れ出すために、彼は自みずから戻ると言い出したのだ。

〈翼の祈り〉内部での反乱は、首しゆ謀ぼう者しやの先々代聖女・ソルラスカと『先生』の死により落ち着いたとは聞いている。しかし彼らに切り捨てられたナディールが戻ったところで、女王軍に加勢してくれる兵力がうまく見つかるとは考えにくい。

　言い逃のがれを並べて逃亡を図はかる気ではないか、とはクロエも思ったが、ナディールは言った。やれることはやらないと、水みな底そこの国で会った時にギゼに怒られる、と。

　止められるはずがなかった。

「あいつの花嫁になることもなく、ただのクロエになれたのだからな。結果的には、これでよかったのだろう。……ギゼたちには、悪いことをしたけどな」

　喪うしなわれた命を悼いたむように瞑めい目もくしてから、クロエは少し明るい声を出した。

「だが、得たものもある。レイデン伯爵やエルティーナ王女たちと合流もできたし……何よりこの、筋力」

　白い法ほう衣えの袖そでをまくり上げ、力こぶを作る表情は生き生きとしていた。レオニアはなんとも言えない顔をしているが。

「修道院にでも入るしかないかと思っていたが、私を縛しばる翼はすでになく、代わりにこの筋肉を手に入れた。なんなら剣の修行でもして、傭兵になるというのも手だな！　ははは!!」

「傭兵は、やめたほうが……筋力は確かですが、若い女性には……危ない……」

　満まん更ざらでもない様子で笑うクロエに、レオニアが静かに突っ込んできた。調子に乗りすぎたと思ってか、クロエも袖を戻してうつむく。

「わ、分かっている、冗じよう談だんだ。私はそこまで世間知らずではない！　やはり無難なのは、修道院だろうな。聖女でなくなっても、私は〈翼の祈り〉の教え自体は信じて」

「修道院も……、困る……」

　妙みように真ま面じ目めな顔をして、レオニアが首を振った。

「男は……入れないでしょう……？」

　物言いたげな表情を見て、クロエも彼の言わんとしていることを察したようだ。

「そうか、レオニア。お前も、行く場所がないのだな。無神経なことを言ってすまない」

　……いや、と困った様子のレオニアを尻しり目めに、クロエはしばし考え込んだ。

「いっそ私たちの手で、教団を再建するか？」

　以前からクロエは、聖女アーシェルを偶ぐう像ぞうとして持ち上げながら、実際の権限は他の人間が握っている〈翼の祈り〉教団のあり方に疑問を持っていたのだ。声を上げてそれを糺ただしたことで窮きゆう地ちに陥おちいったことさえあったが、指導者不在の教団は今、岐き路ろに立っているはず。

「無論、前と全く同じでは意味がない。だが私は、神と聖女への信しん仰こうを捨てた訳ではないのだ。うむ、そうか、これが私に与えられた使命なのかもしれない……」

　真面目な顔でひとしきりつぶやいたクロエは、うつむきかげんにレオニアに聞いた。

「その……その時は一緒に、来てくれるか？　レオニア。お前の力を、今後も貸してもらえるとありがたい。多少の昼寝は許すから……」

「まあ……、お供しますがね、どこへでも……」

　諦あきらめたように笑ったレオニアだったが、「ありがとう！」と嬉しそうに力一杯手を握ってきたクロエに、いろいろな意味で悲鳴を上げた。







　レンブラーの匂においが充満した天幕の隅で、ルアークが意味ありげにくすくす笑っている。

「あははー、レオニアさんも大変そー。ま、元聖女様相手じゃ、今はあれが精せい一いつ杯ぱいだよねえ？」

　すぐ横に黙って座っていたディネロが不思議そうな顔をしたが、ルアークはそれには応こたえず、

「あんたも大変だったみたいだね、いろいろ」

「……」

　いろいろ、の言い方で、ルアークがこれまでの出来事を知っていると悟さとったのだろう。想い人の『息子』を避さける薄い灰色の眼を、ルアークはわざわざ正面に回って覗き込んだ。腰に両手を当てた姿勢はどこか可愛らしいが、大きな緑の瞳は笑っていない。

　執事見習いのアレクトールがいれば、「ディネロ様は純じゆん粋すいにアリシア様が好きなだけで」と泣きながら文句をつけてきたかもしれない。

　しかし彼はトレイスと一緒に、女王陛下と傭兵団長の酒しゆ宴えんに引っ張り込まれている。正確には、ルアークにその役目を押しつけられて体ていよく追い払われた。

「悪かった。アリシアを、泣かせて、傷つけた。もう、二度と、しない」

　言い逃れしようがないと感じたディネロが、逸そらした眼を戻して真しん摯しに謝る。するとルアークは、くすっと笑って上体を起こした。

「同じお姫様を好きな者として、文句を言いたいことはたくさんあるんだけどさ」

「……!?」

　びっくりしたように眼を見開くディネロの肩を、ルアークは慰なぐさめるようにぽんぽんと叩く。

「でもあんたは元々、俺が『おにいちゃん』って呼びたくなる種類の男じゃないし。大体アリシアのことだから、あんまり気にしてないだろうし」

「……」

「本当に残ざん酷こくな女王様だよねえ、そこが好きなんだけど」

　幸福そうに笑うルアークは、ふとからかうような眼をした。

「だけどさ、もしもとっくの昔に、カシュヴァーンおにいちゃんが死んでたら、あんたはどうする？」

　ディネロが一瞬動きを止めた。だがすぐに、迷いなく言いきった。

「アリシアが、望むように」

　少ない言葉に秘められた、揺るぎない想い。ディネロ本来の口調に、ルアークは肩を竦めた。

「……あんたって、本当に『いいやつ』だねえ。コゼットさん、かわいそー」

「コゼットが、どうか？」

　不思議そうに問いかけられ、ルアークは首の後ろで手を組んだ。

「あははー、ううん、なんでも。ねっねっ、それよりさ、ここで話してるとこわーい女王様たちの餌え食じきにされちゃうかも。すぐにクルセージュ軍が来る様子もないし、俺たちもティルぼっちゃんたちのとこに行こ？」

「……そう、だな」

　身を起こしたディネロの腕うでにふざけてぶら下がったりしながら、ルアークは彼を先導して歩き始めた。







「あー、食った食った！」

　台所にてアリシアが作った料理をぺろりとたいらげたゼオルディスは、満足そうに笑った。運ぶのが大変だという理由で、まるで下働きのようにそのまま台所で食事をしたのだが、特に不満そうな様子はない。

「泥どろイモが入っただけのスープなんて、久しぶりに食ったよ。子供の頃は、始終肉が食いたいと駄だ々だをこねていたが、贅ぜい沢たくにも飽あきるものだよなあ」

　微び妙みような言い回しではあったが、アリシアはにっこり微笑んだ。

「お口に合ってよかったですわ。残念ながら、他の食材は残っていなくて……せめて『肥ひ料りよう要いらず』でもあれば」

「うん、それはあっても入れないでくれると嬉しいな、アリシア」

　さり気なく毒入りシチューを回かい避ひしたゼオルディスであるが、燭台の灯に照らされた顔は本当に嬉しそうだ。

「ふふ、しかし、こうやって食事をするのは新しん鮮せんで面白いな。明日からは、台所で食事をすることにしよう」

「……ええ……、そうですね」

　ごく自然に口にされた「明日」に、アリシアは曖あい昧まいにうなずいた。

　明日どころか、今すぐにでも女王軍は夜襲をかけるかもしれない。国王軍から第二第三のマーベリックが現れ、国王の首を手て土産みやげに投降を目論もくろむかもしれない。

　なのにゼオルディスに、悲ひ愴そう感かんは全くなかった。平然と、アリシアと「明日」の話をする。

　巨大な違和感。それは、満腹感で忘れていた話題に結びついた。

「満足なさったのでしたら、お部屋に戻りましょう」

「なんだ、まだいいじゃないか。俺、今度は甘い物が食べたいな」

　おやつをねだるゼオルディスに、アリシアは首を振る。

「残念ながら、砂糖のような高価な食材は、みんな持って行かれたみたいなんです。それに私は、ガーゼット侯爵様の本を読んで、あなたの望む『お話』を」

「その前に、腹ごなしに運動しないか？　アリシア。そうだ、ダンスなんかどうだ。うん、舞ぶ踏とう会かいごっこだ、そうだ、そうしよう」

　いきなり立ち上がったゼオルディスの提案に、アリシアは眼をぱちぱちさせた。

「え、ダンス……ですか？　でも、食べてすぐに動くと、おなかが痛くなりますわよ？」

「はは、普通の『おなかが痛い』の使い方も分かってるんだな。でも大丈夫、どうせ準備に時間がかかるし、その頃には痛くもなくなっているさ」

　にっこり笑ったゼオルディスが、アリシアの首に繫つながった鎖を手た繰ぐる真ま似ねをする。

「舞踏会ごっこが嫌なら、寝しん台だいで新しん婚こん夫婦ごっこを」

「ぶ、舞台はやはり『光の翼の間』ですか、ゼオ様!?」

　以前怪かい奇き仮か装そう舞踏会が行われた場所を、アリシアは自ら候補地として挙あげた。







　右眼の上を走る傷が目立つ黒髪の青年が、真っ赤なドレスが驚くほど似合わない亜あ麻ま色いろの髪の少女に気取ったしぐさで手を差し出す。

「お手をどうぞ、姫君」

「……ええ」

　不ふ承しよう不ぶ承しようその手を取ったアリシアを連れて、ゼオルディスはシルディーン王国の建国神話が描かれた柱の間をゆっくりと進み始めた。

　前もって灯りを並べておいたらしく、城内の他のところと比べればあたりは明るい。水底の国に潜ひそむ怪物たちが人々を惑まどわせるところから始まり、始し祖そ王おうエルナンドが神より宝ほう冠かんを授さずかるところまでが、端正な筆ひつ致ちで描かれた絵柱もよく見える、はずだ。眼鏡なしのアリシアは、転ばずに歩くので精一杯だが。

「あら、でも思ったよりもよく見えると思ったら、緞どん帳ちようがないのね」

　つい先日までは真っ赤な緞帳で乱雑に隠されていた絵柱だったが、誰かが緞帳を外はずしたか、持ち去ったかしたのだろう。盗とう賊ぞくもどきが宮殿内を跋ばつ扈こしていることを考えれば、盗ぬすまれた可能性もある。

「この柱のほうが、金目のものだと思うのだけど……やっぱりちょっと、大きすぎるかしら」

「値踏みしている連中は、何人かいたけどな。だが酒しゆ杯はいぐらいならちょろまかせても、これには恐れをなしたようだ。天てん罰ばつが下る、とでも思ったんだろう」

　鼻を鳴らし、ゼオルディスは嘲あざけった。

「馬鹿な話だ。破門された国王に仕えているくせにな。だが聖女アーシェルを王おう妃ひに迎えれば、帳ちよう尻じりは合うか」

「……私は」

　聞き飽あきた求婚を蹴ろうとした瞬間、ゼオルディスが話を変えた。

「聖女アーシェルは、どうして最後まで神様を裏切らなかったのだと思う？」

「？　それだけ強く、神様を信じていたからでしょう？」

　なんの疑問も持たずに答えれば、ゼオルディスは皮肉っぽい笑みを口元に浮かべた。

「おやおや、本当に国教の呪いは深いなぁ。死神姫ともあろう者が、『穢けがれ無き銀ぎん騎き士し』などと同じ答えを出すとは」

　フロリアンにも同じ質問をし、同じ回答を得たようである。そしてその回答に、ゼオルディスは満足できなかったらしい。

　でも、と考え込むアリシアに合わせた歩調で歩きながら、ゼオルディスは続けた。

「正解は、神様とできていたから。きっとアーシェルは、神様の女だったのさ」

「……まあ、斬ざん新しんな解かい釈しやくですわ。ゼオ様は、作家の才能もおありのようですね」

　トレイスが怒りそう、と思いながら素直に感心するアリシアに、ゼオルディスは嬉しそうに笑う。

「ありがとう。じゃあ、もっと面白い解釈を教えてやろう。つまり聖女アーシェルであるお前と結婚すれば、俺は国王どころか神様になれる訳だ」

　しつこく口く説どき文句を並べるゼオルディスを撥ねつけようとした瞬間、彼の声が小さく、弱くなった。

「神様になれたらきっと、すごくすごく幸せなんだろうな。お前にだって、誰にだって、そこにいるだけで愛され、必要とされるんだろうな……」

　すがるような声に、アリシアは反発するのをやめた。代わりに、別の解釈を披ひ露ろうしてみる。

「その理り屈くつでいくと、カシュヴァーン様は神様ということになりますわね。道理であんなに、きらきらとまぶしいはずですわ……」

　ちょっと「おなかが痛い」思いをしながら言えば、ゼオルディスが一転して大だい爆ばく笑しようした。

「──ははは、あれだけ神様嫌いを公言していた男が、実は神様だったとは!!　面白い話じゃないか。もっともお前とカーシュの婚こん儀ぎは、公式には認められていないけどな」

　さっきまでの殊しゆ勝しような態度はどこへやら、残酷な事実を突きつけてきた。そうかと思えば、

「……ごめんな、アリシア、嫌なことを言って。でも、こんなに愛してる俺が側そばにいるのに……、お前が、カーシュのことばかり話すからさ」

　傷ついた王子様の横顔。くるくると印象が変わる彼への態度を決めかねているアリシアだが、胸の奥に凝こごった違和感が大きくなるのを感じた。

　神様嫌いのカシュヴァーン。

　信じていたから、裏切られた。好きだったから、嫌いになった。

「──さあ、二人きりの舞踏会の始まりだ」

　歌うようなゼオルディスの声にはっと我に返る。また彼が自傷行為を始めてもいけないので、アリシアは気持ちを切り替え、目的地へと足を踏み入れた。







　室内に張り巡めぐらされたあらゆる鏡の中で、あえかな燭台の灯が揺れている。アリシアとゼオルディスも、すべての鏡の中にいた。

「ほら、ここなら人がいっぱいいるように見えて、寂しくないだろう？」

「……そうですね」

　シルディーン王家の謁えつ見けんの間。無数の鏡が張り巡らされたその中に、ゼオルディスに手を取られたアリシアはゆっくりと進み出た。

　最初はゼオルディスも、アリシアが言ったように「光の翼の間」を二人きりの舞踏会の場所に選ぼうとしていた。だが始終宴うたげが開かれていて人の出入りが激しかったその場所は、盗賊と化した兵士や使用人に荒らされており、壊こわれた家具や割られた瓶などで足の踏み場もないほどだった。

　そのため急遽、場所を変更。「舞踏会」ごっこの衣装だけは「光の翼の間」備え付けの控え室で調達し、この謁見の間を舞台としたのである。

『せっかくだから、これを着てみてくれよ、アリシア。安心しろ、覗いたりしないから』

　言われるままにアリシアが身につけたのは、怪奇仮装舞踏会のあの日、ミューゼが着ていた……そしてかつてはファネリーが着ていた、真っ赤なドレスだ。

「ああ、やっぱり母様にも、ミューゼにも似合わなかったドレスは、お前にも似合わないなあ、アリシア」

　しみじみと語るゼオルディスも、怪奇仮装舞踏会の時と同じだ。メイドではなく、農民のほうである。

　そういう格好をしていると、顔の傷さえ気にしなければ、彼はいかにも普通の若者に見えた。

　なぜこの「普通」の服を、「怪奇」が主題の舞踏会で選んだのか不思議に思ったものだが、今なら分かる。

　ファネリーの過去を示すメイド服、その末路を示す真っ赤なドレス同様、ランドレイもイーダルもさぞかし肝を冷やしたことだろう。

「普通」の服は、ゼオルディスの奪われた過去と現在と未来の象しよう徴ちようなのだ。

「どうした？　アリシア。難しい顔をして。いつものように能天気に笑ってくれよ。俺はお前の、無む邪じや気きな笑顔が好きなんだ」

　そう言っていったんアリシアから離れたゼオルディスは、残念ながら農民とは思えない優美なしぐさで、胸に手を当て一礼する。

「前に舞踏会で会った時は、イーダルに邪じや魔まされてしまったからな。だが、あいつはここで死んだ。だから今夜こそ、俺と踊おどってくれますね？　姫君」

「……ええ」

　器用にも鎖を握ったまま、淑しゆく女じよの許しを願う男の手をアリシアは取った。そして二人は体を寄せ合い、静かに踊り始めた。

　無音の、二人だけの舞踏会。

　フェイトリンの生家にて、カシュヴァーンと同じように踊ったことを思い出す。

　そういえばカシュヴァーンの母、マリアンヌ・ライセンもメイドだった。そして彼女も、領主の妻であることを認められておらず、カシュヴァーンはずっとジーナ・ハルバーストが母だと言い聞かされて育ったという。

　やはりゼオルディスとカシュヴァーンは、魂たましいのどこかが似ているのだろう。あるいは魂の欠けた部分が近いのだ。

　だから同じような発想をし、同じお姫様を好きになる。

　けれどやはり、違う部分もある。

「ねえ、ゼオ様」

　決意をこめたアリシアの呼びかけに、ゼオルディスは何かを感じ取ったのだろう。ジスカルドと同程度に流りゆう暢ちようなステップを踏みながら、話を逸らし始めた。

「音楽なしで踊るのは結構難しいなあ。やっぱりレネぐらいは残しておくべきだったかな。しかし、あいつに楽器……は無理か」

「ゼオ様」

「歌も無理そうだよなあ。お前、踊りながら歌えるか？　無理なら俺が歌うが」

「そうですね、みんなで歌いながら踊れば、楽団を呼ばずにすむし斬新ですけど……それはまた別の機会にお話しするとして、今は例の『お話』のことをしゃべってもよろしいですよね？」

　アリシアらしからぬ強引な物言いに、ゼオルディスも諦めたようだ。ため息をつくと、

「おじさまたちは、どうにか逃げおおせたようだぞ？　なのにまだ、俺との約束を守ろうとしてくれるのか。さすが俺のお姫様、好きだよ」

「そうですね」

　懲こりない話題逸らしにも、アリシアはめげない。

「ねえ、ゼオ様。私以外に、どなたのことがお好き？」

　意外な質問に、ゼオルディスが軽く眼を見張る。

「おや、もしかすると俺は、浮気を疑われているのか？　確かにいろいろな女に目移りしていたことは認めるが、今はお前一筋さ」

　リュクよりひどい無節操さで、アリシアの周囲の女性たちに声をかけていたゼオルディスである。彼が避けたのはシャンテぐらいだ。

　トレイスは無事かしら、と一瞬意識が逸れたが、それも束つかの間まのこと。すぐに質問を繰くり返す。

「教えて下さい。どなたのことがお好き？」

「そうだな、おじさまのことも好きだし、ジス義に兄い様さまも実は結構好きだ。マーベリックも悪い奴じゃないんだよな。カーシュのことは今でも友達だと思ってる。ちなみに女は大体好きだが、今はお前に夢中だ」

　最後に必ず口説き文句をくっつけてくるが、さらりと受け流して次の質問に移る。

「では、嫌いな方は？」

「母様と父様とイーダルとミューゼとフロリアン」

　誰が好きかと聞かれた時点で、この質問は予測していたのだろう。ゼオルディスの回答は早かった。

　そしてその答えは、アリシアの予測ともぴったり当てはまった。

「ゼオ様が嫌いだとおっしゃった方々もたぶん、ゼオ様のことがお嫌いですよね」

「ははは、はっきり言うな、でもそうだろう」

　ファネリーはたぶん、最終的にはしつこく自分を呼びつける息子を疎うとむようになっていた。ランドレイは初めからよく思っていなかっただろう。イーダルにとってのゼオルディスは、自分の野望の道具であり、長じて言うことを聞かなくなった彼をたびたび憎にく々にくしげな眼で見ていた。

　ミューゼが「あんな人大嫌い」と絞しぼり出すようにして叫さけんだ声は、まだ耳の底に残っている。フロリアンも、妹をあんな目に遭わせた「友達」を好いているとは思えない。

「私も、あなたのことが嫌いです」

「知ってる。どうした、アリシア。また俺を泣かせたいのか？」

　寂しげに、その表情が翳かげる。笑顔も、泣き顔も、時に見せる殊勝な表情さえ彼は自在に操れるのだと、いつしかアリシアは直感的に看かん破ぱしていた。

　でも、もうだまされない。

「それで分かりました」

　同時にアリシアは、ステップを踏むのをやめた。

「おっと、なんだ、びっくりさせるなよ」

　急なことに驚いたゼオルディスに鎖を引かれ、少し首が絞まったが、逆にそれがありがたい。眼鏡がなくても、鎖を引く方向で彼がいる場所が分かる。

「ゼオ様が本当に好きなのは、あなたのことを好きじゃない人。そうでしょう？」

　方向は合っている。だがやはり、ゼオルディスの表情はアリシアには見えない。

　見えないが、雰ふん囲い気きで分かった。彼は今、笑っても泣いてもいない。

　ライセン強公爵夫人をお放し下さい、陛下。彼女はあなたのお姫様ではありません。

　そうフロリアンに告げられ、息を飲んだ時ときっと同じ顔をしているだろう。

「もちろん私だってあなたのことが嫌いです。だから、誰よりもゼオ様のことを好きじゃなかった──命がけであなたを拒こばんだミューゼ様が、あなたの本当のお姫様です」
















　無限に続く合わせ鏡の中で、燭台の灯だけが揺れる時間が過ぎる。

　……違ったかしら？　と小首を傾かしげたアリシアの首が、強く絞まった。







「──ふふ、ははは、ははははははは!!」

　激げき昂こうしたゼオルディスに首を絞められたのかと思ったが、そうではなかった。大爆笑を始めた彼が、遠慮会え釈しやくのない力で鎖を引き、引き寄せたアリシアを力一杯抱だき締めたのだ。

「げほ、ごほっ、ゼオ様、手、放しっ……」

「本当にすごいな、アリシアは！　カーシュがお前のことを好きになる訳だ!!」

　目尻に笑い涙さえにじませ、興奮した彼の手はまるで抱き潰つぶそうとでもするかのようにアリシアの体に食い込んでくる。喉のどに食い込む首輪が苦しく、かろうじて革と皮膚の隙すき間まに指を引っかけて息を継ついでいると、いきなり激しく突き飛ばされた。

「きゃっ……!!」

　鎖も放してくれていたので、それ以上首が絞まることはなかった。だが壁の鏡に背を打ちつけたアリシアは、くらくらとめまいを覚えてその場に座り込んでしまう。

　身動きできないアリシアの前で、ゼオルディスは高々と手を差し上げて絶ぜつ叫きようした。すでに雨は上がったのに、ここだけ嵐が吹き荒れているようだ。

「そうだ。好きだったんだ、俺は。あの最低のくず女のことが、好きだったんだ!!　だってあいつは、どれだけ手ひどく追い払っても、俺に会いに来てくれたから!!　期待させたから!!」

　顔全体を歪めて醜みにくく笑いながら、ゼオルディスは吐はき出すように叫んでいる。その手が上がり、傷ついた右眼に触ふれた。

「顔にこんな傷をつけたのに、あんなに呼んだのに、母様は来てくれなかったのに!!　あの馬鹿女は!!　兄貴と離れたくない一心で、ただそれだけの理由で俺に会いに来てくれた!!」

　爪つめの先が、皮膚に食い込む。年月により縫ほう合ごうされ、周囲の皮膚に溶とけ込んでいた傷口が裂さけて、新たな傷を生み出した。

「ゼオ様、やめて!!」

　懸けん命めいに立ち上がったアリシアは、ゼオルディスの腕にすがりつく。

「やめて、それ以上やったら私より眼が悪く……！　見えなくなってしまいます、お願いですからやめて!!」

　頰肉だけに飽きたらず、ゼオルディスの指は眼にまで伸びようとしていたのだ。雰囲気でそれを察し、止めようとするアリシアの鎖をゼオルディスが摑つかんだ。

　また、首を絞められる。怯えて動きを止めたアリシアのあごを取って眼を覗き込み、

「なあアリシア、俺は誰だ？」

「ゼ……ゼオ様、で、す」

　他に答えようもなく、あえぐように口を開けば、ゼオルディスは血を流しながら笑った。

「そう、ゼオだ。母さんが俺につけた名前は、ゼオだ」

　それは、気に入った相手にしか許さないというゼオルディスの愛称。

　そうだと思っていたが、違う。それは。

「……ゼオルディスというお名前は……、王宮にいらして、から……？」

　──そのために、あなたはすべてを奪われた。お父様とイーダルにね。

　王宮を出て行く寸前、エルティーナが口にした台詞せりふを身み震ぶるいと共に思い出す。

「名前、まで……奪われていらしたの……？」

「俺は、幾いくつだ？」

　動揺するアリシアに、ゼオルディスは質問を重ねた。まだ名前に対する衝しよう撃げきが抜けず、なんと言っていいか分からないアリシアが黙っていると、脅かすようにじゃらりと鎖を鳴らされた。

「答えろ。俺は幾つだってことになってる？」

「二十四、歳です。カシュヴァーン様と、同い年、の……」

　まさかの思いをしながら答えれば、ゼオルディスは低く笑った。

「それは噓だ」

「……お年も？」

　誕生日の設定はどうだったかなと、先日うそぶいていたゼオルディス。

　あの口ぶりだと、日付の設定は正しいのだろう。でも、生まれた年自体は。

「……きゃっ！」

　呆然としているアリシアを、ゼオルディスは再び放り出した。鎖が伸びきるぎりぎりの範はん囲いだったので、また首が絞まるようなことはなかったものの、油断できる状況ではない。

「たぶん、これも聞いているだろう？　俺の母様だということになっている方は、どうしても王子がほしくて怪あやしい薬に手を出した結果、体中が紫むらさき色いろにふくれ上がった気色の悪い怪物に成り果てたって。こんな部屋を作ってしまうような、あの臆おく病びよう者ものの父様が、そんな化け物のところに通うはずがないじゃないか!!」

　喉元を押さえ、肩で息をしているアリシアを見み下おろし、ゼオルディスは冷ややかに笑った。最近頻ひん繁ぱんに感じていた違和感は全くないが、怪物と同じ檻おりに放り込まれたような恐怖が心臓を鷲わし摑づかみにする。

「化け物正せい妃ひを放り出し、メイドに手を出した結果、生まれたのが俺さ。ところが父様は、自分を玉座から追い出してしまう王子なんかいらなかった!!　だから母さんは、堕だ胎たいすると口約束して王宮を離れ、郷きよう里りでこっそり俺を産んだ」

　ナディールからも聞いている話だ。しかし当事者であるゼオルディスの口から聞くと、衝撃の度合いが全く違う。

「そして誰よりも王子を熱望していたイーダルに、見つかったという訳だ。ところが困った、俺が実際に生まれた年に、父様は明らかに正妃のところに通っていない!!　だから、年齢まで偽いつわることになったのさ」

　蔑さげすみを帯おびた眼が、玉座に向いた。暗殺の痕こん跡せきなどそこには残っていないが、手ずからイーダルを処断したというゼオルディスの眼には、何かが見えているのだろうか。

「滑こつ稽けいだろう？　今の年ならとにかく、子供の成長は一年単位で相当違う。三才児に六才児のふりをしろなんて、イーダルの言うことは無茶苦茶だよなあ」

「そんなこと、まで……」

　いつかカシュヴァーンの子を産みたい、とひそかに願っているアリシアである。とはいえ、初夜の知識さえやっと実地で身につけたばかり。子育てなどまだ想像の中にしかない。

　だがそんなアリシアだって、三才と六才の体格差ぐらい分かる。

「年の割に体が小さすぎると、侍じ医いはやたらと薬を飲ませ、イーダルのご機き嫌げん取りに必死だ。俺の母様とやらが妙な薬で死んだことを、あいつらは忘れたのか？　馬鹿だ。馬鹿ばっかりだ!!」

　大声で吐き捨てたゼオルディスは、他人事のように「ゼオルディス」について語った。

「正妃ブランガーネの腹から生まれたシルディーンの王、今年二十四歳のゼオルディスって誰だ？　俺は知らないぞ、そんなやつ」

　ゼオルディスについて知れば知るほど、違和感を覚えるのも当たり前だったのだ。

　だって彼を構成する情報は、すべて偽にせ物ものだったのだから。

「それで、も……、ゼオ様は、がんばったのですね……」

　震える声でアリシアがつぶやけば、ゼオルディスはふっと眼を伏ふせた。

「ああ、がんばったさ。だって俺は、母さんのことが好きだったから。父なし子とからかわれ、父さんがほしいとわがままを言った俺に、泣きながら謝ってくれた母さんのことを愛していたから」

　王宮から腹をふくらませて戻ってきたファネリーのことを、郷里の人々は口さがなく噂うわさしたことだろう。どこかのぼんぼんにでもだまされた、愚かな娘と罵られたのだろう。

　それでもファネリーは「ゼオ」を産み、育てた。愛していたからだ。少なくとも、その時は。

「父様のことだって、イーダルのことだって、好きだったんだ。信じていたんだ。俺が一生懸命がんばれば、きっと二人にも認めてもらえるって」

　正しい母とされたブランガーネはすでに亡く、事実を知るのは見知らぬ父と宰さい相しようだけ。実の母にも会わせてもらえないゼオ少年が、側にいる大人に気持ちを傾かたむけるのも当然である。

「父様が明らかに俺を不要だと思っていることも！　イーダルが母様に派手な暮らしを教えて、息子への関心を失わせようと画策していたことも!!　本当はずっと分かっていたんだ!!　けれど愚かなほどに純じゆん朴ぼくだったゼオ少年は、世の中にそんな冷れい酷こくな怪物がいるとは信じたくなかったのさ!!」

　だから俺も、怪物になるしかなかったんだ。

　部屋中の鏡の中で叫ぶゼオルディスといつかのカシュヴァーンが、二重写しに見える。

「だから名前を変え、年を変え、親を変え、みんなの幸せのためにとひたすら従ってきた。──ああ、なんてかわいそうなゼオルディス。哀あわれな王子様!!」

　とびきりの悲劇を見た観衆の表情で言うなり、ゼオルディスは手にしていた鎖を力一杯引いた。

「……うぐっ!!」

　ある程度予測していたため、前もって首輪と首の間に指を差し込んでいたアリシアだったが、苦しいことに変わりはない。咳せき込む彼女を抱き締めて、ゼオルディスはその耳元に大声で叫んだ。

「その結果がこのざまだ。言うとおりにしたのに、誰も彼も幸せになれやしない、ざまあみろ!!」

　──ざまあみろ。

　今はもう焼け落ちてしまった薔ば薇らの廃はい園えんで、カシュヴァーンも父に向かってそう吐き捨てたことを覚えている。

　鏡に映うつしたように似ている二人。違うのは、彼が愛するお姫様が振り向いてくれたかどうかだけ。

「けほ、ごほっ……」

　激しく咳せき込むアリシアの髪を、不意に優しい指が撫でた。

「だからお前のことだって、絶対に幸せになんかしてやらない」

　ゼオルディスの声こわ音ねも変わった。腐くさり落ちる寸前の果実のように甘い声で、陶とう然ぜんとささやきかけてくる。

「かわいそうなお姫様。お前は好きでもない怪物と、ずっとこの空っぽのお城で暮らすんだ。それが俺たちの『お話』のハッピーエンドだ」

　当たり前のようにささやかれるおとぎ話。そこに含まれる噓を指摘するのはたやすい。

　この状況が続くのは、長くてもあと数日だ。女王軍が攻め入ってくるか、裏切り者に害されるか、はたまたゼオルディスが自分とアリシアを殺してしまうか……それは分からないけれど、怪物とお姫様のおとぎ話はもうすぐ終わり。

「こほっ……、に、似たような終わり方は、私もいくつか考えましたわ」

　バッドエンドなら、話は簡単である。恋が成じよう就じゆしないまま物語の幕が下りればいいのだから、どちらかが死ぬような筋立てにしてしまえばいい。

　あるいは一度アリシアが書き上げた「お話」のように、魔法の呪じゆ文もん「そして二人は、いつまでもいつまでも」で強制的に終わってしまっていいのなら、ハッピーエンドも簡単である。

　けれどいずれのエンディングも、読書家としては物足りない。

「残念ながら、私は読書は好きでも作家にはなれなかったみたいです。本当に残念ですわ、自分で書いて自分で楽しめれば、この上なく経済的ですのに……」

　いつものアリシアらしいことをつぶやいてから、きりりと表情を引き締める。聖女のように、女王のように。

「でも、これだけは間違いありません。まだ終わりではありませんの、怪物王子様」

　赤く血を含んだ頰の傷をそっと撫でて、ささやいた。

「もうひとりの怪物王子様が帰ってきて下さったら、私たちの本当のハッピーエンドも分かりますわ」











終章






　松たい明まつの灯ひに照らされた小さな部屋の中で、二人の男が出しゆつ撃げき準備を調ととのえている。

「あー、やっぱりこの格かつ好こうじゃないと落ち着かねえわ。よその国の連中は、なんでああも動きにくい格好で戦いたがるかねえ」

　久方ぶりに自前の武ぶ装そうをし、浅黒い肌はだに馴な染じんだ皮かわ鎧よろいの感かん触しよくを確かめているのは、バルロイ・レクサンドールだ。黒くろ髪かみに黒い瞳ひとみ、たくましい肉体という典型的なラグラドール人の容よう貌ぼうには、急所だけを庇かばう彼らの伝統的な装備がよく似合う。

「そうだな。やはり馴染んだものが、一番いい」

　何事かぶつぶつ言いながら握にぎった剣を振っていた青年が、そんな相あい槌づちを打った。同じく黒髪に黒い瞳だが、彼はシルディーンの人間である。

　そして彼の左眼は、真新しい革かわ製せいの眼がん帯たいで覆おおわれていた。右眼のみで剣を操るのにもだいぶ慣れているはずなので、しばしの牢ろう生活で落ちた筋力と勘かんを取り戻そうとしているのだろう。

「ふん、どうした、なんか摑つかんだって面つらだな。さっきからずっと独り言を言ってるが、とっておきの作戦でも閃ひらめいたのか？　言ってみろよ」

　戦いの高こう揚ようを分け合おうとするかのようにバルロイが肘ひじで小突けば、眼帯の青年は右眼で彼を一いち瞥べつし、真ま面じ目めに答えた。

「いや、アリシアと再会した時の、かっこいい台詞せりふを考えている」

「……は？」

　思わぬ言葉にぽかんとしているバルロイに、彼は力説した。

「離れ離れになったのは夏の最中、今はもう冬の初めだぞ。これだけ離れていた後の再会なんだから、かっこよく決めないといかんだろうが!!」

「めっちゃくちゃ余裕だなお前」

　苦笑いして突っ込んだバルロイだが、夫おつと馬ば鹿か発言を踏ふまえた上でも相方を見る眼に不安そうな様子はない。

「まあ、でも、そこまで余裕があるってことは、負ける気はないってことか」

「──あのクソ国王は、俺と似てるんだ。まるで、鏡に映うつしたように」

　ゼオルディスのほうから何度か持ち出された鏡のたとえを、静かな口調で口にする。

「だからかつて、俺が求めていたことと同じことを求めている。ならば負ける理由はない」

　愛あい妻さいを、手に入るとすら思っていなかった騒さわがしくも暖かな『家族』を奪われた。反逆者の汚お名めいを着せられ当て所もなくさまよい、助力を求めて辿たどり着いた異国の牢にまで入れられた。

　それらすべてを糧かてとして、ひと回り成長した男の横顔は不敵な自信に満ちている。

「ある意味、いい機会ではあったのかもな。俺も思い出した。自分が、どういう人間だったのか」

「本当に思い出せているか？　出会った時のお前は、そんな夫馬鹿じゃなかったと思うが……？」

　あまりにも余裕がありすぎて、バルロイがかえって不安を覚えた時だった。小部屋の扉とびらが開き、体格のいい壮そう年ねんの男が入ってくる。

「二人とも、用意はできたのか」

　ここクルセージュの国王であり、「残ざん虐ぎやく王おう」の悪あく名みようで知られたデュランダール・サイラス・ド・クルセージュだ。髪にも髭ひげにも白いものが交まじり始めた年であるが、鍛きたえ上げられた筋肉はバルロイたちと遜そん色しよくがない。

「ええ、陛へい下か。ありがとうございます」

　剣を振るう手を止めて、眼帯の青年が深々と頭を下げた。「アズベルグの暴君」と呼ばれる彼がこのように心から頭を下げた相手は、暗殺されることも辞さない気構えで次代の王となることを約束してくれた「悪あく食じき大たい公こう」、グラネウスだけだ。

　彼を見るデュランダールの眼にも、クルセージュを訪れた当初の刺さすような光はもうない。眼光の鋭するどさは相変わらずだが、例えるならそれは、優秀な弟で子しを厳しくも暖かく見守る師のそれである。

「ところで、世界で一番可愛かわいいのは？」

　何百回と繰くり返されてきた質問に、眼帯の青年は本日もいっさいの迷いなく応じる。

「もちろん、俺の妻です。あなたは？」

「無論、余の妻だ」

　愛妻家でも知られる「残虐王」が笑みを含ふくんだ声でうなずき、大きな手を差し出す。それ以上の言葉は不要、とばかりに固い握あく手しゆを交かわす二人の夫馬鹿を、バルロイは頰ほおをひくつかせながら眺ながめていた。

「まあ、女を大切にするのは悪いことじゃねえけどな……おかげで助かったし」

　シルディーン国王は敵に回り、ラグラドールは内乱に割れ、バルロイと敵対する勢力がゼオルディスと結んだと聞く。最も早はや両国内で味方を探すのは難しいと考え、〈翼つばさの祈いのり〉を国内から追い出した西の大国クルセージュへと助けを求めた。

　最初の会談では、デュランダールからの「我が妻をどう思う」との問いかけに眼帯の青年の夫馬鹿が炸さく裂れつし、交こう渉しようは決けつ裂れつしたと思われていた。囚とらわれの身となった後も、再三繰り返される問いかけに「少なくとも俺の世界では、アリシアが一番可愛い」と答え続けたため、バルロイは青年と一か八かの賭かけに出たことを後こう悔かいした。

　しかしそれは、デュランダールの試験だった。

　愛する妻に近づく男を許さない「残虐王」に下へ手たな答え方をすれば、その場で殺されてもおかしくなかったのだ。

　二人を捕とらえた間に、ラグラドールやシルディーンに間かん者じやを放って状況の確認も行ったデュランダールは、ある日突然彼らを牢から出してくれた。そして、暴君討とう伐ばつに協力することを約束してくれたのだ。

「さて、行くか。お前の愛する妻を、『家族』を、取り戻すために」

「ええ、陛下。さあ、バルロイ、発たつぞ」

「……へいへい」

　すっかり息が合っている二人に若じやつ干かん置いてけぼりの感があるバルロイだが、彼にもまた取り戻したいものがある。どんな状況でも構わない、俺と二度と会わなくてもいいから、生きていてくれよ──祈るようにそう思った瞬間、眼帯の青年が話しかけてきた。

「お前もレネへの台詞を考えておけよ、バルロイ」

「……あいつは俺の妻じゃねえよ」

　心を見抜かれたような気がして、内心の驚きよう愕がくを抑おさえながらバルロイは吐はき捨てる。間かん髪はつを容いれず、デュランダールが追つい撃げきしてきた。

「ならば求きゆう婚こんの言葉を考えておけ」

「それがいいぞバルロイ」

「うるせえんだよ、まずは眼の前の勝負のことを考えろよ、お前ら!!」

　思わず怒ど鳴なったバルロイと、余裕綽しやく々しやくに受け流すデュランダールの声を聞きながら、眼帯の青年は暴君の笑みを口元に刻きざむ。

　──待たせたな、俺のお姫様。

　薬指に光る愛の証あかしを確かめるように、彼は強く拳こぶしを握り締めた。





終













あとがき






　商業出版に携たずさわる者にとって、ゴールデンウィークなんてグレイウィークですよ!!　ＧＷ進行のただ中からこんにちは、小お野の上がみ明めい夜やと申します。シリーズ十五作目、本ほん編ぺんとしては十四作目の『死神姫の再婚　─ひとりぼっちの幸福な王子─』を読んでいただきましてありがとうございました!!







　表紙もサブタイトルも中身も見事にゼオ巻なので、彼について書こうかと思ったのですが、何書いてもネタバレなので難しいですね……。本編六巻での初登場時から、いずれ書かなければと思っていたことは大体書けたので満足しております。思えば「カシュヴァーンに友達を作ってあげよう」が始まりのキャラだったのに、ゼオ自身の周りからほとんど人がいなくなってしまいました。自じ業ごう自じ得とくですけど。

　ひとりぼっちの王子様のもとに取り残されたアリシアを助けに、そろそろ彼女の王子様がやって来てくれそうです。お待たせした分、かっこいい再会を果たさないと許されない状況なので、が、がんばって、本物の怪かい物ぶつ王子様!!

　そしてバルロイおじさんも、そろそろお姫様に何か言ってあげてくれないかなあ、と思っております。







「お話」の節ふし目めに向かい、主役夫婦以外のカップルにもそれぞれ動きがありました。とりあえず、前巻のあとがきにて「がんばって」と書いたジスカルドが、結構がんばれたのではないかと思います。「なんでも九十点」という優等生な彼なのですが、他の人が得意科目だけ一億点取るタイプなので、今まであんまり目立てませんでしたからね……。

　ティルとノーラは超ラブラブです。よかったね二人とも!!　セイグラムがいつまでこの調子でいてくれるのかと思うと、ひやひやしますけどね!!　あとトレイスがもてもてで、レオニアとクロエもなんだか微び妙みように進行中？　リュクも脳内彼女と元気でやってるっぽいです。ラブコメ成分はこの辺で補ほ給きゆうして下さいね!!







　最後に宣せん伝でんです。閲えつ覧らん無料のＷｅｂコミック「花とゆめオンライン」にて、本編二巻「死神姫の再婚　─薔ば薇ら園えんの時計公こう爵しやく─」のコミカライズが始まっております!!　作画は夏目コウ先生です。

「死神姫の再婚」一巻はすでに冨ふ士じ原わら良りよう先生にコミカライズしていただいておりますので、こちらは二巻からとなっております。一巻でひとまずの人間関係は構築されたものの、夫婦仲もまだまだ発展途と上じよう、人間関係もぎこちなかったあの頃ののどかさと緊きん張ちよう感かんが、暖かく緻ち密みつな絵柄で描かれております!!　ネット環かん境きようがある方は、ぜひご覧下さいませ。







　本編次巻も、二〇一二年十月十五日に発売予定でございます!!　シルディーン編と言うべきか、ゼオ編と言うべきかもこれでいったん幕まく引ひきです。

　コミカライズ関係で最近よく初期の話を読み返しているので、いざ本編の時間軸じくに戻ると、いろいろあったなあとしみじみしてしまいます。ひとりのお姫様を巡めぐるだめだめな怪物たちの戦いにどんな決着が着くのか、どうぞ楽しみにしていて下さいね!!　私も今から書くのが楽しみです。

　ちなみに「イノセント」三巻も二〇一二年八月十日に発売予定です。ヒロイン・エリッセの周りには、（〈太陽〉の能力目当てに）たくさんの人たちが集まってきました!!　恋愛話が大好きなリゼインは嬉うれしそうですが、いきなり持ち上げられたエリッセは複雑そうです。

　今回はディガンとの心の距離をじわじわ縮めつつ、意外な人との発展もあるかも？　こちらもよろしくお願いします。




　八はち面めん六ろつ臂ぴのお仕事ぶりに頭が上がらない担当・山内様、ご本人と作画のギャップがすごすぎるイラストレーター・岸田メル様とがんばりますので、次巻もよろしくお願いします。








二〇一二年五月　　小野上明夜　
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